
令和７年度業務に係る年度モニタリングのチェック・評価シート一覧

令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 東海ビル保善株式会社

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 3

有事の際、利用者の避難誘導を適

切に行えるよう年2回防災訓練を

行い法令遵守できているが、沼津

土木事務所と連携が図れず訓練が

できていない。

3

緊急事態に備えたマニュアルが整

備されており、職員全員参加のも

と消防訓練を実施している。

3

②指定管理者が業務で知り得た個人情報
の適切な取扱い

4

プライバシーマークを取得してい

る静岡ビル保善の指導の下、グ

ループ内でマニュアルを共有する

とともに定期的に従業員へ確認・

指導を行っている。

4

職員に対する理解度テスト実施に

より、個人情報の保護に関して適

切に管理・指導している。

4

　年度モニタリングは、指定管理者自らが指定管理業務に問題点及び改善点等がないかを評価する自己評価及び施設所管課が指定管理者の実施した１年間の管理運営に

ついての評価を実施した後、両者で議論、検証し最終的な評価を実施するものです。

　評価は、指定管理者制度導入施設共通の評価項目と各施設の特性に応じた個別の評価項目により総合的な評価を行っております。

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか

沼津土木事務所との連携に努めつ

つ、難しいようであれば、水門点検

時に合わせて訓練を実施する等、別

の方法を検討すること。

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要
な事項を周知徹底しているか

個人情報の保護に関し、引き続き適

切な管理と現場教育を行うこと。

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和８年５月29日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

施設名 沼津港水門展望施設
担当課名 観光戦略課

連絡先 055-934-4746

Ａ：非常に良好な運営状況であった

Ｂ：良好な運営状況であった

Ｃ：適切な運営状況であった

Ｄ：やや課題のある運営状況であった

Ｅ：課題のある運営状況であり、改善が図られない場合は、指定の取消し又は期間を定めて管理業務の全部又は一部の停止を命ずる



①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 3

要項・仕様書に則り日々の業務を

行うとともに労働基準法に抵触し

ないよう労務管理（シフト調整）

を行った。

3

随時で木曜日の閉館後に職員研修

及び情報共有を実施し、コンプラ

イアンス遵守に努めている。エレ

ベーターや消防設備の法定点検も

確実に実施されている。

3

②記録管理及び報告・連絡・相談 4

日報、現金日計表を使用し日々の

業務管理を行った。また施設で問

題が発生した場合は(物損等）責

任者から早急に報告を行った。

4

日報により業務管理されており、

月報により適切に担当課に報告さ

れている。特筆すべき事項につい

ても速やかに報告・相談がされて

いる。

4

③建物保守管理・修繕等 4

年間で計画している保守について

計画通り実施したほか、日々の巡

回清掃時にも目視での確認を行っ

たほか、不良個所があった場合所

管課へ報告及び見積提出を行っ

た。

4

計画通り保守管理が実施されてお

り、協定書に基づき必要な修繕が

実施されている。

4

④清掃及び衛生管理 4

2階に自販機を設置したことから

床面の汚れが多くなったが1時間

に1回の巡回点検清掃を行い対応

し美観維持に務めた。

4

定期的に床面や窓ガラスの清掃が

実施されており、美観が維持され

ている。

4

⑤備品等の購入・管理 4
昨年から引き続き備品台帳を作成

し、年に１回確認を行っている。
3

備品台帳によって、適切に備品の

管理を行っている。
3

⑥環境への配慮 3

空調設備については、まめに電源

の入切りを行い電気使用量削減に

努めたが、夏季は熱中症予防の観

点から、避難場所として安全かつ

快適に過ごせるよう、適切な室温

管理を行い運営に努めた。

4

電気使用量は前年度より減少して

おり、猛暑でエアコンの使用が増

えることが想定される中、省エネ

に努めている点が評価できる。

4

①利用者アンケートの実施（必須） 3

R8年度から料金の改定に伴い料金

面の意見について多くいただいた

が、ハード面においてもトイレの

設置や水門の開閉など難しい事が

多いが、次年度導入できることが

あれば検討していきたい。

4

施設内にアンケートBOXを設置

し、可能な範囲で要望に対応して

いる。また、提出されたアンケー

トをわかりやすく集計し月報で担

当課へも共有されている。

4

②施設利用者への対応 2

施設案内について電話や対面での

対応は問題なく対応したが一部利

用者から釣りを行う方への注意の

仕方について指摘を何度か受けて

しまったため、今後の接客接遇教

育内容の検討を行う。

2

特定職員の釣り人への対応につい

て、会社として対応していただい

たが時間を要した印象がある。利

用者への基本的な対応は問題な

い。

2

③関係団体・地域との連絡調整 3

沼津観光協会との連携強化を図る

とともに、沼津港周辺を紹介する

情報誌「パックコミュニケーショ

ン」への掲載を行うなど、港周辺

施設との情報共有や相互連携を推

進した。

4
沼津港関係団体との連携に進捗が

見られたことを評価する。
4

①収支計画に基づく執行状況 4

収入において望遠鏡の増設や２階

自販機設置を行ったことで自主事

業費収入の増加を図れたことで収

入面が増加し、最低賃金の上昇に

伴う人件費増加分を補うことがで

きた。

4

人件費は計画より増加したが、そ

の他の経費を削減することで、当

初の収支計画の範囲で管理運営を

実施した。

4

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支
出の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

引き続き、収支計画に基づいた事業

執行に努めること。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、
サービス向上に努めたか

引き続きアンケートの実施及び担当

課への報告をお願いする。

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉
遣い、態度、服装等）は適切になされたか

釣り人への対応等については、同様

のクレームがないよう、職員への教

育を徹底すること。

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされ
たか

自主事業等で沼津港関係団体や観光

協会との連携を図り、沼津港全体の

にぎわい創出に努めること。

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環
境配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか

利用者や職員の体調を第一に考えつ

つ、可能な範囲で節電に努めるこ

と。

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の
管理が備品台帳などで適切になされたか

備品の購入・廃棄等があれば随時備

品台帳を更新すること。

１
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⑵日常管理

関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に
実施されたか

職員や利用者に対するコンプライア

ンス遵守を徹底するため、会社とし

ての法令遵守体制を整えること。

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理
されているか

引き続き、施設の破損や事故発生

等、緊急事態が発生した際は担当課

に速やかに報告すること。

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修
繕は自ら積極的に実施したか

引き続き協定書に則り保守管理及び

修繕を実施すること。

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管
理は問題なかったか

引き続き衛生管理及び美観の維持に

努めること。



②適正管理・収支改善の努力 4

SNS（ｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑ）強化を図ったこ

とで利用者が増加し、要望が多

かった自販機（コーヒー専門）が

大きく売上げを伸ばせた。また望

遠鏡も追加したことで売上を伸ば

している。

4

会計簿については、びゅうお専用

口座により適切に管理されてい

る。展望室への自動販売機の設置

等、新たな自主事業の実施により

収入増に努めている。

4

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 4

東海ビル保善の経営状況において

業務委託施設で増減があったもの

の良好。

4

指定管理者本体の経営状況は黒字

で推移しており、継続的・安定的

なサービス提供ができる状況であ

る。

4

緊急事態への対応及び防災に対する意識 5

防災訓練は従業員全員参加とし、

慌てず落ち着いて対応する訓練を

実施しているが、津波時の対応訓

練ができていないため沼津土木事

務所と連携し訓練実施を目指す。

6

緊急事態に備えたマニュアルが整

備されており、職員全員参加のも

と消防訓練を実施している。

6

帳簿の管理 8

昨年同様、毎日日計表作成し管理

するとともに、毎月会計士により

帳簿の確認を行っている。

6
会計士により、月毎に日計表の確

認がされている。
6

利用者増に結びつくPR等の実施状況 8

「X」をはじめとする「SNS]や

HPの他インスタグラムにて情報

発信し、施設周知を図ったことで

目標人数を達成できている。

10

インスタグラムを開設し投稿する

ことで、利用者の増に努め、実績

にもその成果が表れた。

10

合計 70 73

⒉　総合評価 合計点 73 評価 Ｂ

⒊ 　施設所管担当課評価コメント、意見等

建物管理や清掃業といった指定管理者の強みを活かし美観維持及び衛生管理に努めており、令和７年度はトリックアートの追加や壁の塗装等、新たな自主事業に取り組み集客に努めた。

さらに、SNSの活用により利用者の増加を図り、その成果として年間利用者数が過去最高値を記録したことを評価する。

今後は、沼津港関係団体との連携により、沼津港一体のにぎわい創出に寄与することを期待する。
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有事の際の対応は適切に行われたか。また、防災に対する意識は高い
か

沼津土木事務所との連携に努めつ

つ、難しいようであれば、水門点検

時に合わせて訓練を実施する等、別

の方法を検討すること。

⑷収支

・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の
管理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

SNSによる投稿数を増やすことで利

用者増を図ることで合意した。

帳簿等は正しくつけられているか。また、適切に管理されているか。

引き続き、帳簿等を適切に管理する

こと。２人以上の職員によるチェッ

ク体制の構築に努めること。

利用者を増やすため、積極的なPRができたか

インスタグラムやTiktokの投稿数を

増やすことで利用者増を図ることで

合意した。

指定管理者本体の経営状況は良好に

推移しているが、万が一経営状況が

大きく傾くようなことがあれば当課

に報告すること。

１
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指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供
できる状況であったか



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 大岡コミュニティ推進委員会

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 4

緊急連絡先の指示。消防計画書、

訓練計画書の提出。避難経路の把

握、整頓。

4

連絡網・体制図など分かりやすく

掲示されている。避難訓練も年２

回行っている。

4

②指定管理者が業務で知り得た個人情報の適
切な取扱い

4
個人情報の管理徹底。事務室への

関係者以外の入室制限。
4

個人情報の管理は適切に行ってい

る。事務室への関係者以外の立ち

入りは禁止している。

4

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 4 管理簿の作成、保管。 4

法定点検、検査は適切に実施され

ており、点検、検査証など整理さ

れている。

4

②記録管理及び報告・連絡・相談 4 業務記録台帳の管理保管。 5

日報、備品台帳とも整理整頓され

分かりやすく管理されている,。市

との連絡は適宜行っている。

5

③建物保守管理・修繕等 4
自主点検、指定業者への対応。記

録簿の保管。
5

施設について熟知しており、可能

な修繕は自ら実施している。
5

④清掃及び衛生管理 4
定期清掃の実施。施設周辺の花壇

整備、清掃の実施。
4

施設内の清掃だけでなく、周辺の

清掃や花壇整備等環境美化にも取

り組んでいる。

4

⑤備品等の購入・管理 4 備品管理簿の作成。保管。 4
備品台帳が管理されており、備品

の扱いに習熟している。
4

⑥環境への配慮 4 こまめな消灯や空調温度の管理。 4
こまめな消灯や空調の温度管理を

行い、省エネに取り組んでいる。
4

①利用者アンケートの実施（必須） 4
アンケートの回収。指摘箇所の日

常業務への反映。
4

新規利用団体については必ずアン

ケート調査を実施するとともに、

継続利用団体に対しては、新年度

にアンケート調査を実施してい

る。

4

②施設利用者への対応 4
クレームへの迅速かつ適正な対応

を心がけている。
4

日頃から接遇教育を実施してい

る。トラブルが発生した際はすみ

やかに市に報告している。

4

③関係団体・地域との連絡調整 4
学校等地域関係団体及び地域との

関係は良好である。
5

関係団体との関係は良好で、大岡

地区コミュニティの活動をよりよ

くできるよう取り組めている。

5

①収支計画に基づく執行状況 4 予定通りの運営ができた。 4
特に問題なく予定通りの収支で運

営した。
4

②適正管理・収支改善の努力 4

帳簿、通帳の定期的な確認作業の

実施。節水、省エネに努めてい

る。

4
出来る限り省エネに努めている。

軽微な修繕は自ら行っている。
4

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 4
毎月、ｺﾐｭﾆﾃｨ推進委員会を開催し

ている。
4

コミュニティ推進委員会を毎月開

催しており、継続的・安定的に運

営されている。

4

施設名 沼津市大岡地区センター
担当課名 地域自治課

連絡先 055-934-4716

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和８年6月27日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか。
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか。

引き続き、緊急時の体制を整備

し、定期的な訓練を実施してい

く。

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか。

引き続き、個人情報を適正に管理

していく。

⑵日常管理

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか。

引き続き、関係法令を遵守してい

く。

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか。

引き続き、適正な記録管理を行っ

ていく。

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか。

引き続き、適正な建物管理に努め

る。

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管
理は問題なかったか。

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か。

引き続き、関係団体との良好な関

係づくりを行う。

引き続き、清掃・環境美化活動を

実施していく。

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供で
きる状況であったか。

今後も安定した運営に努める。

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環
境配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか。

引き続き、環境配慮を実施してい

く。

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか。

引き続き、適正な備品管理を行

う。

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

今後も計画に沿った運営に努め

る。

・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

今後も経費節減を図る。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか。

引き続きアンケートを実施し、

サービス向上に努める。

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか。

引き続き、接遇の向上を図る。



⑴自主事業 ①コミュニティの事業計画と実行 8
年間行事計画に基づき運営。地域

活動を優先している。
8

コミュニティ文化祭等、さまざま

な地域の活動が行われている。
8

②計画的な実行 8 年間行事計画に基づき運営。 8
事業計画どおりの運営がなされ

た。
8

（２）経理 ①会計書類の適正処理 8
会計簿の管理・保管。毎月末の簡

易監査の実施。
8

収支に係る関係書類は適正に整え

られており、監査体制も整ってい

る。

8

合計 80 83

⒉　総合評価 合計点 83 評価 Ｂ

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

指定管理者の定めた事業計画通りの運営がスムーズにできたか
引き続き、事業計画に沿っての運

営に努める。

収支に係る関係書類は適正に整えられているか。また費目等が適
正であり、監査体制が整っているか。

引き続き、適正な会計処理を行

う。

・市内最初の地区センターとして、長年の経験から培ったノウハウを活かし、施設及び備品の管理、利用者への応対等、地区センター運営全般についてトラブルなく適切に行われている。

・事務室内に最新版の緊急連絡網、緊急体制が大きく表示され、各種台帳や帳簿、マニュアルなどもすぐに確認できるようファイリングし書棚に整理されており、会計関係書類も速やかかつ適正に処理され

ている。

・年間を通して地域行事の開催、コミュニティとしての活動での利用も活発であり、隣接する大岡小学校とも連携しながら、大岡コミュニティの中心施設として地域の活性化に大きな役割を担っている。

・施設が古く、保守管理面については指定管理者側の努力のみではままならない部分もあるが、今後もより良い施設管理に向けた取り組みについて指定管理者から利用者の声を定期的に報告してもらう等、

より良い施設管理に向けた取り組みについて指定管理者と協議し、実施していく。

２

　

個

別

評

価

指定管理者が企画した事業によって、コミュニティの活性化や親睦
に資することができたか

引き続き、自主事業に取り組む

等、コミュニティの活性化を図

る。



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 大平コミュニティ推進委員会

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 4

年2回防災訓練を実施するととも

に、避難通路の図面表示を行い、

消火器・誘導灯等について毎日点

検している。

4

消防計画を適切に作成ている。

防災訓練も年に２回内容を変えて実

施している。

緊急連絡体制も毎年更新され、適切

に管理されている。

4

②指定管理者が業務で知り得た個人情報の適
切な取扱い

4

職員には情報を適切に扱うようマ

ニュアルで指示し、書類は適切に

保管、退出時事務所は施錠してい

る。

4

独自マニュアルを作成し、職員に周

知するとともに、事務室への立ち入

り制限、施錠等、適切に対応してい

る。

4

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 4

法定点検は業者により適切に行

い、自主検査チェック表に基づき

毎日点検を行っている。

5

法令順守がなされている。

独自に作成した自主点検表により、

適切に管理している。

5

②記録管理及び報告・連絡・相談 4
日々の記録は、業務日誌に記録、

会計簿は適切に処理している。
4

業務日誌を記録し、会計簿は適正に

処理されている。
4

③建物保守管理・修繕等 4

保守点検は常に行い、不備があれ

ば軽微な修繕は自ら行い、その他

は地域自治課と連携し対応した。

4

保守点検は常に行い、必要に応じて

地域自治課に相談するなど、適切に

対応した。

4

④清掃及び衛生管理 4

業者による定期的な清掃に加え、

利用団体による清掃活動を輪番制

で実施している。

5

通常清掃に加え、コミの各種団体等

による清掃活動を毎月１回実施し

た。

5

⑤備品等の購入・管理 4
購入については備品台帳を作成し

適切管理を行っている
5

備品台帳を作成し、適宜更新すると

ともに、備品シールにより適正に管

理している。

5

⑥環境への配慮 4
こまめな消灯等、環境に配慮して

いる
4

環境に配慮している。コロナ対応の

ための例外的な対応はやむを得な

い。

4

①利用者アンケートの実施（必須） 4
アンケートを実施し、クレーム等

はなかった。
4

アンケートを実施し、職員会議で情

報共有するなど、サービス向上に努

めている。

4

②施設利用者への対応 4 おおむね適切に対応できている 3

おおむね適切に対応することができ

ているが、言葉遣い等で冷たい印象

を与えることのないよう気をつけて

ほしい。

3

③関係団体・地域との連絡調整 4

関係団体へ利用に際しての説明会

を開催し意見聴取を行っている。

関係団体との連絡調整を適切に

行っている。

4

毎月のコミュニティ推進委員会の定

例会で関係団体等との連絡調整を

行った。

4

①収支計画に基づく執行状況 4
おおむね予定に沿った収支であっ

た。
4 予定に沿って運営されている。 4

施設名 沼津市大平地区センター
担当課名 地域自治課

連絡先 055-934-4716

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和８年６月３日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか。
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか。

引き続き、緊急時の体制を整備し

ていく。

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか。

引き続き、個人情報を適正に管理

していく。

⑵日常管理

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか。

引き続き、関係法令を遵守していく。

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか。

引き続き記録及び会計簿は適切に

管理してもらう。

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか。

引き続き、保守管理に努め、軽微

な修繕は積極的に実施する。

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管理
は問題なかったか。

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か。

引き続き、関係団体との良好な関

係づくりを行う。

利用者等各種団体による清掃活動

を引き続き毎月１回実施し、良好

な状態を保つ。

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環境
配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか。

引き続き、環境に配慮した取り組

みを行う。

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか。

引き続き、適正な備品管理を行

う。

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

今後も予定に沿った運営に努め

る。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか。

今後もアンケート結果を職員会議

で共有し、よりよい運営を目指

す。

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか。

引き続き、接遇の向上を図る。



②適正管理・収支改善の努力 4
経費の節減に関しては常に心掛け

ている。
4 経費の削減に努めている 4

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 4
安定的なサービス提供に努めてい

る。
4

例年、安定した運営がなされてい

る。
4

⑴自主事業 ①コミュニティの事業の計画と実行 7

フェスタ大平・コミ祭等の実施に

よりコミュニティの活性化につな

げた。

7

イベントを再開するなど、コミュニ

ティ活性化や親睦に資することがで

きている。

7

②計画的な実行 6
当初の予定に沿って適切に事業を

遂行した。
6

事業計画に沿って運営を行うことが

できている。
6

（２）経理 ①会計書類の適正処理 6
連合自治会による監査を行い、適

正と証明されている。
7

会計の適正化のため、指定管理用の

通帳を作成するなど、会計を適切に

行うための行動がうかがえる。

7

合計 75 78

⒉　総合評価 合計点 78 評価 Ｂ

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

１

　

共

通

評

価

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供で
きる状況であったか。

引き続き安定した運営を行ってい

く。

指定管理者の定めた事業計画通りの運営がスムーズにできたか
引き続き、事業計画に沿っての運

営に努める。

収支に係る関係書類は適正に整えられているか、また費目等が適正であ
り、監査体制が整っているか

引き続き、適正な会計書類の処理

を行う。

・指定管理者が行うべき所定の業務については仕様書に基づき、概ね良好な施設運営ができている。

・外部の方々に向けて日頃の接遇について向上を図るとともに、職員内同士、風通しのよい職場となるような体制づくりをしていただきたい。

２

　

個

別

評

価

指定管理者が企画した事業によって、コミュニティの活性化や親睦に資す
ることができたか

積極的にコミュニティ活性化を図

るとともに、地区の人々の声に応

えて事業内容の見直しも図ってほ

しい。

⑷収支
・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

今後も経費節減を図る。



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 西浦コミュニティ推進委員会

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 4

運営母体が地区コミュニティであ

る強みを活かし、緊急時の配備体

制が設けられている。

4

コミュニティが所有している一括

メールシステムを活用した緊急時の

連絡等、体制が整えられている。

4

②指定管理者が業務で知り得た個人情報の適
切な取扱い

4

事務室は関係者以外立ち入り禁止

とし、職員の個人情報の管理意識

の啓蒙に努めた。

4

事務室は関係者以外立ち入り禁止と

し、職員の個人情報の管理意識の啓

蒙に努めている。

4

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 4
法令を遵守し、点検を実施してい

る。
4

法令を遵守し、必要な点検を実施し

ている。
4

②記録管理及び報告・連絡・相談 4 日報を作成している。 4

日報を作成している。

また、適切に次の担当者に引き継ぎ

をしている。

4

③建物保守管理・修繕等 4

建物や機器の安全確認を実施して

いる。軽微な修繕は自ら実施して

いる。市による対応が必要な事項

については担当課に伝えた。

4

地区センター移転整備を控え、なか

なか修繕対応ができない中、自助努

力により修繕等の対応をしている。

4

④清掃及び衛生管理 4
職員による清掃を毎朝実施してい

る。
4 適切に清掃がなされている。 4

⑤備品等の購入・管理 4

以前は整備が不十分であったが、

R元に備品台帳の整理が完了し、

適宜更新した。

4
R元に備品台帳の整理が完了し、そ

の後も適切に更新がなされている。
4

⑥環境への配慮 4 小まめな消灯などを実施した。 4
小まめな消灯や換気など、省エネに

努めている。
4

①利用者アンケートの実施（必須） 3
備え付けにより、アンケートを実

施している。
3

備え付けにより、アンケートを実施

している。

また意見をもとによりよい運営に努

めている。

3

②施設利用者への対応 4
利用者からは、苦情もなく、適切

なセンター運営ができている。
4

利用者からは、苦情もなく、適切な

センター運営ができている。
4

③関係団体・地域との連絡調整 5
適切に対応しており良好な関係で

ある。
5

適切に対応しており良好な関係であ

る。
5

①収支計画に基づく執行状況 4
当初の予定に沿った収支であっ

た。
4 当初の予定に沿った収支であった。 4

施設名 沼津市西浦地区センター
担当課名 地域自治課

連絡先 055-934-4716

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和８年６月30日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか。
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか。

引き続き、緊急時の体制を整備し

ていく。

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか。

引き続き、個人情報の取り扱いに

配慮する。

⑵日常管理

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか。

引き続き、関係法令を遵守してい

く。

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか。

引き続き、適正な記録・管理・報

告を行っていく。

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか。

引き続き、適正な建物管理に努め

る。

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管理
は問題なかったか。

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か。

引き続き、関係団体との良好な関

係づくりを行う。

引き続き、施設の環境美化に努め

ていく。

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環境
配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか。

引き続き、環境配慮を実施してい

く。

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか。

引き続き、適正な備品管理を行

う。

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

今後も予定に沿った運営に努め

る。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか。

引き続きアンケートを実施し、

サービス向上に努める。

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか。

引き続き、施設利用者への接遇を

適切に行う。



②適正管理・収支改善の努力 4 経費の節減に努めている。 4 経費の節減に努めている。 4

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 4
継続的、安定的に運営されてい

る。
4 継続的、安定的に運営されている。 4

⑴自主事業 ①コミュニティの事業の計画と実行 8

西浦フェスタ納涼祭を実施し、花

火の打ち上げ等を実施したほか、

地区センターで西浦大交流会等の

イベントを実施した。

8

西浦フェスタ納涼祭や大交流会の実

施など、コミュニティ活性化につい

てのイベントを実施している。

8

②計画的な実行 8
予定に沿って進めることができ

た。
8 予定に沿って進めることができた。 8

（２）経理 ①会計書類の適正処理 8 適切な会計を行っている 8 適切な会計を行っている 8

合計 80 80

⒉　総合評価 合計点 80 評価 Ｂ

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

１

　

共

通

評

価

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供で
きる状況であったか。

引き続き安定した運営を行ってい

く。

指定管理者の定めた事業計画通りの運営がスムーズにできたか
引き続き、事業計画に沿っての運

営に努める。

収支に係る関係書類は適正に整えられているか、また費目等が適正であ
り、監査体制が整っているか

引き続き、適正な会計処理を行

う。

・指定管理者が行うべき所定の業務については仕様書に基づき、概ね良好な施設運営ができている。

・外部の方々に向けて日頃の接遇について向上を図るとともに、職員内同士、風通しのよい職場となるような体制づくりをしていただきたい。

・新西浦地区センターの移転に併せ、現地区センター内の整理についても進めていただきたい。

２

　

個

別

評

価

指定管理者が企画した事業によって、コミュニティの活性化や親睦に資す
ることができたか

引き続き、コミュニティの活性化

等を継続していく。

⑷収支
・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

今後も経費節減を図る。



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 浮島地区コミュニティ推進委員会

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 4

消防計画書を作成し防災会社立会

いのもと、年2回の消防訓練を実

施した（役割を替えることによっ

て臨機応変に対応できるようにし

た）。また、緊急時連絡網も表示

して意識統一を図った。

4

消防計画の策定、緊急連絡網等が

適切に整備されている。また、消

防訓練の実施、消防への報告も適

切に行われており、評価できる。

4

②指定管理者が業務で知り得た個人情報の適
切な取扱い

4

事務室への立ち入り禁止の表示を

設置、個人情報関連書類は、書庫

に鍵かけ管理しており、職員も機

密保持の努力をしている。

5

事務室への関係者以外の立入禁止

を徹底している。また、個人情報

書類は鍵付き書庫で管理してお

り、個人情報保護の意識は高い。

5

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 3

法令を遵守しており、市の指定す

る使用基準も確認しながら実施し

ている。

3

協定書どおりに指定管理業務が実

施されている。また、日常点検に

加え、事業による法定点検等に積

極的に協力している。

3

②記録管理及び報告・連絡・相談 4

業務日誌の作成により職員間の情

報共有を図り、問題解決した。ま

た、必要に応じ事務局員会議を開

催し、改善点の報告と順守を図っ

た。

4

日報等により職員間の情報共有を

行っている。また、職員会議によ

り、課題の共有、問題の解決を

図っている。担当課への連絡も密

に行われた。

4

③建物保守管理・修繕等 5

市の修繕が実施された折、自主的

に関連する箇所の修繕を実施して

いる。地区センター東側外壁の時

計が壊れたため交換を行った。

4

危険箇所を速やかに報告するとと

もに、日常点検を行い、軽微な修

繕は自ら実施している。

4

④清掃及び衛生管理 4

利用者に不快な思いをさせないよ

う　トイレの殺菌剤散布やアル

コール石鹸等設置して､匂いと清

潔さを強調している

4

委託業者による清掃に加え、利用

者に配慮した日常的な美化に努め

ており、施設の清潔が保たれてい

る。

4

⑤備品等の購入・管理 4

備品の軽微な修理は独自に実施し

経費負担の軽減を図っている。ま

た、備品台帳にて適切に備品管理

をしている。地区センターの玄関

非常灯の蛍光灯交換を行った。

4

必要に応じて備品の修理、購入等

を行い、適切に管理・活用してい

る。

4

⑥環境への配慮 4

コピーの節減等エコ活動を取り組

んでいる。また、植木の剪定や草

刈りも実施するなど環境美化にも

取り組んでいる。

4

照明や空調をこまめに消すなど、

環境に配慮している。また、植木

の手入れや草刈りなど、環境美化

活動を積極的に行っている。

4

施設名 沼津市浮島地区センター
担当課名 地域自治課

連絡先 055-934-4716

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和８年６月28日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか。
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか。

緊急事態に備えた体制が整備され

ている。引き続き、訓練の実施等

により緊急時の体制整備をしてい

く。

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか。

個人情報保護を徹底している。引

き続き、職員への個人情報保護制

度の周知を図る。

⑵日常管理

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか。

施設管理に係る法令を順守してい

る。引き続き、法令を順守し、建

物の管理を実施する。

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか。

職員間の連携が図られている。引

き続き、日報等を活用し情報共有

を図る。

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか。

施設の保守管理が行われている。

今後も、施設内の点検や軽微な不

具合の改修に努める。

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管
理は問題なかったか。

施設は清掃が行き届いている。引

き続き、施設内外の衛生管理に努

めていく。

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環
境配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか。

環境への配慮がされている。引き

続き、節電、省エネ・省資源に努

める。

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか。

備品の管理は適切である。引き続

き、備品の適正管理に努めてい

く。



①利用者アンケートの実施（必須） 4

利用者アンケートを実施し、良好

な結果を得られている。また、障

害者専用駐車スペースを確保して

ほしいとの要望があり、玄関前の

駐車スペースを身障者専用の駐車

スペースとした。

4
利用者アンケートを実施し、運営

の改善に努めている。
4

②施設利用者への対応 5

言葉遣いや態度を注意し、制服、

名札を着用し不快感を与えない接

客に心掛けた。

4

特段のクレームもなく、職員に対

する利用者からの評価は良好であ

る。

4

③関係団体・地域との連絡調整 4
市の方針を　連合自治会、各種団

体へ連絡し調整を図った。
4

定期的な会合等により、関係団

体・地域内での連携を図られてお

り、良好な関係が保たれている。

4

①収支計画に基づく執行状況 5

当初予算に沿い適正に実施した。

WIFI環境を新設したため毎月の通

信費は増加したが、経費削減によ

り計画予算内に収めた。

4

計画どおり、適正に予算執行され

ている。

事業計画・予算の内容・方針に

沿った運営がされており、評価で

きる。

4

②適正管理・収支改善の努力 4

会計出納簿は正確に処理をしてお

り、領収書等も適切に管理されて

いる。照明及びエアコンの節電依

頼の表示を行うとともに、不使用

部分を消灯してまわり、経費節減

を図った。

4

会計簿は適切に管理されている。

また、節電の表示や不使用部分の

消灯など、経費節減に努めてい

る。

4

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 4

コミ推進委員会の実施により、会

員相互の連絡により適正な運営が

できるよう情報の共有を図った。

4

コミュニティの各部門が互いに連

携・協力して運営している。会計

処理も適切であり、帳簿等により

管理されている。

4

⑴自主事業 ①コミュニティの事業の計画と実行 7

地区センターを活用しつつ、屋外

活動で、地域の親睦を図る活動を

実施した。　（コミまつり、社協

活動、ひまわり祭り、ふれあい歩

こう会等）

8

地域コミュニティと連携し、地域

資源を活かした活動を計画、実施

している。例年の活動に加え、地

区センター近くの屋外で、凧揚げ

大会やどんど焼きなども実施され

た。

8

②計画的な実行 7
年度当初の計画に基づき、計画ど

おりに各種行事が実施できた。
8

利用者の声を聴きながら、計画ど

おりに事業を実施している。
8

⑵経理 ①会計書類の適正処理 6

各会計関係帳簿は明確に整理して

あり、会計監査に於いても適正で

あった旨報告された。

8
会計処理は帳簿等により管理され

ており、監査体制も整っている。
8

合計 78 80

⒉　総合評価 合計点 80 評価 Ｂ

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

１

　

共

通

評

価

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供で
きる状況であったか。

安定的に運営されている。引き続

き、事業の実施状況を共有するな

ど、安定的な組織運営を図ってい

く。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか。

利用者アンケートを実施してい

る。今後も適宜アンケートを実施

し、改善に努める。

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか。

接遇に問題は認められない。引き

続き、接遇の向上に努めていく。

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か。

関係団体・地域との関係は良好で

ある。引き続き、日常的に関係団

体と連絡し、連携を深める。

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

計画に沿った運営がされている。

引き続き、当初予算を踏まえて計

画的な予算執行に努めていく。

・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

会計簿は、記録・管理ともに適切

である。引き続き、経費節減に努

めていく。

・日常的な管理や日報等による情報共有などが適切に行われている。消防訓練も適切に実施されている。

・軽微な修繕に積極的に取り組んでいるほか、利用者からの意見に迅速に対応するなど、適切な管理運営がなされていると評価できる。

・地域活性化に資する自主事業にも積極的であり、引き続き、市や利用団体と連携して適切に利用調整を図ってもらいたい。

２

　

個

別

評

価

指定管理者が企画した事業によって、コミュニティの活性化や親睦に資す
ることができたか

地域活性化が図られている。

引き続き、各種イベント等を通

し、地域コミュニティの活性化や

親睦を図っていく。

指定管理者の定めた事業計画通りの運営がスムーズにできたか

事業計画どおりの運営がされてい

る。引き続き、計画的な事業実施

に努めていく。

収支に係る関係書類は適正に整えられているか、また費目等が適正であ
り、監査体制が整っているか

関係書類は適正に整えられてい

る。引き続き、適切な会計処理と

監査体制の継続に努めていく。



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 第一地区コミュニティ推進委員会

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 5

R3.3に避難所運営マニュアルを整

備した。年２回防災訓練、救急救

命訓練を実施している。

5

R3.3に避難所運営マニュアルを整

備した。年２回（11月、３月）の

防災訓練の他、救急救命訓練を実

施している。

5

②指定管理者が業務で知り得た個人情報の適
切な取扱い

3 書類は適正に管理されている。 3 書類の管理は良好である。 3

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 4
消防設備・ガス機器・電気機器の

法定点検を実施している。
4 点検は適正に行われている。 4

②記録管理及び報告・連絡・相談 4
第一地区センター日報にて、業務

連絡は整備されている。
4

業務記録等はしっかり整備されて

おり、職員同士の連携も取れてい

る。

4

③建物保守管理・修繕等 4
軽微な修繕は、自主的に行ってい

る。
4

軽微な修繕は自主的に行ってい

る。
4

④清掃及び衛生管理 4
２ヶ月に１回床ワックス清掃、毎

週トイレ清掃を実施している。
4 定期的な清掃を行っている。 4

⑤備品等の購入・管理 4 備品台帳の整備している 4
市備品台帳・コミュニティの備品

台帳がともに整備されている。
4

⑥環境への配慮 4 節電、節水が徹底されている。 4
節電、節水が徹底されており、利

用者への周知もなされている。
4

①利用者アンケートの実施（必須） 4
アンケートを実施しており、改善

をはかっている。
4

アンケートを実施しており、指摘

事項については職員同士で共有を

している。

4

②施設利用者への対応 4
明るい窓口をモットーに丁寧な対

応を心掛けている。
4

明るく丁寧な対応を心掛けてい

る。
4

③関係団体・地域との連絡調整 5
関係団体や地域との良好な関係に

努めた。
5

コミュニティ各団体、社協、学校

等との連携が良好で、地域コミュ

ニティの中核施設となっている。

また、小学校統合に伴い、関連す

る別地区コミと良好な関係づくり

を始めている。

5

①収支計画に基づく執行状況 4
収支予算書・決算書を作成し、総

会で承認された。
4

全ての予算・決算が総会で承認さ

れた。
4

②適正管理・収支改善の努力 4 経費節減に努めている。 4 経費の節減に努めている。 4

施設名 沼津市第一地区センター
担当課名 地域自治課

連絡先 055-934-4716

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和８年６月５日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか。
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか。

引き続き、緊急時の体制を整備し

ていく。避難所運営マニュアルの

体制整備を進める。

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか。

引き続き、個人情報を適正に管理

していく。

⑵日常管理

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか。

引き続き、関係法令を遵守してい

く。

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか。

引き続き、適正な記録管理を行っ

ていく。

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか。

引き続き、適正な建物管理に努め

る。

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管
理は問題なかったか。

引き続き、清掃を実施していく。

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環
境配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか。

引き続き、節電、節水の呼びかけ

を行っていく。

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか。

コミュニティの備品台帳について

も整備を検討していく。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか。

アンケート方法について工夫し、

サービス向上に努める。

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか。

引き続き、接遇の向上を図る。

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か。

引き続き、関係団体との良好な関

係づくりを行う。

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

計画どおりの運営を心掛ける。

・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

今後も経費節減を図る。



⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 5
諸問題に対し、適切に対応してい

る。
5

良好な状態であり、小学校統合と

いう大きな変化もあったが、コ

ミュニティ推進委員会としての新

しい事業にも積極的に取り組んで

いる。

5

(1)自主事業 ①コミュニティの事業の計画と実行 8

地域イベントの継続に加え、地元

企業やスポーツクラブと連携し、

コミュニティの活性化を図った。

8

コミ祭、納涼祭、こどもの居場所

づくりのなどのイベントを積極的

に開催し、活性化を図っている。

8

②計画的な実行 8 計画通りの事業実施がされた 8 計画通りの事業が実施された。 8

(2)経理 ①会計書類の適正処理 8 書類は適正に管理されている。 8 書類は適正に管理されている 8

合計 82 82

⒉　総合評価 合計点 82 評価 Ｂ

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

１

　

共

通

評

価

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供で
きる状況であったか。

引き続き、安定した運営を行って

いく。

・緊急避難マニュアルの整備やコミュニティ事業の実施など、様々な面で地域のコミュニティの中核施設として機能し、地域の親睦や活性化に高く貢献している。また、コミュニティ組織として、学校や地域

と連携し、各種行事の企画運営を行っているため、引き続き、良好な関係を維持し、地域の活性化、交流の円滑化に資する施設として、適正な運営に努めてほしい。

・地区センターの運営に関する施設管理や会計書類等も適正に行われており、適切な管理運営がなされている。

・救急救命講習を毎年実施するなど、有事の際の訓練も活発に行われている。また、令和２年度末に「避難所運営マニュアル」を策定した後も、避難所運営訓練の準備を進めるなど、より実効性の高い災害

対応について一丸となり取り組んでいる。

２

　

個

別

評

価

指定管理者が企画した事業によって、コミュニティの活性化や親睦に資す
ることができたか

引き続き、コミュニティの活性化

を図る。

指定管理者の定めた事業計画通りの運営がスムーズにできたか
引き続き、事業計画に沿っての運

営に努めていく。

収支に係る関係書類は適正に整えられているか、また費目等が適正であ
り、監査体制が整っているか

引き続き、適正な会計処理を行

う。



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 原地区コミュニティ推進委員会

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 4

緊急時マニュアル、緊急連絡網、

消防計画あり。年２回の防火避難

訓練（119通報訓練、避難訓練、

放水消火訓練など）を実施してい

る。

4

消防計画の策定や連絡網等マニュ

アルが構築されている。また、施

設全体で防火訓練を年２回実施し

ている。

4

②指定管理者が業務で知り得た個人情報の適
切な取扱い

4

職員に誓約書を書いてもらってい

る。個人情報保護法を理解し、個

人情報の収集、管理に注意を払う

ようにしている。

4

事務室への関係者以外の立ち入り

を禁止するとともに、個人情報の

取り扱いについて周知徹底を図っ

ている。

4

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 4
消防法等の年次、日常点検を遵守

している。
4

施設管理に係る関係法令や、指定

管理の協定内容を遵守するととも

に、法定点検等を適切に行ってい

る。

4

②記録管理及び報告・連絡・相談 4

設備トラブルや発生した問題は速

やかに担当課に報告し、職員同士

の情報共有も実施している。月次

報告、年度報告、決算報告書を提

出している。

4

指定管理者の職員間での情報共有

が行われている。また、担当課と

報告・連絡・相談を密に実施して

おり、報告書等の作成も適切だっ

た。

4

③建物保守管理・修繕等 5

自主点検・業者保守点検を実施し

ている。また、ホールの照明修理

の交換をはじめ、可能な修繕等は

積極的に実施した。災害時後、建

物など巡回点検も実施している。

4

自主点検・保守事業者点検を実施

し、異常箇所の市への連絡も速や

かである。また、可能な修繕や消

耗品交換は、自ら実施している。

4

④清掃及び衛生管理 5

年６回の業者による隔月館内清

掃、週１回の業者によるトイレの

清掃を実施している。施設利用後

の片付けは丁寧に実施するよう周

知している。

5

日常業務の中で清掃・衛生管理を

行っている。また、指定管理者及

び関係団体で、外構の美化活動を

行っている。施設内は清潔に保た

れており、評価できる。

5

⑤備品等の購入・管理 3

電波法の改正に伴い、マイク交換

を行った。備品は整理し、台帳で

適正に管理している。

3

備品の管理は適切に行われてい

る。備品は丁寧に使用しており、

施設全体の長寿命化にも努めてい

る。

3

⑥環境への配慮 4

エアコン運転は環境マネジメント

システムに基づき、室温目安を掲

示し、節電を啓蒙している。今

後、照明器具をLEDに更新する必

要がある。

4
室温管理や照明の節電など省エネ

に取り組んでいる。
4

①利用者アンケートの実施（必須） 4

令和8年1月25日に利用者団体会議

を実施するとともに、利用者にア

ンケートを行い、実施結果を分析

し是正に努めている。

4
アンケートで寄せられた意見をも

とに改善に努めている。
4

施設名 沼津市原地区センター
担当課名 地域自治課

連絡先 055-934-4716

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和８年６月16日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか。
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか。

緊急事態への対応の体制が構築さ

れている。今後は、必要に応じて

マニュアル等を更新する。

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか。

適切に個人情報保護が図られてい

る。引き続き、職員への個人情報

保護制度の周知徹底を図る。

⑵日常管理

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか。

施設管理に係る法令を遵守してい

る。引き続き、法令等を確認し、

点検、検査等を適切に行う。

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか。

職員間での情報共有は適切に行わ

れている。引き続き、関係者間で

の情報共有を図る。

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか。

建物の保守管理は適切である。今

後も市と連携しながら日常的な施

設の点検や可能な修繕等を積極的

に実施されたい。

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管
理は問題なかったか。

清掃及び衛生管理は、適切に行わ

れている。他の地区センターに比

べ施設規模が大きいが、利用団体

の協力も得ながら美化に努める。

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環
境配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか。

環境への配慮がされている。引き

続き、省エネの取り組みを継続

し、利用者への啓発や機器の更新

を図る。

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか。

備品の適正管理に努めている。引

き続き、施設及び備品の丁寧な使

用を継続する。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか。

利用者アンケートを実施してい

る。アンケート結果を施設全体で

共有・分析し、運営改善に努め

る。



②施設利用者への対応 4 適切に実施している。 4
利用者への利便性向上に向け、改

善を図っている。
4

③関係団体・地域との連絡調整 4

毎月第一火曜日、施設関係者によ

る会議を開催し、行事日程や連

絡、報告を行い、情報共有してい

る。

4

定期的に、指定管理者（コミュニ

ティ構成団体）の会議や、施設関

係者会議を開催し、連携を図って

いる。コミュニティの会議等に

は、地区センター事務長も出席

し、連携を図っている。

4

①収支計画に基づく執行状況 4
概ね、当初の収支計画どおりの執

行を行った。
4

当初の収支計画に沿って適切に執

行されている。
4

②適正管理・収支改善の努力 4

帳簿、証憑書類等の会計書類を整

理した。

購入物品は最低限にし、軽微な修

繕等を実施するなど、経費の節減

に努めた。

4

適正な会計処理がなされている。

また、簡便な修繕を自ら実施する

等、経費節減を図っている。

4

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 4

組織を構成する各団体間で、月１

回の会合を開催し、情報共有を

行っている。

また、会計処理についても、適

宜、会合で会計状況を報告してい

る。

4

定期的な会合により、指定管理者

（コミュニティ）内で事業の実施

状況や会計状況が共有されてお

り、安定的に運営されている。

4

⑴自主事業 ①コミュニティの事業の計画と実行 9

コミュニティ紙「ふるさと」で情

報提供している。地区センター入

り口に当日利用予定表を掲示し、

利用者にわかりやすく案内をして

いる。

8

指定管理者（コミュニティ構成団

体）が協力し、定期的な会合や、

地域活性化イベントを開催してい

る。令和７年度はコミュニティが

30周年を迎えたことから、複数の

イベント開催を行っていた。

8

②計画的な実行 9
職員５人をローテーション配置

し、適切に対応している。
8

概ね事業計画どおりに運営されて

いる。選挙などの突発的なイベン

トについても臨機応変に対応し、

スムーズな運営に努めている。

8

⑵経理 ①会計書類の適正処理 9

収支関係書類を整理し、適切な会

計処理に努めた。また、監査によ

るチェックを行った。

8

適正な会計処理がなされている。

収支関係書類は整理されており、

コミュニティ内で監査を実施して

いる。

8

合計 84 80

⒉　総合評価 合計点 80 評価 Ｂ

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

１

　

共

通

評

価

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供で
きる状況であったか。

指定管理者による継続的・安定的

なサービスが提供されている。引

き続き、関係者間で情報共有し、

安定的な組織運営に努めていく。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか。

今後も、接遇向上に向けた取り組

みを行っていく。

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か。

連絡調整が図られている。

今後も定期的に各種会合を開き、

関係団体と連絡を密に取ってい

く。

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

収支は当初計画に沿ったものであ

る。引き続き、予算に基づいた適

切な執行に努める。

・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

会計処理は適切に行われている。

引き続き、会計管理を徹底し、経

費節減に努める。

・衛生管理や安全管理を徹底するとともに、軽微な修繕や周辺の清掃作業、利用者からの意見への迅速な対応など、適切な管理運営がされており、評価できる。

・コミュニティ組織運営についても、ウェブサイトやコミ紙を通した情報発信等により地域の親睦や活性化に貢献するとともに、地域の特性を活かしたまちづくりが実行されている。

・西部地区の拠点施設でもあるため、市からの個別の案件についても迅速に対応された。

・他の地区センターに比べ、管理に関わる業務の幅も多いが、引き続き複合施設間での連携も密にしながら、高い稼働率を維持して地区住民に親しまれる地区センター運営をされたい。

２

　

個

別

評

価

指定管理者が企画した事業によって、コミュニティの活性化や親睦に資す
ることができたか

指定管理者の事業により地域活性

化が図られている。今後も地区セ

ンターを活用し、地域住民の交流

を深め、コミュニティの活性化に

努める。

指定管理者の定めた事業計画通りの運営がスムーズにできたか

事業計画どおりの運営を行ってい

る。引き続き、関係者間で情報を

共有し、適切な運営に努めてい

く。

収支に係る関係書類は適正に整えられているか、また費目等が適正であ
り、監査体制が整っているか

関係書類は適正に整えられてい

る。引き続き、適正な会計処理に

努めるとともに、監査体制を継続

していく。



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 第四地区コミュニティ推進委員会

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 4

防災訓練は南消防署と合同で実施

している。また、火災避難訓練

は、南消防署におねがいして、通

報・避難・消火訓練を実施してい

る。

4

南消防署と連携した訓練が実施さ

れている。今後も継続して連携し

て有事に備えて欲しい。

4

②指定管理者が業務で知り得た個人情報の適
切な取扱い

4

関係者以外の立ち入りを制限して

いる。いらなくなった個人情報

は、シュレッターで破棄するな

ど、適正に管理している。

4

事務局長より事務員へ徹底指導を

行っており、適正な管理が行われ

ていると判断できる。

4

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 4
点検、検査など適切に実施してい

る。
4

適正に実施されていると判断でき

る。
4

②記録管理及び報告・連絡・相談 4

毎日日誌をつけ、情報伝達を的確

に行っている。また、グループ

lineにより共用すべき問題も適切

に実施している。

4

職員同士の連携がきちんとできて

おり、担当課との「ホウ・レン・

ソウ」も徹底されている。

4

③建物保守管理・修繕等 4

建物の保守管理に努めている。可

能な修繕は自ら行っており、適宜

対応している。

4

細かな修繕は、指定管理者が自主

的に実施しており、異常があった

際は速やかに担当課へと報告を

行っている。

4

④清掃及び衛生管理 4

職員が適宜清掃を行っている。利

用者へのごみの指導等も徹底して

いる。

4 清潔な状態が保たれている。 4

⑤備品等の購入・管理 4

適正な管理に努めている。また、

大事に使用するよう心掛けてい

る。

4

備品の管理は適切に行われてお

り、良い状態を保てるよう努力し

ている。

4

⑥環境への配慮 4

利用者にも省エネを呼びかけてい

る。また、古紙の裏面を使用する

など、環境配慮に努めている。

4

センターとして、継続しての環境

配慮の取り組み（古紙の裏面利

用・節電の呼びかけ等）に努めて

いる。

4

①利用者アンケートの実施（必須） 4

アンケートボックスの設置ととも

に利用報告書にもアンケート欄を

作り対応している。

4
アンケート欄を作成し、積極的な

意見収集を実施している。
4

②施設利用者への対応 4
適宜対応し今のところクレーム等

発生していない。
4

クレーム等が発生しない親切な対

応を実施している。
4

③関係団体・地域との連絡調整 4
関係団体及び地域住民の拠点施設

となるよう努めている。
4

関係団体、地域等との連携が取れ

ており、関係は良好である。
4

①収支計画に基づく執行状況 4
収支計画に基づき適正に執行して

いる。
4

適正な執行ができていると判断で

きる。
4

施設名 沼津市第四地区センター
担当課名 地域自治課

連絡先 055-934-4716

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和８年７月２日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか。
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか。

緊急時の対応が的確にできるよう

管理していく。

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか。

引き続き、個人情報を適正に管理

していく。

⑵日常管理

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか。

引き続き、関係法令を遵守し、適

切に管理していく。

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか。

引き続き、適正な記録管理を行っ

ていく。

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか。

引き続き、適正な建物管理に努め

ていく。

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管
理は問題なかったか。

良い状態を保てるよう、継続して

衛生管理を行っていく。

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環
境配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか。

張り紙による注意喚起を行うな

ど、事務員、利用者への継続的な

働きかけを行っていく。

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか。

引き続き、適正な管理を行ってい

く。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか。

引き続き、ニーズ把握に努めてい

く

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか。

引き続き、接遇の向上を図ってい

く。

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か。

引き続き、関係団体との良好な関

係づくりを行っていく。

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

計画に沿った運営に努めていく。



②適正管理・収支改善の努力 4
経費の節減や的確な収支執行に努

めている。
4 経費の節減に努めている。 4

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 4

地域組織に充分な連絡をとり、連

携を深め、継続的なサービスを提

供している。

4
継続的・安定的にサービスを提供

していると評価できる。
4

(1)自主事業 ①コミュニティの事業の計画と実行 9
地域性を活かした様々なイベント

を実施している。
9

地域団体と連携し、各種イベント

を実施している。
9

②計画的な実行 9 予定通り実施している。 8 計画的に問題なく運営されている。 8

(2)経理 ①会計書類の適正処理 9

収支書類については、特に注意を

払って管理している。また、適正

な会計監査を行っている。

8 適正に収支書類が整えられている。 8

合計 83 81

⒉　総合評価 合計点 81 評価 Ｂ

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

１

　

共

通

評

価

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供で
きる状況であったか。

引き続き、安定的にサービスの提

供を行っていく。

⑷収支
・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

今後も経費節減に努めていく。

・日常的な施設管理やリスク管理など、継続的・安定的な地区センター運営ができる体制が確立されている。

・駐車場が少なく、センターが４階に位置するため、地域外の利用者の確保が難しい一方、地域活動の中核施設として、地域住民・関係団体との関係もよい。引き続き、関係団体との連携に努めるととも

に、適切な施設管理運営を行ってほしい。

・開館から20年以上が経過していることもあり、経年により劣化等で修繕が必要なところがないか確認するとともに、引き続き軽微な修繕等、自発的な取組みにも期待する。

・消防と連携しての防災訓練（北消防署への連絡訓練、避難誘導、消火訓練等）は利用者の安全確保のため、引き続き実施してほしい。

２

　

個

別

評

価

指定管理者が企画した事業によって、コミュニティの活性化や親睦に資す
ることができたか

継続してコミュニティの活性化に

資する事業を行っていく。

指定管理者の定めた事業計画通りの運営がスムーズにできたか
引き続き、事業計画に基づく運営

を行っていく。

収支に係る関係書類は適正に整えられているか、また費目等が適正であ
り、監査体制が整っているか

引き続き、適正な会計処理を行っ

ていく。



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 静浦コミュニティ推進委員会

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 4
緊急連絡網、体制図を作成し、随

時更新している。
4

地区の中心的な避難地としての機

能も有し、有事の際のマニュアル

等が設けられている。風水害時の

避難所マニュアルは、分かりやす

い場所に保管されている。

4

②指定管理者が業務で知り得た個人情報の適
切な取扱い

4
関係者以外事務室入室禁止の張り

紙をするなど配慮している。
4

関係者以外事務室入室禁止、個人

情報は鍵のかかるところに保管な

ど、適切な対応がとられている。

4

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 4
法定点検が適切に行われ、不備も

ない状況となっている。
4

適切な法定点検、設備の維持がな

されている。
4

②記録管理及び報告・連絡・相談 4
当番同士の伝達を確実に行うとと

もに、毎月報告を行っている。
4

適切に伝達し、備品は市のものと

コミュのものを台帳・シールで区

分し、適切に管理している。

4

③建物保守管理・修繕等 4
建物保守管理を適切に行い、自前

で可能な範囲の修繕を行った。
4

安全確認や、備品の修理など可能

な範囲での自己修繕を実施し、設

備を適切に管理している。

4

④清掃及び衛生管理 4 自主的な清掃を行っている。 4

施設内はもちろん、草刈り等、セ

ンター周辺の環境美化にも努めて

いる。

4

⑤備品等の購入・管理 4 備品台帳を整備している。 4

備品台帳を適切に整備しており、

再点検・内容修正もなされてい

る。

4

⑥環境への配慮 4

エアコンの設定温度の注意喚起を

リモコンに貼るなど、環境に配慮

している。

4

エアコンの設定温度の注意喚起を

リモコンに貼るなど、環境に配慮

している。

4

①利用者アンケートの実施（必須） 4 利用者にアンケートを実施した。 4

利用団体へのアンケートのほか、

図書室利用者等も意見投稿できる

体制を取っている。

4

②施設利用者への対応 4 丁寧な対応を心掛けている。 4

数年前は市民の声での接遇に指摘

事項があったが、改善策を講じ、

サービス向上に努めている。

4

③関係団体・地域との連絡調整 4 良好な関係にある。 4
地域コミの拠点として機能してい

る。
4

①収支計画に基づく執行状況 4
当初の予定に沿った収支状況で

あった。
4 予定に沿って運営されている。 4

②適正管理・収支改善の努力 4
設定温度の注意喚起をリモコンに

貼るなど、節電に努めている。
4

設定温度の注意喚起をリモコンに

貼るなど、経費の削減に工夫が見

られる。

4

施設名 沼津市静浦地区センター
担当課名 地域自治課

連絡先 055-934-4716

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和８年６月25日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか。
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか。

引き続き、緊急時の体制を整備し

ていく。

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか。

引き続き、個人情報の取り扱いに

配慮する。

⑵日常管理

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか。

引き続き、関係法令を遵守してい

く。

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか。

引き続き、適正な記録・管理・報

告を行っていく。

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか。

引き続き、適正な建物管理に努め

る。

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管
理は問題なかったか。

引き続き、施設の環境美化に努め

ていく。

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環
境配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか。

引き続き、環境配慮を実施してい

く。

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか。

引き続き、適正な備品管理を行

う。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか。

引き続きアンケートを実施し、

サービス向上に努める。

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか。

引き続き、施設利用者への接遇を

適切に行う。

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か。

引き続き、関係団体との良好な関

係づくりを行う。

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

今後も予定に沿った運営に努め

る。

・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

今後も経費節減を図る。



⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 4 安定的に運営を行っている。 4
例年、安定した運営がなされてい

る。
4

(1)自主事業 ①コミュニティの事業の計画と実行 7
静浦ふれあい祭等、各種行事を概

ね予定どおり実施できた。
7

静浦ふれあい祭等の開催により、

コミュニティの活性化に努めた。
7

②計画的な実行 6
事業計画どおりの運営がスムーズ

にできた。
6

事業計画に沿って積極的に実施し

た。
6

(2)経理 ①会計書類の適正処理 7 帳簿等の監査を実施している。 7

地区センター運営に係る会計とコ

ミの会計とを区別し、分かりやす

く管理している。

7

合計 76 76

⒉　総合評価 合計点 76 評価 Ｂ

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

１

　

共

通

評

価

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供で
きる状況であったか。

引き続き安定した運営を行ってい

く。

・指定管理者が行うべき所定の業務については仕様書に基づき、概ね良好な施設運営ができている。

・地区センター運営に係る会計とコミュニティの会計とを区別して分かりやすく管理されており、他の地区センターの模範となる管理状況である。

・静浦ふれあい祭を地区センターを利用し、開催するなどのコミュニティ行事を開催し、地域コミュニティの活性化に寄与した。

・今後も引き続き、より良い地区センターの管理運営に努めてもらいたい。

２

　

個

別

評

価

指定管理者が企画した事業によって、コミュニティの活性化や親睦に資す
ることができたか

引き続き、コミュニティの活性化

等を継続していく。

指定管理者の定めた事業計画通りの運営がスムーズにできたか
引き続き、事業計画に沿っての運

営に努める。

収支に係る関係書類は適正に整えられているか、また費目等が適正であ
り、監査体制が整っているか

引き続き、適正な会計処理を行

う。



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 金岡コミュニティ推進委員会

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 4

利用者参加型の防災訓練を実施

し、災害時の連絡網を整備してい

る。

4

連絡網等による体制の整備、避難

訓練も行っており、有事の際、適

格な対応が取れる状態にあると判

断できる。

4

②指定管理者が業務で知り得た個人情報の適
切な取扱い

4 個人情報の管理徹底をしている。 4

鍵付きのキャビネットで保管する

等、適正な管理が行われていると

判断ができる。

4

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 4
コンプライアンスを徹底し、点検

等を適切に実施している。
4

適切に実施されていると判断でき

る。
4

②記録管理及び報告・連絡・相談 5

担当課とは常に連絡をとってお

り、会計簿について適切に管理し

ている。

5
事務の引継ぎ、担当課との連絡は

徹底されている。
5

③建物保守管理・修繕等 4
市の承諾を得て一部施設・備品等

の修繕を自ら実施した。
5

可能な修繕は自主的に取り組んで

いる。
5

④清掃及び衛生管理 5

夏期の草取りやコミュニティの役

員等による年末の大掃除を実施し

ている。

5

定期清掃の他、草木の清掃を実施

おり、衛生管理に努めていると判

断できる。

5

⑤備品等の購入・管理 4
備品台帳を作成し、適切に管理し

ている。
4

備品台帳等により適切に管理され

ている。
4

⑥環境への配慮 4

環境マネジメントシステムに基づ

き節電や裏紙を積極的に使用する

などを心掛けている。

4

こまめな消灯や空調の温度管理

等、環境に配慮していると判断で

きる。

4

①利用者アンケートの実施（必須） 4
アンケートボックスを設置してよ

り一層の向上に努めている。
4

利用者の意見を収集し、サービス

向上に努めている。
4

②施設利用者への対応 4

接遇研修を実施する等、相手の立

場に立っての配慮を心掛けてい

る。

4
毎年、接遇研修を実施しており、

接遇向上に取り組んでいる。
4

③関係団体・地域との連絡調整 5
行事を通して地域との関わりも深

まり関係も良好である。
5 関係団体との関係は良好である。 5

①収支計画に基づく執行状況 4
収支計画に基づき適正に執行して

いる。
4

収支計画に基づき適正な執行がで

きていると判断できる。
4

②適正管理・収支改善の努力 4
省エネ、節水等により経費の節減

に努めている。
4 経費の削減等に努めている。 4

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 4
地区センターの利用向上が計れる

ように常に心掛けている。
4

指定管理者として適切にサービス

を提供している。
4

(1)自主事業 ①コミュニティの事業の計画と実行 8
地域のことを考え前向きに対応し

ている。
8

コミュニティ祭り等さまざまな地

域の活動が行っている。
8

施設名 沼津市金岡地区センター
担当課名 地域自治課

連絡先 055-934-4716

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和８年６月17日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか。
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか。

引き続き、体制を整備し、定期的

な訓練を実施していく。

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか。

引き続き、個人情報を適正に管理

していく。

⑵日常管理

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか。

引き続き、コンプライアンスの徹

底をしていく。

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか。

引き続き、適正な情報共有を図っ

ていく。

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか。

引き続き、適正な建物管理に努め

ていく。

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管理
は問題なかったか。

引き続き、清掃・美化活動を実施

していく。

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供で
きる状況であったか。

今後の安定した運営に努める。

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環境
配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか。

引き続き、環境への配慮を実施し

ていく。

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか。

引き続き、適正な備品管理を行っ

ていく。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか。

引き続き、アンケートを実施し、

サービスの向上に努める。

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか。

引き続き、接遇の向上に努める。

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か。

引き続き、関係団体との良好な関

係づくりを行う。

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

今後も計画に沿った運営に努め

る。

・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

今後の経費の削減を図る。

２

　

個

別

評

価

指定管理者が企画した事業によって、コミュニティの活性化や親睦に資す
ることができたか

引き続き、コミュニティの活性化

を図る。



②計画的な実行 8 計画通りに進めている。 8
計画どおりに進められていると判

断できる。
8

(2)経理 ①会計書類の適正処理 8
監査体制が整っており適正に行わ

れている。
8 適正に行われている。 8

合計 83 84

⒉　総合評価 合計点 84 評価 Ｂ

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

・コミュニティとの関係も良好であり、施設利用者が多い中で丁寧な窓口対応が実施されている。

・施設管理についても指定管理者による積極的な施設の清掃や軽微な修繕も行っている。また、備品の破損等、状況に変化があった場合には随時、担当課へ報告を行っている。

・利用者アンケート結果を踏まえ、引き続き、施設の利用改善に努めてください。

２

　

個

別

評

価

指定管理者の定めた事業計画通りの運営がスムーズにできたか
引き続き、事業計画に沿っての運

営に努める。

収支に係る関係書類は適正に整えられているか、また費目等が適正であ
り、監査体制が整っているか

引き続き、適正な会計処理を行

う。



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 第五地区ｺﾐｭﾆﾃｨ推進委員会

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 5

消防計画を策定しており、防火管

理者を選任している。防火マニュ

アル及び緊急連絡網作成してい

る。職員による防災訓練を実施し

ている。

5

緊急時マニュアル、連絡網が整備

されている。年に２回以上避難訓

練を実施している。

5

②指定管理者が業務で知り得た個人情報の適
切な取扱い

4

個人情報関連書類は鍵のかかるデ

スクで管理している。個人情報の

取扱いについて日常業務の中で職

員に指導している。

4

書類は鍵のかかるデスクで管理

し、PCにはセキュリティソフトを

導入し、情報の適切な管理に努め

ている。

4

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 4

地区センター管理責任者による監

視体制のもと法令遵守で臨んでい

る。施設に関する全ての法定点検

を実施している。

4
所定の業務、点検等について適切

に実施されている。
4

②記録管理及び報告・連絡・相談 4

日報・月報を完備し、市からの提

出要請に備えている。申し送り

ノート及び事務員会議にて情報の

共有化を行っている。備品台帳及

び各種点検簿を適切に整備してい

る。専任の会計責任者による公正

な会計処理を行っている。

4

各記録簿は適切に作成・管理され

ている。業務日誌と別に詳細な申

し送りノートを作成し、業務の引

継ぎを行っている。

4

③建物保守管理・修繕等 4

点検チェック表にて毎日安全点検

を実施している。施設並びに設備

品の不具合は可能な範囲で対応

し、それ以外は市に速やかに報告

した。

4

不具合の発生時には市への報告が

適切に行われ、現場においても、

利用者への周知を行い、安全確保

を徹底している。市と相談をしな

がら、自主修繕が可能なものにつ

いては対応している。

4

④清掃及び衛生管理 5

業者の定期清掃の他に職員による

清掃実施している。利用者へ利用

後の清掃並びにゴミの持ち帰りを

協力してもらっている。コミュニ

ティ有志による緑地帯の美化管理

を実施している。

4

業者による定期清掃のほか、職員

巡回による清掃が実施されてい

る。利用団体に対する、使用後の

清掃の声掛けを徹底しており、利

用者の衛生に対する意識を高める

よう努めている。

4

⑤備品等の購入・管理 5

備品台帳・使用マニュアルを完備

し、利用前に利用者へ利用方法の

説明を実施している。備品の定期

点検を実施している。

5
備品管理簿が作成されており、適

切に管理が行われている。
5

⑥環境への配慮 5

利用者へ声掛けを行い、省エネへ

の協力を啓発した。利用中でない

部屋の省エネに努めた。

5

利用者への声掛け、職員巡回によ

り不要な電気の使用を抑えてい

る。

5

引き続き、適正な備品管理を行

う。

利用者等に対しても継続的に節電

等の周知を行っていく。

施設名 沼津市第五地区センター
担当課名 地域自治課

連絡先 055-934-4716

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和８年６月25日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環
境配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか。

⑵日常管理

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか。

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか。

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか。

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管
理は問題なかったか。

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか。

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか。
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか。

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか。

引き続き、緊急時の体制を整備し

ていく。

コミュニティ役員の事務室への入

室は止むを得ないが、個人情報は

適切に管理する。

引き続き、関係法令を遵守してい

く。

引き続き、適正な記録管理を行っ

ていく。

引き続き、適正な建物管理に努め

る。

引き続き、清掃を行う。



①利用者アンケートの実施（必須） 5

10月に利用団体を対象にアンケー

トを実施した。目安箱を設置し、

利用者意見の精査と改善に取組ん

でいる。

4

利用団体向けアンケートを年１回

実施し、意見を提出した利用者と

面談をしている。意見箱を設置

し、利用者の意見を随時、施設運

営に反映している。

4

②施設利用者への対応 5

地区センター貸出要領、第五地区

センター貸出運用マニュアルに基

づき、利用者へ適切に対応してい

る。クレーム事案等は都度市に報

告している。

5

特定の職員にやや負担が集中して

いる様子もあるが、月１度事務会

議を実施することで、利用者の情

報共有化するよう努めている。

5

③関係団体・地域との連絡調整 4

地区社協や学校等の関係団体と連

絡調整を行い、事業を実施した。

諸団体のセンター利用に関して、

調整を行った。

4

ｺﾐｭﾆﾃｨ各団体、社協、警察、学校

等と連携し、各種コミュニティ事

業を推進している。

4

①収支計画に基づく執行状況 5

当初予算に従い予算額内で執行し

た。地区センター会計、コミュニ

ティ会計を別の担当者が担当する

ことにより、公正な会計処理を

行った。

5
概ね予算どおりに事業執行されて

いる。
5

②適正管理・収支改善の努力 5

意識的に経費節減に努めるととも

に、適切な範囲で備品等を購入し

た。

5
消耗品について、無駄なく節約を

行っている。
5

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 4

コミュニティ役員会で構成するセ

ンター運営委員会を設置し、日常

的に業務の改善等健全なセンター

運営に努めた。

4

定期的な委員会の開催により、適

切な地区センター運営に努めてい

る。

4

(1)自主事業 ①コミュニティの事業の計画と実行 6

年３～４回のコミュニティ誌の発

行、各種団体と連携した行事、事

業の実施により地域コミュニティ

振興に努めた。

7

地区センターを拠点とし、各種団

体と連携し、事業を推進してい

る。

7

②計画的な実行 6 予定通りに実施した。 6 予定通り実施できている。 6

(2)経理 ①会計書類の適正処理 5
関係書類を整理・整頓して保管し

ている。
5 良好な状態である。 5

合計 81 80

⒉　総合評価 合計点 80 評価 Ｂ

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

今後も経費節減を図る。

引き続き、安定した運営に努めて

いく。

引き続き、コミュニティの活性化

を図る。

引き続き、事業計画に沿っての運

営に努める。

引き続き、適正な会計処理を行

う。

引き続きアンケートを実施、サー

ビス向上に努めてほしい。

接遇に関する職員のレベルの均一

化を図り、サービスの安定的な提

供に努めてほしい。

引き続き、関係団体との良好な関

係づくりを行う。

指定管理者の定めた事業計画通りの運営がスムーズにできたか

収支に係る関係書類は適正に整えられているか、また費目等が適正であ
り、監査体制が整っているか

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか。

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか。

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か。

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

月に１度コミュニティ会長、地区センター長、事務員による事務会議を開催し、業務内容の確認・情報共有に取り組んでおり、適正な施設の運営管理、規律ある組織運営がなされている。また、業務上１名

での勤務となる特性上、申し送りノートの作成に力を入れており、クレーム対応情報等について適切に共有されている。コミュニティ組織としては、学校や地域自治会組織と連携し各種行事の企画運営を

行っており、地域の親睦や活性化に貢献している。収支に関して定期的な複数人でのチェックを実施することにより、適正な収支管理がなされている。今後も継続していただきたい。			

今後も計画に沿った運営に努め

る。定期的な歳入歳出の確認を複

数人で実施すること。

・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供で
きる状況であったか。

２

　

個

別

評

価

指定管理者が企画した事業によって、コミュニティの活性化や親睦
に資することができたか

１

　

共

通

評

価



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 片浜地区コミュニティ推進委員会

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 5
緊急事態訓練・は毎月確認し、半

期に一回訓練をしている
4

緊急時に適切な対応が可能な状態

にあると判断できる。
4

②指定管理者が業務で知り得た個人情報の適
切な取扱い

4
事務職員と役員には徹底できてい

る。
4

事務長より事務員へ指導を行って

おり、適切な管理が行われてい

る。

4

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 4
法令を守るよう事務員会議で徹底

できている。
4 適正に実施されている。 4

②記録管理及び報告・連絡・相談 5

毎日の事務員記録・引継ぎで実

施、毎月の事務員会議で検討して

いる。利用者さんの、問い合わせ

など不明なことは、即答せず、事

務員会議で検討してから、後日回

答するようにしている。

5

情報の共有化が図られており、

「ホウ・レン・ソウ」も徹底され

ている。

5

③建物保守管理・修繕等 5
毎日の業務開始の時点で、点検し

ている。
5

細かい修繕などは自主的に取り組

んでいる。
5

④清掃及び衛生管理 5
定期清掃以外に事務員が、毎日、

ロビー、トイレを清掃している。
5 清潔な状態が保たれている。 5

⑤備品等の購入・管理 5
センター費用での備品は独自に購

入、管理ができている。
4 備品管理は適切に行われている。 4

⑥環境への配慮 3

猛暑の中では、エアコンの温度を

２８度に要請しているが、利用者

さんが、勝手に温度を下げる場合

があるが省エネ・節電を呼びかけ

ている。

4
利用者に対して省エネ・節電を呼

び掛けている。
4

①利用者アンケートの実施（必須） 5

アンケート、要望事項、箱を置

き、自由に要望できるようにして

いる。

5
利用団体から意見を聞き、サービ

ス向上に努めている。
5

②施設利用者への対応 5

地区センター業務は「サービス業

である」を徹底し、利用者さんと

のコミュニケーションをとること

を徹底している。

5
事務局長が中心となり、事務員の

接遇向上に取り組んでいる。
5

③関係団体・地域との連絡調整 5

両団体との、意思疎通は、日常の

コミュニケーションにありを徹底

している。

5
多くの利用団体、地域と良好な関

係を築いている。
5

①収支計画に基づく執行状況 4

予算内で、執行できている。設備

の大きな費用については市に要請

している。

3
収支計画に基づき適正な執行がな

されている。
3

施設名 沼津市片浜地区センター
担当課名 地域自治課

連絡先 055-934-4716

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和 8年７月21日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか。
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか。

市民窓口との連携もできている。

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか。

引き続き、個人情報を適正に管理

していく。

⑵日常管理

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか。

引き続き、個人情報を適正に管理

していく。

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか。

引き続き、適正な情報共有を図っ

ていく。

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか。

引き続き、適正な建物管理に努め

ていく。

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管
理は問題なかったか。

施設利用者と連携した定期清掃を

継続していく。

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環
境配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか。

張り紙による注意喚起を行うな

ど、利用者への節電意識の向上を

図っていく。

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか。

適正な備品管理に努めていく。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか。

利用団体への直接的なアンケート

も実施し、ニーズの把握に努めて

いく。

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか。

引き続き、接遇の向上に取り組ん

でいく。

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か。

引き続き、関係団体との良好な関

係づくりを行う。

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

収支計画に沿った運営に努めてい

く。



②適正管理・収支改善の努力 4
無駄遣いはしないように、事務員

会議で意思疎通できている。
3

経費削減に努めるとともに、利用

者のサービス向上にも取り組んで

いる。

3

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 4
片浜コミュニティ毎月の定例会で

の双方の報告で確認できている。
4

継続的・安定的にサービスを提供

しようと評価できる。
4

(1)自主事業 ①コミュニティの事業の計画と実行 8

コミの事業はすべて７つの専門部

が主体的に実行運営し、よく実行

されている

8
地域との関係は良好で、コミュニ

ティ事業が実施できている
8

②計画的な実行 8
各専門部の事業計画は、着実に実

行、運営できている。
8 計画に問題なく運営されている。 8

(2)経理 ①会計書類の適正処理 7
コミのすべての会計は、会計担当

が管理、指導している。
7 問題なく、適正に行われている。 7

合計 86 83

⒉　総合評価 合計点 83 評価 Ｂ

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

１

　

共

通

評

価

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供
できる状況であったか。

引き続き、安定的にサービスの提

供を行っていく。

⑷収支
・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

的確な収支執行に努めていく。

・事務局長を中心に職員の情報共有、サービスの向上に向けた取り組みなどもなされており、全体として適正・円滑な運営ができている。

・利用者による敷地内清掃活動を行うなど、環境美化活動等に積極的に取り組んでいる。空調利用については、利用者の体調を考慮しながら、節電に努めてほしい。

・地域活動の中核施設として、接遇も丁寧で、地域団体との関係もよい。

・軽微な修繕や施設整備を自発的に行っているのは評価すべきと考えている。引き続き適切な管理運営を行ってほしい。

２

　

個

別

評

価

指定管理者が企画した事業によって、コミュニティの活性化や親睦に資す
ることができたか

地域ニーズを把握しながら、コ

ミュニティの活性化を図ってい

く。

指定管理者の定めた事業計画通りの運営がスムーズにできたか
引き続き、事業計画に沿って運営

を行っていく。

収支に係る関係書類は適正に整えられているか、また費目等が適正であ
り、監査体制が整っているか

引き続き、適正な会計処理を行っ

ていく。



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 第三地区コミュニティ推進委員会

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 4

緊急事態等の連絡時体制を職員に

徹底させている。また、津波避難

訓練時には、第三中学校と協力

し、スムーズに行動できた。

3

緊急時の連絡体制が事務室内の分

かりやすい位置に明示されてい

る。防災訓練も２度実施できてい

る。

4

②指定管理者が業務で知り得た個人情報の適
切な取扱い

4

個人情報の取り扱いについて、職

員に徹底し、不要なものはシュ

レッダーしている。事務室への関

係者以外の立ち入りを禁止してい

る。（掲示もしている。）

3

個人情報の取り扱いには注意を払

い、事務室への関係者以外の立ち

入りを禁止する呼びかけを徹底し

ている。

4

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 4
法令を遵守し、法定点検を実施し

ている。
3

法令を遵守し、点検・検査も確実

に行われている。
4

②記録管理及び報告・連絡・相談 4

日報、会計簿等を整備し、丁寧に

記載してる。職員には、センター

長及び市への「ホウ・レン・ソ

ウ」を徹底させている。

5

各種記録簿は適正に管理されてい

る。市への「ホウ・レン・ソウ」

も徹底されている。

4

③建物保守管理・修繕等 4
利用者の安全を第一に、保守点

検､管理を適切に行っている。
4

軽微な修繕は自ら積極的に実施し

ている。
4

④清掃及び衛生管理 5

利用者が気持ちよく利用できるよ

う、毎日清掃を実施している。建

物周辺の清掃や花壇の整備も自主

的に実施している｡

5

自ら毎日清掃を行い、利用者には

ごみの持ち帰りを徹底させてい

る。また、管理区域外である建物

周辺の美化にも取り組んでいる。

5

⑤備品等の購入・管理 4 適切・丁寧に使用管理している。 3
備品は丁寧に使用し、適切な管理

を行っている。
4

⑥環境への配慮 4

日頃から省エネを意識し、職員だ

けでなく利用者にも呼び掛けてい

る。

4

こまめな消灯や空調管理等、利用

者にも協力を依頼し、省エネに積

極的に取り組んでいる。

4

①利用者アンケートの実施（必須） 4

定期的にアンケートにより利用者

の声を聞きながら、サービスの向

上に努めている。

4
アンケートを実施し、サービスの

向上に努めている。
4

②施設利用者への対応 4

利用者への対応は常日頃から教育

を徹底するとともに、アンケート

で問題点があれば接遇を適切に行

うよう指導。

4

日頃から接遇教育を実施してい

る。トラブルが発生した際はすみ

やかに市に報告している。

4

③関係団体・地域との連絡調整 4

各種団体･学校関係等々との連絡

調整は良好に行われ、信頼関係が

深まっている｡

5

コミュニティ推進委員会を毎月開

催している。学校とは駐車場利用

等日頃から密に連絡調整を図って

いる。

5

施設名 沼津市第三地区センター
担当課名 地域自治課

連絡先 055-934-4716

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和８年６月28日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか。
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか。

引き続き、緊急時の体制を構築し

ていく。

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか。

改めて、個人情報の適正な管理に

ついて職員に周知徹底する。

⑵日常管理

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか。

引き続き、関係法令を遵守してい

く。

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか。

引き続き、適正な記録管理を行っ

ていく。

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか。

引き続き、適正な建物管理に努め

ていく。

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管
理は問題なかったか。

引き続き、施設内外の清掃を実施

し、美化・緑化にも取り組んでい

く。

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環
境配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか。

引き続き、環境配慮を実施してい

く。

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか。

引き続き、適正な備品管理を行

う。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか。

より地区センターの利用率向上を

図れるよう、アンケートの内容の

見直しを実施していく。

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか。

引き続き、接遇の向上を図る。

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か。

引き続き、関係団体との良好な関

係づくりを行う。



①収支計画に基づく執行状況 4

収支計画に沿って、予算執行が行

われた。コミュニティ推進委員会

の常任委員会を毎月実施し、都度

報告し改善を図る。

4
収支計画に基づき執行されてい

る。
4

②適正管理・収支改善の努力 5
会計簿は正確に記録され、管理体

制も適正である。
4

可能な限り省エネに努めるととも

に、軽微な修繕は自ら行ってい

る。

4

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 4

コミュニティ推進委員会を毎月開

催し、総合的に安定したｻｰﾋﾞｽの

提供を行える環境を整えている｡

4

コミュニティ推進委員会を毎月開

催しており、継続的・安定的に運

営されている。

4

(1)自主事業 ①コミュニティの事業の計画と実行 8

定期的なコミュニティ誌の発行に

取り組む等、コミュニティ活動の

活性化を図っている。

8

コミュニティ誌の発行や、文化祭

などの様々な地域行事が行われて

いる。

8

②計画的な実行 8 事業計画どおりの運営ができた｡ 7
事業計画どおりの運営がなされ

た。
8

(2)経理 ①会計書類の適正処理 8

年に一度総会を開催し監査体制も

常任委員会で報告し承認されてい

る。

8

収支に係る関係書類は適正に整え

られており、監査体制も整ってい

る。

8

合計 82 78

⒉　総合評価 合計点 82 評価 Ｂ

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

１

　

共

通

評

価

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供で
きる状況であったか。

今後も安定した運営に努める。

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

今後も計画に沿った運営に努め

る。

・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

今後も経費節減を図る。

・日常管理、継続的なサービスについて、安定した良好な管理運営がされている。窓口では、丁寧な接遇・挨拶により利用者が声をかけやすい雰囲気づくりができており、

　利用者とコミュニケーションをとることで、備品の不調等施設の改善点にすぐ気づき、適切に対応し、地区センターのよりよい管理や事業の活性化につながっている。

・業務日誌等を活用し、事務員間や市との間の報告・連絡・相談を適切に実施している。判断に迷う事例等は市に報告、相談しながら速やかに対応している。

・毎月、コミュニティ推進委員会を開催し、情報共有を図り、利用団体の声を取り入れることにより活発な利用に繋がっており、コミュニティの中心施設として、地域活性化に貢献している。

２

　

個

別

評

価

指定管理者が企画した事業によって、コミュニティの活性化や親睦に資す
ることができたか

引き続きコミュニティの活性化を

図る。

指定管理者の定めた事業計画通りの運営がスムーズにできたか
引き続き、事業計画に沿っての運

営に努める。

収支に係る関係書類は適正に整えられているか、また費目等が適正であ
り、監査体制が整っているか

引き続き、適正な会計処理を行

う。



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 愛鷹地区コミュニティ推進委員会

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 4

緊急連絡網を整備、年２回の避難

誘導訓練を実施。常に職員と役員

が連絡を取り合い、不在がないよ

う調整している。

4

緊急連絡体制が整備されている。

消防訓練を２回実施し、訓練通知

書を消防に提出している。また、

避難地指定されているが災害対応

も適切だった。

4

②指定管理者が業務で知り得た個人情報の適
切な取扱い

4

古書類はシュレッダーや溶解によ

り適正処理する等、関係書類の管

理は適切である。

4

個人情報の取り扱いに配慮してい

る。

文書溶解をしている点について評

価できる。

4

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 4
市の指導を得ながら、関係法令を

遵守している。
4

協定書どおりに業務が実施されて

いる。

法令順守に努め、市の実施する各

種の法定点検に協力している。

4

②記録管理及び報告・連絡・相談 4
会計帳簿は適正に管理され、日報

等で情報共有をしている。
5

業務日報等で職員間の情報共有が

されている。

会計帳簿は整理されており、高く

評価できる。

4

③建物保守管理・修繕等 4

軽微な修繕は自ら実施している。

（蛍光灯交換、水洗トイレ修繕

等）

4

施設の老朽化による不具合が多い

なか、日常的な点検及び可能な範

囲での修繕を自ら積極的に実施し

ている。

4

④清掃及び衛生管理 4

毎週日曜に各自治会持ち回りで清

掃を行い、７月と年末の２回、大

掃除も行っている。

5

指定管理者（コミュニティ構成団

体）により、定期的に清掃活動を

実施しており、高く評価できる。

5

⑤備品等の購入・管理 4

指定管理者が独自で備品を整備

し、利便性向上に努めている。

（令和７年度購入品はなし）

4

日常的な点検・管理が行われてい

る。

また、必要に応じて自ら備品を購

入しており、評価できる。

4

⑥環境への配慮 4

空調や照明のこまめな管理を利用

者にも呼び掛けるとともに、職員

自らも実践している。

4
省エネ・省資源に職員が率先して

取り組み、実践している。
4

①利用者アンケートの実施（必須） 4
利用者アンケートを実施した。

（12月に実施）
2

利用者アンケートを実施している

が、利用団体の積極的な回答が見

られないため、改善が必要

2

②施設利用者への対応 4

窓口対応・案内をはじめ、接遇は

丁寧に行うようよう心がけてい

る。

4 接遇に関する評価は良好である。 4

施設名 沼津市愛鷹地区センター
担当課名 地域自治課

連絡先 055-934-4716

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和８年６月24日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか。
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか。

緊急事態への対応の体制が整えら

れている。引き続き、緊急対応の

体制を維持する。

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか。

個人情報は適切に管理されてい

る。引き続き、個人情報保護、書

類管理等を徹底する。

⑵日常管理

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか。

施設管理に係る法令を遵守してい

る。引き続き、関連法令を遵守す

るとともに、点検業者への協力に

努める。

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか。

職員間での情報共有は適切に行わ

れている。引き続き、日報等を活

用し、関係者で情報共有を図る。

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか。

建物の保守管理は適切である。引

き続き、施設内の点検や軽微な不

具合の改修に努める。

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管理
は問題なかったか。

適切な衛生管理が行われている。

今後も利用者団体の協力を得なが

ら清潔の保持に努めていく。

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環境
配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか。

環境配慮に努めている。

引き続き、こまめな節電をはじ

め、省エネに努めていく。

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか。

備品は適正に管理されている。今

後、地区センターの更新に向け、

備品の整理を進める。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか。

利用者アンケートの回答数が少な

かったので、今後、利用団体への

提出を促すなど、改善を図る。

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか。

接遇は丁寧に行われている。

今後も接遇向上に向けた取り組み

を進めていく。



③関係団体・地域との連絡調整 4

定期的に地区センターで会合を開

催しており、関係団体と密に連携

している。

4

地区センター職員がコミュニティ

の会合に出席するなど、関係団体

との連絡調整が行われている。ま

た、各種行事・イベントは、利用

団体と地区センターが協力して開

催している。

4

①収支計画に基づく執行状況 4 会計処理は適切に行っている。 4
会計処理は適切に行われており、

収支状況の問題は認められない。
4

②適正管理・収支改善の努力 4

こまめな節電など省エネルギーの

取り組みや、適切な備品管理等に

より、経費節減に努めた。

5

領収書、納品書等を含め、会計簿

は整理整頓されている。支出処理

も適切に行われており、高く評価

できる。

5

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 4

定期的な会合の開催によりコミュ

ニティの推進を積極的に図ってい

る。

3

各部門が互いに連携しながらコ

ミュニティの活性化が図られて

る。一部、コミュニティを構成す

る団体の離脱があったが、事業の

見直しなど改善を図っている。

4

⑴自主事業 ①コミュニティの事業の計画と実行 7

各種行事が企画どおりにでき、館

内ロビーを活用した年間を通じて

「ちょこっと美術館」の実施をす

る等工夫した。

8

指定管理者（コミュニティ構成団

体）が協力し、定期的な会合や、

地域活性化イベントを開催してい

た。特に納涼祭やコミュニティま

つりには、多くの地域の子どもが

参加していた。

8

②計画的な実行 8

関係団体との定期的な会合・連絡

調整により、事業計画どおり事業

を実施できた。

8

ほぼ事業計画どおりに運営、実施

している。

新施設の建設工事が行われるな

か、臨機応変に対応し、イベント

等を実施していた。

8

⑵経理 ①会計書類の適正処理 8

会計帳簿は適切に管理され、決算

については毎年度３月に監査を受

けている。

8

会計帳簿は適切に管理されてい

る。

領収書、納品書等を含め、会計簿

は整理整頓されており、団体内で

監査を受けている。

8

合計 79 80

⒉　総合評価 合計点 80 評価 Ｂ

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

１

　

共

通

評

価

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供で
きる状況であったか。

事業報告・決算の状況からも、安

定した運営がされている。引き続

き、地区コミュニティの安定的な

運営に努める。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か。

利用団体との良好な関係が保たれ

ている。引き続き、コミュニティ

構成団体の会合等により、関係団

体と連携を図っていく。

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

概ね当初の収支計画どおりの収支

状況だった。引き続き、適切な会

計処理を行っていく。

・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

会計簿は適切に管理されている。

引き続き、適正な会計処理及び経

費節減に努める。

・衛生管理や安全管理を徹底するとともに、清掃作業をコミュニティ関係者で実施するなど、適切な管理運営がされており、評価できる。

・地域の関係団体との連携及びコミュニティの活動状況は良好と考えられる。引き続き、地域活性化に資する施設として地区センターの管理運営を行ってほしい。

・現在、新施設の建設を行っており、令和８年度内の供用開始を予定している。旧施設から新施設へのスムーズな移行に向け、準備を進めてもらいたい。

２

　

個

別

評

価

指定管理者が企画した事業によって、コミュニティの活性化や親睦に資す
ることができたか

地域住民の親睦が図られ、コミュ

ニティ活性化が推進された。今後

も各種事業を通じて地域活性化や

親睦に努めていく。

指定管理者の定めた事業計画通りの運営がスムーズにできたか

事業計画どおりの運営がされてい

る。今後は、施設の更新にあわせ

て対応する。

収支に係る関係書類は適正に整えられているか、また費目等が適正であ
り、監査体制が整っているか

関係書類は適正に整えられてい

る。引き続き、適正な会計処理に

努めるとともに、監査体制を継続

していく。



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 門池コミュニティ推進委員会

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 4

消防計画を策定し、有事の際でも

臨機応変に対応できるよう緊急連

絡網は電話とE-mailの体制を整

備。防災訓練は定期的に実施（10

月、12月）。

4

消防計画・連絡網等による体制の

整備、避難訓練も行っており、適

格な対応が取れる状態にあると判

断できる。

4

②指定管理者が業務で知り得た個人情報の適
切な取扱い

4

関係者以外の事務所への立入りは

禁止している。個人情報の取り扱

いに注意し、書類は鍵付き書庫に

保管している。

4

事務室への関係者以外の立ち入り

を禁止、書類を鍵付きキャビネッ

トに保管するなど適正な管理が行

われていると判断ができる。

4

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 4

コンプライアンスの徹底に努め、

市の実施する各種法定点検や検査

に協力をした。また、フロン排出

抑制法に基づく第一種特定製品の

簡易点検記録簿の記入を実施。

4
適切に実施されていると判断でき

る。
4

②記録管理及び報告・連絡・相談 4

日報や月報を確実につけ、市役所

から求められている月報及び各種

報告書は確実に提出した。備品台

帳、消防関連の点検簿、会計帳簿

を適正に管理した。備品の破損

等、状況に変化があった場合には

必ず、担当課へ報告を行った。

4
事務の引継ぎ、担当課との連絡は

漏れなく行われていた。
4

③建物保守管理・修繕等 4

建物や設備に修理が必要な場合、

市役所に連絡した。また、軽微な

修繕は指定管理者で実施した。

5
可能な修繕は自主的に取り組んで

いる。
5

④清掃及び衛生管理 4

利用者へのごみの持ち帰りが周知

されており、良好な環境が保たれ

ている。建物周辺の美化活動とし

て、利用団体とも年２回の清掃を

行った。

5

定期清掃の他、草木の清掃を実施

おり、衛生管理に努めていると判

断できる。

5

⑤備品等の購入・管理 4

誰が見ても分かりやすいよう備品

台帳を更新し、適切に管理を行っ

た。また、備品を大切に扱っても

らうよう施設利用者に対し必ず伝

えた。その他、独自で清掃点検で

きるものは実施している。

5

備品台帳を更新するなど、より良

い施設運営を心掛け、適切に管理

されている。

5

⑥環境への配慮 4

エアコンの室温目安表示をしてす

るなど、利用者へ無理のない範囲

でこまめに節電協力を呼びかけ

た。

4
空調の温度管理等、環境に配慮し

ていると判断できる。
4

施設名 沼津市門池地区センター
担当課名 地域自治課

連絡先 055-934-4716

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和８年６月14日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか。
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか。

引き続き、体制を整備し、定期的

な訓練を実施していく。

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか。

引き続き、個人情報を適正に管理

していく。

⑵日常管理

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか。

引き続き、コンプライアンスの徹

底をしていく。

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか。

引き続き、適正な情報共有を図っ

ていく。

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか。

引き続き、適正な建物管理に努め

ていく。

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管理
は問題なかったか。

引き続き、清掃・美化活動を実施

していく。

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環境
配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか。

引き続き、環境への配慮を実施し

ていく。

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか。

引き続き、適正な備品管理を行っ

ていく。



①利用者アンケートの実施（必須） 5

利用者アンケート実施し、市への

報告が必要なものは確実に行っ

た。

5
利用者の意見を収集し、サービス

向上に努めている。
5

②施設利用者への対応 4

利用者への対応は適切かつ迅速に

行うよう努めた。職員間でも情報

共有を徹底し、誰が対応しても冷

静かつ的確に応対できるよう心掛

けた。

4
接遇向上に取り組んでいると判断

できる。
4

③関係団体・地域との連絡調整 5

コミュニティ推進委員会の会合は

適切に開催し、関係団体との連絡

も適切に行った。

5 関係団体との関係は良好である。 5

①収支計画に基づく執行状況 4

会計担当者と監査担当者を配置

し、収支計画のもと適正な執行を

心掛けた。

4
収支計画に基づき適正な執行がで

きていると判断できる。
4

②適正管理・収支改善の努力 4
予算の範囲内での執行を心掛け

た。
4

特に問題なく予算内で運営ができ

ている。
4

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 5

コミュニティ推進委員会及び管理

運営委員会の会合を定期的に開催

したほか、担当者会議を２か月に

１回開催し、指定管理者として適

切にサービスを提供できるように

運営した。

5
指定管理者として適切にサービス

を提供している。
5

(1)自主事業 ①コミュニティの事業の計画と実行 9

門池まつり、健康相談室、子ども

食堂、寺子屋、ちょいてつボラン

ティア、清掃活動を通じコミュニ

ティの活性化に務めた。

9
さまざまな行事が行われ、コミュ

ニティの活性化が図られている。
9

②計画的な実行 8
各関係団体の協力のもと、事業計

画に沿って運営ができた。
8

計画どおりに進められていると判

断できる。
8

(2)経理 ①会計書類の適正処理 7
収支に係る関係書類は適正に整

え、監査体制も整っている。
7 適正に行われている。 7

合計 83 86

⒉　総合評価 合計点 86 評価 Ａ

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

１

　

共

通

評

価

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供で
きる状況であったか。

今後の安定した運営に努める。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか。

引き続き、アンケートを実施し、

サービスの向上に努める。

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか。

引き続き、接遇の向上に努める。

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か。

引き続き、関係団体との良好な関

係づくりを行う。

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

今後も計画に沿った運営に努め

る。

・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

今後も計画に沿った運営に努め

る。

・日常的な施設管理やリスク管理などが徹底されており、安定的な地区センター運営ができている。

・職員間で情報共有が徹底されていることから、誰が窓口等に出ても利用者への丁寧な対応が出来ている。

・コミュニティ推進委員会として新規事業の企画など新しいことに積極的に取り組み、年間を通じて様々な行事・イベント等が開催されており、地域全体が活性化され、活動も活発である。

２

　

個

別

評

価

指定管理者が企画した事業によって、コミュニティの活性化や親睦に資す
ることができたか

引き続き、コミュニティの活性化

を図る。

指定管理者の定めた事業計画通りの運営がスムーズにできたか
引き続き、事業計画に沿っての運

営に努める。

収支に係る関係書類は適正に整えられているか、また費目等が適正であ
り、監査体制が整っているか

引き続き、適正な会計処理を行

う。



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 今沢地区コミュニティ推進委員会

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 3

火災発生消火・避難手順書を作成

している。火災訓練を年２回実施

している。緊急連絡体制も構築し

ている。

地震発生での緊急手順書も今後用

意したい。

3

自主的に防災訓練を実施してい

る。緊急連絡体制も構築されてい

る。

3

②指定管理者が業務で知り得た個人情報の適
切な取扱い

4

事務室は関係者以外立入禁止と

し、適正な個人情報管理を行って

いる。個人情報の廃棄は機密情報

廃棄業者に依頼している。

4

職員が事務室から外すときは、必

ず鍵をかけるなど、適切な対応が

とられている。

4

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 4

地方自治法、労働基準法、地区セ

ンター条例を順守。設備の法令法

定点検を定期的に実施。

4

適切な対応がとられている。事務

長を筆頭に、センター全体での

ルール順守の意識は高い。

4

②記録管理及び報告・連絡・相談 5

事務員会議を月1回開催し、情報

共有を図っている。毎日、連絡

帳、回覧板、業務日誌にて記録・

及び情報の伝達を行っている。

5

定期的な会議を開催し、情報の共

有化が図られている。担当課との

「ホウ・レン・ソウ」も徹底され

ている。

5

③建物保守管理・修繕等 5

修繕箇所の発見で速やかに市に連

絡を行い、自らできる修繕は、自

主的に実施している。 5

自主的な修繕を実施している。管

理上の報告もしっかり行ってお

り、異常があった際や管理上生じ

た疑問は速やかに担当課へと報

告・相談を行っている。

5

④清掃及び衛生管理 4

毎日、チェック表にて清掃に取り

組み、清潔な状況を維持してい

る。団体利用後は利用者に清掃を

行ってもらいチェック表にて清掃

結果を確認している。又、年数

回、屋上、非常階段、側溝の堆積

物の除去清掃を行っている。

4

日頃より、清潔な状況を維持する

よう努めており、清潔な状態が保

たれている。

4

⑤備品等の購入・管理 4

備品一覧表にて備品管理を適正に

行い、備品は大事に使用してい

る。

備品の追加購入・廃棄の管理台帳

を今後用意していくいく予定。

4
適切な備品管理や備品の取扱いを

している。
4

⑥環境への配慮 4

エアコンは設定目安をリモコンに

記載して利用者の協力を頂いてい

る。廊下照明は半分点灯とし、図

書室のエアコン、照明は不在時に

電源OFFを協力頂いている。

4

日頃より節電を徹底する等、環境

に配慮した管理運意を行ってい

る。

4

施設名 沼津市今沢地区センター
担当課名 地域自治課

連絡先 055-934-4716

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和８年６月23日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか

引き続き緊急時対策に努めてい

く。適宜、訓練内容も改善してい

く。

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか

引き続き、個人情報を適正に管理

していく。

⑵日常管理

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか。

引き続き、関係法令を遵守した管

理運営を行っていく。

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか

引き続き、適正な記録管理、情報

共有、報連相を行っていく。

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか

引き続き、適正な建物管理に努め

ていく。

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管
理は問題なかったか

利用団体の協力による清掃活動な

ど、清潔な状態を維持するよう努

めていく。

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環
境配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか

引き続き、環境に配慮した管理運

営を行っていく。

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか

引き続き、適正な備品管理を行っ

ていく。

－　２１　－



①利用者アンケートの実施（必須） 4

一般利用者に年１回アンケートを

実施。又、利用者に声掛けを行

い、ニーズ把握を行っている。
4

定期的なアンケート実施に加え、

日頃より利用者ともコミュニケー

ションをとっており、ニーズ把握

に努めている。

4

②施設利用者への対応 4

受付に、「ご意見・ご要望」の投

函ポストを用意し情報収集を実

施。特に大きな苦情や問題等も生

じていない。「市民の声」は毎週

木曜日に投函されているか確認を

行ている。接遇については講習を

希望したい。

4
窓口・案内対応について、適正な

運営ができていると判断できる。
4

③関係団体・地域との連絡調整 4

コミュニティ推進委員会、連合自

治会、地域自治会、小中学校との

関係は定期的会合が行われてお

り、関係は良好で、トラブルは発

生していない。

4
関係団体との連絡調整も問題なく

できている。
4

①収支計画に基づく執行状況 4

予算・決算は地区センターとコミ

とは明確に分離して計上してお

り、予算収支計画に基づき適正に

執行し、会計監査を実施してい

る。

4
適正な執行ができていると判断で

きる。
4

②適正管理・収支改善の努力 3

市の指定管理料に基づき、職員給

与、事務・消耗品費、修繕費等を

的確に判断して予算を組み、的確

な収支執行に努め経費節減を行っ

ている。

3

経費の節減に努めている。利用者

増に向け、サービス向上にも心が

けている。

4

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 4

コミュニティ推進委員会は毎月定

例会を行い指定管理者として適切

なサービスの継続・提供に務めて

いる。

4
適切にサービスが提供されてい

る。
4

(1)自主事業 ①コミュニティの事業の計画と実行 8

コミュニティ推進委員会を中心と

して、各地域コミュニティ団体と

の定例会を実施しコミュニティの

活性化・親睦に務めている。

8

地区センターを活用したコミュニ

ティ行事を実施している。地域と

の関係も良いと判断できる。

8

②計画的な実行 8
年間計画に基づき、予定どおり実

施している。
8 計画的な実行ができている。 8

(2)経理 ①会計書類の適正処理 7

収支帳簿の記録、収支証明書の管

理を適正に行い、第３者による会

計監査を実施している。

7 適正に対応している。 6

合計 79 79

⒉　総合評価 合計点 79 評価 Ｂ

⒊ 　施設所管担当課評価コメント、意見等

１

　

共

通

評

価

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供で
きる状況であったか

引き続き、安定した運営を行って

いく。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか

引き続き、アンケート等により利

用者ニーズを把握し、利用者視点

に立った管理運営に努めていく。

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか

引き続き、接遇の向上を図ってい

く。

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か

引き続き、関係団体との良好な関

係づくりを行っていく。

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

今後も計画に沿った運営に努めて

いく。

・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

今後も経費節減に努めながらも、

利用者増への働き掛けを行ってい

く。

・建物の保守管理や清掃業務等、的確な施設管理を行っている。軽微な修繕や施設整備を自発的に行っており、引き続き適切な管理運営を行ってほしい。

・防災訓練は、施設利用者にも声をかけ、訓練を実施している。引き続き緊急時体制の構築に努めてほしい。

・月に1回の事務員会議を開催する等、職員同士が情報共有を図ることで、使いやすい施設運営に努めている。

・アンケートの実施とともに、利用者の声掛けによりニーズ把握に努めている。引き続き、ニーズ把握と施設運営への反映に努めてほしい。

・地理的特徴として、大雨による浸水の可能性がある。市導入の止水板を用いての浸水対策など、行政と連携して実施しているが、引き続き協力を願いたい。

２

　

個

別

評

価

指定管理者が企画した事業によって、コミュニティの活性化や親睦に資す
ることができたか

地区センターを中心に、引き続き

コミュニティの活性化を図ってい

く。

指定管理者の定めた事業計画通りの運営がスムーズにできたか
引き続き、計画的な管理運営に努

めていく。

収支に係る関係書類は適正に整えられているか、また費目等が適正であ
り、監査体制が整っているか

引き続き、適正な会計処理を行っ

ていく。

－　２１　－



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 内浦コミュニティ推進委員会

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 5

緊急マニュアルや配備体制を作成

し、地域とも連携し防災体制を構

築している。 防犯対策の一環とし

て、市に要望対し防犯カメラを設

置した。自衛消防訓練の一回目は

市民窓口・地区センター職員を対

象に実施し、二回目は団体利用

者、連合自治会を加えて実施して

おり、訓練状況をコミユニティの

広報誌に掲載し協力要請してい

る。

5
市とコミで防犯カメラの設置を

行った
5

②指定管理者が業務で知り得た個人情報の適
切な取扱い

5

ネット上から個人情報を取り出せ

ない様、パソコン本体ではなく、

別媒体に保管し施錠している。

5

個人情報保護に関する書類等は、

施錠可能な書類棚に保管してい

る。

5

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 4
法令を遵守し、点検を実施してい

る。
4

法令を遵守し、点検も適切に行わ

れている。
4

②記録管理及び報告・連絡・相談 5

日報を作成している。備品台帳は

ある。インターネット接続により

担当課との情報共有化を図った。

5

毎月の市への報告は適切になさ

れ、日報や備品台帳も整備されて

いる。

5

③建物保守管理・修繕等 5

修繕が必要な箇所については、逐

次、市に報告を行っている。地区

センターとして可能な修繕(オー

ディオ扉の鍵)は実施した。

5

建物の保守管理、設備機器などの

安全確認が適切に行われ、簡易修

繕を指定管理者で実施している。

5

④清掃及び衛生管理 5

利用者に館内清掃予定を掲示する

ことにより待ち時間の短縮化を

図った。コミカレの会による花壇

の整備や清掃などを行った。

5
清掃予定の事前掲示など、適切な

運営、案内が行われている。
5

⑤備品等の購入・管理 4

ほとんどが市の備品だがコミの備

品と区別している。備品の適切な

取扱いにより、破損を防ぐため、

利用者向けマニュアルを作成し備

品管理をしている。

4

備品台帳の他、独自に備品貸し出

し台帳を作成し、適切に保管・管

理されている。

4

⑥環境への配慮 4 環境に配慮して対応している。 4 省エネルギーに努めている。 4

①利用者アンケートの実施（必須） 5

アンケートは実施している。内容

は管理運営委員会で確認し反映し

ている。

5

利用団体すべてにアンケートを実

施している。内容を運営に反映し

ている。

5

②施設利用者への対応 4 利用者の感想は良好である。 4
特に苦情等なく、適切に対応され

ている。
4

施設名 沼津市内浦地区センター
担当課名 地域自治課

連絡先 055-934-4716

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和８年６月25日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか。
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか。

令和７年度に防犯カメラを設置

し、活用している。防災訓練も毎

年内容を変更し実施している。

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか。

引き続き、個人情報を適正に管理

していく。

⑵日常管理

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか。

引き続き、関係法令を遵守してい

く。

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか。

引き続き、適正な記録管理を行っ

ていく。

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか。

引き続き適切な管理を行う。

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管
理は問題なかったか。

引き続き、適切な案内を行う。

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環
境配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか。

引き続き、環境配慮を実施してい

く

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか。

引き続き、適正な備品管理を行

う。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか。

引き続きアンケートを実施、サー

ビス向上に努める。

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか。

引き続き、接遇の向上を図る。



③関係団体・地域との連絡調整 5
地域の団体と良好な関係を築いて

いる。
5

定期的にコミュニティ組織の会合

を行っており、良好な関係を築い

ている。

5

①収支計画に基づく執行状況 4
当初の予定に沿った収支状況で

あった。
4

当初の予定に沿った収支状況で

あった。
4

②適正管理・収支改善の努力 4
経費の節減に努めている。

4 適切な収支の執行に努めている。 4

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 4 継続的・安定的な運営を行った。 4 適正に運営されている。 4

(1)自主事業 ①コミュニティの事業の計画と実行 6

コミュニティ活性化事業として内

浦にぎわい祭りを引き続き実施し

た。

6

新たなイベントの計画等、コミュ

ニティ事業の活性化を図ってい

る。

6

②計画的な実行 6
事業計画に沿って運営できてい

る。
6

予定行事は計画的に執行できてい

る。
6

(2)経理 ①会計書類の適正処理 7
関係書類等は整え、監査も適切に

行っている。
7 適切に実施されている。 7

合計 82 82

⒉　総合評価 合計点 82 評価 Ｂ

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

１

　

共

通

評

価

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供で
きる状況であったか。

引き続き安定した運営を図る。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス
良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か。

引き続き、関係団体との良好な関

係づくりを行う。

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

今後も計画に沿った運営に努め

る。

・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

今後も経費節減を図る。

・指定管理者が行うべき所定の業務については仕様書に基づき、概ね良好な施設運営ができている。

・令和７年度からはコロナ禍以降中止となっていた内浦漁港祭を新たに内浦にぎわい祭りとして復活し、コミュニティの活性化を図ることができている。

・地区センターを活用したイベント等によりコミュニティの活性化が図られるとなおよい。

・各種書類は分かりやすくファイリングされ、会計も細やかに記録されており、適切に運営を行っている。

・今後も引き続き、より良い地区センターの管理運営に努めてもらいたい。

２

　

個

別

評

価

指定管理者が企画した事業によって、コミュニティの活性化や親睦に資す
ることができたか

今後もコミュニティ活性化を図っ

てほしい。

指定管理者の定めた事業計画通りの運営がスムーズにできたか
事業計画に沿って自主事業を実施

できるよう、工夫していく。

収支に係る関係書類は適正に整えられているか、また費目等が適正であ
り、監査体制が整っているか

引き続き、適正な会計処理を行

う。



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 戸田地区コミュニティ推進委員会

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 4

安全を守るための巡回は、常時

行っている。緊急時の対応に備

え、日頃から市民窓口事務所や道

の駅くるらとの連絡連携も密にし

ている。

4

消防法に規定されている避難訓練

などは、くるら戸田指定管理者が

主導で行っている。

4

②指定管理者が業務で知り得た個人情報の適
切な取扱い

4
個人情報について,適正に管理して

いる。
4

鍵付きのキャビネットで保管する

等、適正に管理されていると判断

できる。

4

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 4
コンプライアンス（法令遵守）を

徹底し、点検を実施している。
4

コンプライアンス（法令遵守）を

徹底し、点検も適切に行われてい

る。

4

②記録管理及び報告・連絡・相談 4
連絡事項が引き継がれるよう対応

をしている。
4

記録簿により連絡調整がなされて

いる。
4

③建物保守管理・修繕等 4
設備は適切に管理し、自らできる

修繕は実施している。
4 適正に管理している。 4

④清掃及び衛生管理 4

道の駅くるらで、定期的に行って

いる。また、事務局でも必要に応

じて清掃を行っている。

4 清潔な状態に保たれている。 4

⑤備品等の購入・管理 4 適正に管理している。 4
管理台帳による備品が管理が適切

に行われている。
4

⑥環境への配慮 4

エアコンの操作盤への目標表示

や、職員による節電を心がけてい

る。

4

日頃より節電を徹底する等、環境

に配慮した管理運営を行ってい

る。

4

①利用者アンケートの実施（必須） 4
定期的に利用している団体にアン

ケートを実施している。
4

アンケートを実施し、施設運営に

反映している。
4

②施設利用者への対応 4 特に苦情、問題はない。 4
窓口対応について、適正な運営が

できていると判断できる。
4

③関係団体・地域との連絡調整 5 地域との関係も良好である。 5
市や関係団体との連絡調整も問題

なくできている。
5

①収支計画に基づく執行状況 4
収支計画に基づき適正に執行して

いる。
4

適正な執行ができていると判断で

きる。
4

②適正管理・収支改善の努力 4
コピーの利用時等、経費の削減に

努めている。
4

適切な収支の執行に努めていると

判断できる。
4

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 4
継続的・安定的にサービスを提供

できている。
4

継続的、安定的にサービス提供で

きている。
4

(1)自主事業 ①コミュニティの事業の計画と実行 7

地域の特性を生かした活動に取り

組み、コミュニティの活性化を

図っている。

8
地域の特性を生かした活動に取り

組んでいる。
8

②計画的な実行 7 計画通りに運営できている。 7 計画的な実行ができている。 7

施設名 沼津市戸田地区センター
担当課名 地域自治課

連絡先 055-934-4716

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和８年６月26日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか。
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか。

緊急事態には、くるら戸田、市民

窓口と協力連携すること。

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか。

事務室ドアに「関係者以外の立入

禁止」を掲示する。

⑵日常管理

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか。

引き続き、関係法令を遵守してい

く。

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか。

引き続き、適正な記録管理を行っ

ていく。

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか。

引き続き、適正な建物管理に努め

る。

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管理
は問題なかったか。

引き続き、清掃を行う。

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供で
きる状況であったか。

引き続き、安定した運営を行って

いく。

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環境
配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか。

引き続き、環境配慮を実施してい

く。

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか。

引き続き、引き続き適切な管理を

行う。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか。

引き続き、アンケートを実施、利

用者意見を取り入れた地区セン

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか。

引き続き、接遇の向上を図る。

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か。

引き続き、自治会等の事務処理の

負担軽減を図っていく。

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

今後も計画に沿った運営に努め

る。

・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

今後も経費節減を図る。

２

　

個

別

評

価

指定管理者が企画した事業によって、コミュニティの活性化や親睦に資す
ることができたか

引き続き、コミュニティの活性化

を図る。

指定管理者の定めた事業計画通りの運営がスムーズにできたか
引き続き、事業計画に沿っての運

営に努める。



(2)経理 ①会計書類の適正処理 7 適正に会計監査がなされた。 7
適正な会計管理及び監査がなされ

ている。
7

合計 78 79

⒉　総合評価 合計点 79 評価 Ｂ

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

・指定管理者が行うべき所定の業務については仕様書に基づき、概ね良好な施設運営ができている。

・様々な事業を展開し、地域の拠点として、またコミュニティ活動の活性化を図っている。

・複合施設であり、防災関係やコミュニティ活動など「くるら戸田」、「市民窓口事務所」と協力、連携を図っていく。

・今後もより良い施設管理者に向けた取り組みについて、指定管理者と協議、検討を重ね実施していく。

２

　

個

別

評

価

収支に係る関係書類は適正に整えられているか、また費目等が適正であ
り、監査体制が整っているか

引き続き、適正な会計処理を行

う。



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 第二地区コミュニティ推進委員会

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 4

緊急事態に備えたマニュアル類が

整備され、年２回（8、3月）の防

災訓練が実施されている。

4
配備体制が整備され、リスク管理

が適切に行われている。
4

②指定管理者が業務で知り得た個人情報の適
切な取扱い

5

個人情報は常に管理状態にあり、

保管場所の施錠管理、立入制限、

裁断破棄を励行している。

5

事務室への関係者以外の立ち入り

は禁止しており、職員が席を外す

際も出入口に施錠をしている。

5

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 4
関連法令を遵守し、各種の法定点

検は確実に実施している。
4 点検は適正に行われている。 4

②記録管理及び報告・連絡・相談 5
日報、月報、会計帳簿は都度更新

され、遅滞なく報告されている。
5

業務記録が整備され、職員同士の

連携も取れている。
5

③建物保守管理・修繕等 4
保守管理、安全確認は的確に行わ

れ、軽微な修繕は実施している。
4

設備等に不具合が見つかった場合、

速やかに市へ連絡し、管理者が可能

な修繕は実施している。

4

④清掃及び衛生管理 4

構内は日常的に清掃が行われ、且

つ、コミュニティ及び有志による

花壇整備が実施されている。

4

清潔な状態が保たれている。業者

による定期清掃以外も職員による

清掃が実施されている。

4

⑤備品等の購入・管理 4
備品は年次予算により購入し、備

品台帳により管理している。
4

備品については台帳も整備し、適

切に管理されている。
4

⑥環境への配慮 4

日常的に省資源、省エネルギーに

配慮している。エアコンは一定温

度に設定。

4
職員や利用者に環境を配慮した行

動を促している。
4

①利用者アンケートの実施（必須） 4
アンケートを実施しサービス向上

に努めている
4

地区センターの運営について改善

を図っている。
4

②施設利用者への対応 5
常に利用者目線での対応がされて

いる。
5 丁寧な対応を心掛けている。 5

③関係団体・地域との連絡調整 4
近隣施設を含め、関係団体や地域

との連携を図っている。
4

小学校統合にあたり他地域と調整

事項が多数発生したが、良好な関

係を構築している。

4

①収支計画に基づく執行状況 5
月別の予実管理を実施し、収支計

画に沿った執行を図っている。
5

予算内で事業執行されている。

適切な収支の執行に努めている。
5

②適正管理・収支改善の努力 4
経費を使わない運営を心掛けてい

る
4

消耗品については、無駄なく節約

を行っている。
4

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 4
常任委員会は偶数月に開催。総会

は関連３会との合同で開催。
4 良好な状態である。 4

(1)自主事業 ①コミュニティの事業の計画と実行 8

地域活性化事業終了後もコミュニ

ティフェスティバル等の事業を実

施・推進。

8
事業計画に基づき、地域活性化に

努めている。
8

施設名 沼津市第二地区センター
担当課名 地域自治課

連絡先 055-934-4716

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和８年６月19日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか。
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか。

年２回の防災訓練について実施さ

れたので、今後も継続していく。

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか。

引き続き、個人情報の管理につい

て意識する。

⑵日常管理

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか。

引き続き、関係法令を遵守してい

く。

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか。

引き続き、適正な記録管理を行っ

ていく。

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか。

引き続き、適正な建物管理に努め

る。

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管
理は問題なかったか。

引き続き、清掃及び衛生管理に努

めるとともに、基本的な感染症予

防の徹底に努める。

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供で
きる状況であったか。

引き続き、安定した運営に努めて

いく。

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環
境配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか。

エアコンの室温設定を活用し、省

エネに配慮した運営を行ってい

く。

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか。

引き続き、適切な備品管理を行っ

ていく。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか。

引き続きアンケートを実施し、

サービス向上に努める。

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか。

引き続き、サービスの安定的な提

供努める。

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か。

引き続き、関係団体との良好な関

係づくりを行う。

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

今後も計画に沿った運営に努め

る。

・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

今後も経費節減を図る。

２

　

個

別

評

価

指定管理者が企画した事業によって、コミュニティの活性化や親睦に資す
ることができたか

引き続き、地域のイベントを企画

しコミュニティの活性化を図る。



②計画的な実行 8 計画どおり運営できている。 8 計画どおりに運営できている。 8

(2)経理 ①会計書類の適正処理 8 書類は適正に管理されている 8 適正な会計管理がなされている。 8

合計 84 84

⒉　総合評価 合計点 84 評価 Ｂ

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

・日常的な施設管理やリスク管理などがなされており、安定的な地区センター運営ができている。

・開館後、利用が地域住民にも浸透し、定期的に利用する団体も安定してきた。

・引き続き地域住民の活動拠点としてコミュニティの活性化を図っていってほしい。

・センターの保守・管理について適切な状況把握を継続して欲しい。

２

　

個

別

評

価

指定管理者の定めた事業計画通りの運営がスムーズにできたか
引き続き、事業計画に沿っての運

営に努める。

収支に係る関係書類は適正に整えられているか、また費目等が適正であ
り、監査体制が整っているか

引き続き、適正な会計処理を行

う。



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 公益社団法人沼津牧水会

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 4

緊急事態が発生した際の行動は職

員同士で確認しており、実行でき

る状態である。

4

海岸に面した施設であることか

ら、津波等災害時の避難場所への

誘導など、マニュアルに基づいた

確認がなされている。

4

②指定管理者が業務で知り得た個人情報
の適切な取扱い

5

管理する個人情報は本来の用途以

外に使用することはなく、適正な

取扱いをしている。

5

個人情報が書かれた書類は収蔵庫

にしまうなど、個人情報の管理及

び処分は適正に行われている。

5

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 5
法令を遵守し、法定点検や検査に

ついても実施している。
5

協定書に基づき、所定の業務を実

施している。
5

②記録管理及び報告・連絡・相談 5

担当課への報告・連絡・相談を密

に怠りなく実施し、記録管理も適

正に行っている。

5

担当課への報告・連絡・相談は電

話・メール等にて迅速に行われて

いる。

5

③建物保守管理・修繕等 5
担当課に速やかに相談し、必要な

修繕は実施している。
5

不具合箇所の把握・報告は迅速に

行われ、建物全体の保守管理が行

き届いている。

5

④清掃及び衛生管理 5
清潔な状態を維持し、消毒作業を

毎日行っている。
5

消毒を継続しており、常に清潔な

状態であり、衛生管理も問題な

い。

5

⑤備品等の購入・管理 5 適正に購入・管理を行っている。 5

日々の備品管理は適正になされて

いる。また、備品購入の際には連

絡を担当課にしている。

5

⑥環境への配慮 5

使用しないエリアの消灯や冷暖房

の使用を控えるなど、省エネを積

極的に行っている。

5
節電に努め、印刷の裏紙使用など

省エネ・省資源を心掛けている。
5

①利用者アンケートの実施（必須） 4

アンケートの実施をしている。ま

た利用者に対し感想や意見を聞く

などの情報収集をし、サービス向

上に努めている。

4

アンケートを実施し、その分析を

行い職員間で情報共有がなされて

いる。

4

②施設利用者への対応 4
施設利用者への対応は適切であ

る。
4

来館者に対し、きめ細かな配慮や

声掛けがされており、接遇は極め

て良好である。

4

③関係団体・地域との連絡調整 4

関係団体や地域と良好な関係を保

ち、連絡調整も適切に行ってい

る。

5
全国の牧水関係の団体との連携を

とり、積極的に活動している。
4

①収支計画に基づく執行状況 5 予定に沿った執行ができている。 5
計画に沿った事業を実施してい

る。
5

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

引き続き適正に執行していくこと

を確認した。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか。

引き続き観覧者及び施設利用者へ

のアンケート実施を続けていくこ

とを確認した。

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか。

引き続き適正に実施していくこと

を確認した。

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か。

全国の関係団体とも積極的に連絡

をとり活動していることを確認し

た。

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環
境配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか。

環境への配慮を両立する努力を継

続していくことを確認した。

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか。

備品台帳も適切に整理できてい

る。

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか。
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか。

避難経路を確認する訓練を実施し

ている。

来館者がいるときも、適切に避難

できるよう訓練すること。

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか。

個人情報の取扱いが適正であるこ

とを確認した。常時、端末のセ

キュリティ強化に努めること。

⑵日常管理

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか。

引き続き法令順守していくことを

確認した。

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか。

市には迅速かつ適正な報告・連

絡・相談ができていること。ま

た、市側も受けていることを確認

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか。

修繕必要箇所等について情報共有

した。

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管
理は問題なかったか。

引き続き、清掃及び適切な衛生管

理を実施すること。

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和８年６月17日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

施設名 沼津市若山牧水記念館
担当課名 文化政策課

連絡先 055-934-2561



②適正管理・収支改善の努力 5
省エネを心がけるなど、経費節減

の努力をしている。
5

空調・照明設備の使用について、

省エネを心がけるなど、経費節減

の努力をしている。

5

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 5

会計書類や報告資料が正確であり健全

な運営状態である。また、全国各地か

らの会員が300名程いて、定期的な刊行

誌を届け、種々のイベントの開催をと

おして連絡を密にしており、安定した状

況であるといえる。

5

公益社団法人として適切な会計処

理や会員報告等が行われており、

指定管理者として健全な状況であ

ると判断できる。

5

（1）広報 広報活動の実施 9

イベント開催に当たっては、報道

関係への情報提供をするなど、積

極的な広報活動を行っている。

9
報道への情報提供を行う等、広報

活動を行っている。
8

（2）経理 適正な経理 9

間違いがないように厳しくチェッ

クをし、関係書類を適正に整えて

いる。

8 適正に整えられている。 8

（3）接客 施設利用者への接客サービスの提供 9
接客サービスに最大限の努力をし

ている。
9

利用者に積極的に声掛けするな

ど、接遇が行き届いている。
9

合計 93 93

⒉　総合評価 合計点 91 評価 Ａ

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

基本協定及び年度協定に基づき、適切な管理運営がされている。

担当課との連携も密に行っており、現状の課題についても速やかに対応及び共有することができている。

安定的な管理や事業運営をできている点について、高く評価するが、本施設の積極的な広報活動により、利用者増につながる取り組みを実施していただきたい。

２

　

個

別

評

価

広報活動を積極的に行っているか
本施設をPRするため新たな広報活

動を模索したい。

収支に係る関係書類は適正に整えられていたか

指定管理者、公益法人など複数の

会計書類が必要であるが、問題な

く会計処理が行われている

施設利用者に対し徹底した接客サービスを提供できているか

割引サービスを積極的に案内する

など、今後も引き続き接客サービ

スに努めていくことを確認した。

⑷収支 ・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

経費削減のための取り組みを続け

ていくことを確認した。

経営管理に大きな問題がないこと

を確認した。

１

　

共

通

評

価

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供で
きる状況であったか。



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 特定非営利活動法人レザミ・デ・ザール

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 3

マニュアルを作成し、職員内で共

有をおこなっている。ヘルメット

等は常備し、飲料水等も確保して

いる。簡易モニターを設置してい

る。

3

地震が度々発生している中で、マ

ニュアルにもとづいて適宜行動し

ていることを確認した。

3

②指定管理者が業務で知り得た個人情報
の適切な取扱い

3
個人情報はエクセルで管理しパス

ワードでロックしている
3 適切に管理している。 3

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 4
関係法令は適切に遵守し協定書通

りに実施している。
4

協定書だけではなく、仕様書の内

容を指定管理者と担当課で再度読

み合わせを行い、相互理解を行っ

た。

4

②記録管理及び報告・連絡・相談 3

業務記録や備品台帳は作成し、記

録保管しているが、会計簿は会計

ソフトを使っており、複数人で管

理している。

4

事務、経理について、指定管理者

で増員を行い、適切に管理してい

る。

4

③建物保守管理・修繕等 4

保守管理規定によって実施し、業

者と連絡を取りつつ、出来ること

は内部で行い、担当課とも連絡を

取っている。

3

随時、指定管理者との連携しなが

ら修繕を実施している。美術品等

の修繕計画を求めている。

4

④清掃及び衛生管理 4
随時職員による清掃を行なってい

る。
3 適宜実施していることを確認した。 3

⑤備品等の購入・管理 4
備品等の購入は適正に行い備品台

帳等に適切に記入している。
4

担当課と指定管理者とので、市に

登録されている備品について検査

を実施した。

4

⑥環境への配慮 4

省エネに心掛け事務所の設定温度

を行っているが、作品等の保全の

ため、展示室収蔵庫等一般の推奨

温度にはできないこともある。

4
チラシの配布枚数を工夫すること

で省エネ化を図っている。
4

①利用者アンケートの実施（必須） 3
来館者アンケートは実施している

が、結果を生かし切れていない
3

来場者アンケートの在り方を今一

度、指定管理者と担当課で検討す

る。

4

②施設利用者への対応 4
適切に行なわれている。クレーム

等には責任者が対応している。
3

企画展の選考については、丁寧に

説明を実施していく必要がある。
3

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか。

アンケートの内容を変更すること

を確認した。

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか。

大きな問題が発生していないこと

を確認した。

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環
境配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか。

NASで共有することで、館内の会

議をペーパーレス化していること

を確認した。

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか。

備品検査の結果を再度確認した。

本年度は収蔵品の整理を行い、

データベース化行うことを確認し

た。

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか。
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか。

職員の訓練だけではなく、来館者

も含めた訓練を実施することを確

認した。

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか。

他に個人情報ファイルがあるかを

確認した。

⑵日常管理

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか。

再度仕様書を確認し、美術館とし

て行う基幹業務を安定して実施で

きるよう確認した。

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか。

キャッシュレス決裁や今後、社会

のデジタル化の潮流に適応できる

よう、今までのやり方に単に踏襲

することなく、発展的にかつ効率

的に記録や経理管理を行っていく

ことを確認した。

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか。

壁紙だけではなく、各所の剥がれ

を自主的に修繕を行い、安定した

展示空間を提供できる環境整備を

行っていることを確認した。

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管
理は問題なかったか。

実施状況を確認した。

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和８年６月26日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

施設名 沼津市庄司美術館
担当課名 文化政策課

連絡先 055-952-8711



③関係団体・地域との連絡調整 4

関係団体、美術館、作家と交流を

日常的に図り館の運営を円滑にし

ている

3

地域の作家を応援するという視点

ならば、近隣の施設との連携も期

待する。

3

①収支計画に基づく執行状況 4
収支の増減はなく、事業内容毎に

対応し適正におこなっている。
4 計画通り実施している。 4

②適正管理・収支改善の努力 4

会計簿は正確に記録し、複数人体

制で適切に管理している。経費の

節減に努めている。有料入館者は

増加している。

4
担当課の方針に理解を示し、有料

入館者が大幅に増加している。
4

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 4
地域や他団体との交流を実施し、

継続性を持たせている。
4

指定管理者として、事務、経理の

増員を行うなどして、継続的・安

定的なサービスの提供が行える環

境整備に努めていた。

4

収蔵品の利活用①収蔵品の利活用 7
出張展示や、これまで未展示の資

料等も展示活用した。
6

前田千寸の資料を整理することが

できた。今後、収蔵品の自主的企

画による積極的な利活用を期待す

る。

6

企画展開催業

務等の実施
①企画展開催業務等の実施 7

複数の企画展を実施、スクール

ミュージアム、出張展示等、外部

にも赴いた。

7

企画としては非常に評価できる一

方で、人員が少ないこともあり、

段取りに課題があったことを反省

点として確認した。

7

指定管理者の

意欲・抱負の

実現

①指定管理者選定時にあった、業務へ

の取り組みに対する意欲と抱負の実現
7

沼津出身の国際的デザイナー等

様々な分野の展覧会を開催し、効

果的な事業展開を行うことが出来

た。

6

地域の作家を応援するという視点

であるならば、地域の作家の遺作

展を行う場合、地域への波及効果

のあるなしなど、様々な視点で検

証し実施する必要がある。

7

合計 73 68

⒉　総合評価 合計点 71 評価 Ｂ

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

　当該指定管理者は、今期で２期目に入り、また本市の文化芸術の振興に非常に熱意をもって活動しており、今回、１期目の経験を踏まえて、本市の文化芸術振興において、美術館としてできることで

一躍担うことを期待している。

　美術館業務としては、１つあたりの企画展の質をさらに高め、また、収蔵品の利活用を積極的に実施していきながら、当該施設の設置目的に叶うような、より包括的な事業展開を考え、実施してほし

い。

２
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多数収蔵されている作品等について積極的な利活用を実施できたか。

活用案を考える前に、その土台と

なる収蔵品のデータベース化を行

うことを確認した。

企画展開催業務等を通じて、施設の設置目的にかなうような事業展開を行
うことができたか。

まずは、仕様書にある基幹事業を

安定して実施していくことを確認し

た。そのうえで、１つ１つの企画

展の質をあげて、企画展数を減ら

していくことを確認した。

指定管理者選定時にあった、業務への取り組みに対する意欲と抱負の実
現に向けて、効果的な事業展開を行うことができたか。もしくは３年間の指
定管理期間の中で実現できるものか。

母体が受注している事業と連携し

ながら、相乗効果をより高めて、

効果的な事業展開を実施していく

ことを確認した。

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

計画通り実施し、効率的に予算執

行していることを確認した。

・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

招待券の見直しに協力しているこ

とを確認した。また特別展では、

作家の同級生に依頼し、草の根運

動で企画展の宣伝を行ったことを

確認した。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス
良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か。

近隣施設や関連施設との連携を活

性化していくことを確認した。

指定管理者の事業と連携し、美術

館の設置目的を達成するよう包括

的に事業を進めていくことを確認

した。

１
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指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供で
きる状況であったか。



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 公益財団法人沼津市振興公社

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 4

マニュアルや自衛消防隊編成は防

災計画において整備されている。

また、年に２度防災訓練を実施す

ることで緊急時にも行動できるよ

う意識づけを行っている。

3

気候変動による激甚災害の多発な

どに合わせた災害対応マニュアル

の見直しを図られたい。

3

②指定管理者が業務で知り得た個人情報
の適切な取扱い

4
個人情報取扱規程を全職員に配布

している。
4

職員への規程配付により徹底され

ている。
4

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 4

関係法令を遵守し、法定点検を実

施している。また、月に１度幹部

会議を開催し、社内規定（就業規

則等）に基づいて業務が遂行され

ているか、過剰な残業やハラスメ

ントがないか確認を行っている。

4

適切に実施されており、幹部会議

などを通じてコンプライアンス遵

守の意識づけも確実になされてい

る。

4

②記録管理及び報告・連絡・相談 4

管理業務実施状況や修繕報告を毎

月作成し、担当課には密に報告し

ている。

4

担当課との連絡は密にとれてお

り、各種案件についても速やかに

報告、連絡、相談ができている

4

③建物保守管理・修繕等 4

保守点検や巡回警備を行い、判明

した不具合事象は、可能な限り公

社で修繕し、深刻な案件について

は担当課へ相談している。

4

点検等により発見された修繕箇所

についても早期に実施するなど積

極的に対応している。

4

④清掃及び衛生管理 3

日々の清掃業務だけでなく、休館

日にワックス清掃、高所清掃、ガ

ラス清掃等を実施し、衛生管理に

努めている。

3 適切に清掃がなされている。 3

⑤備品等の購入・管理 4
備品等の購入は基本協定に基づき

行っている。
3

購入については適切に行われてお

り、備品台帳により管理がなされ

ている。なお管理状況の確認に際

し速やかに回答できるような台帳

整備を進められたい。

3

⑥環境への配慮 4

裏紙使用や昼休み消灯や不要箇所

の積極的消灯・間引き、利用のな

いときのエアコンの不使用など省

エネ対策を全職員で励行してい

る。

4

不特定多数が来館する大規模施設

であり、快適な館内環境の維持と

省エネとの両立について努力して

いると考える。

4
本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環
境配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか

本市の環境マネジメントシステム

に基づき、環境への配慮を引き続

き行う。

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか

より適切な管理が図れるよう指定

管理者および市が協力のうえ管理

方法を改善していく。

１
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⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか

激甚化する自然災害への対応等、

見直しが必要な個所については早

急に進めること。

年２回の訓練では利用者の協力を

得てより実地に近い内容で実施を

検討すること。

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか

引き続き適切な取扱いをするこ

と。

⑵日常管理

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者
を含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に
実施されたか。

引き続き適切にコンプライアンス

遵守に努めること。

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか

引き続き連絡を密にしていくこと

を合意した。

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修
繕は自ら積極的に実施したか

必要に応じた修繕の実施について

担当課と連絡を密にし、継続実施

することを確認した。

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管
理は問題なかったか

引き続き常に本施設が清潔で快適

な状態を保つこと。

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和８年６月29日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

施設名 沼津市民文化センター
担当課名 文化政策課

連絡先 055-934-4812



①利用者アンケートの実施（必須） 4

貸館利用者や公演来場者にアン

ケートを実施して、サービス向上

に努めている。その他、窓口で直

接利用者の声を聞くよう努めてい

る。

4

事業ごとのアンケート結果を集約

し運営改善に役立てており、利用

者の声の反映に努めている。

4

②施設利用者への対応 4

迅速かつ適切に対応するとともに

市へ随時報告している。職場内で

もLINE等で即時に情報共有を行

い、改善・対策までのスピード

アップを図っている。

4
適切に対応するとともに、随時報

告がされている。
4

③関係団体・地域との連絡調整 4

適切な連絡調整により地元自治会

やその他関係団体との良好な関係

が保たれている。総合体育館とも

密に連絡調整を行い、もりの広場

等を活用したイベントにも協力を

惜しまず対応した。

4

屋外での催事実施時に事前に連絡

するなど、適切な対応がされてい

る。近隣住民への配慮もなされて

いる。

4

①収支計画に基づく執行状況 4

R７年度は観測史上最高レベルの

猛暑や燃料高騰により、光熱費が

想定を大きく上回ったが、チラシ

の印刷や配架方法を工夫すること

で、指定管理料の範囲内で管理・

運営することができた。

4

光熱費の高騰による経費の増加に

ついても、速やかに担当課に報告

し、その後の対応につながった。

また広報手段の見直しなどによる

経費節減もなされ収支均衡への取

り組みがなされている。

4

②適正管理・収支改善の努力 4

仕訳日計表および総勘定元帳を作

成し、取引を勘定科目ごとに日々

整理し帳簿をつけている。また、

法人として適正な会計処理、財務

諸表であるか確認するため、監事

による会計監査を毎年行ってい

る。

経費削減のために、委託業者の選

定は、可能な限り指名競争入札を

行っている。

4

最小の経費で最大の効果が発揮で

きるよう経費削減を図るなどの継

続的な取組みが見られた。

4

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 4

サンサンパーキングを始めとする

収益事業により資金収支ベースで

黒字になっており、安定経営が可

能となっている。

4 運営状況に問題なし。 4

事業運営 ①文化催事の企画・運営 10

コンサートやミュージカルの開催

に加え、新たな沼津の魅力を創造

するレーベル「N.C./Lab（ぬまか

るラボ）」を立ち上げ、ライフス

タイルに関するトークイベントや

地元クリエイターによるクラフト

展も開催した。また、文化セン

ター玄関前を活用した、もりの広

場コンサートを開催し、だれでも

ふらっとクラシック音楽を楽しめ

る空間を提供した。市民が求める

アーティスト公演などの誘致を積

極的に行い、自主・共催事業を計

31事業実施した。

10

新レーベルによる事業も２年目に

なり認知度もあがって定着効果が

見られる。その他にも多様なジャ

ンルの催事を展開し多くの市民が

楽しめるにぎわいのある施設運営

ができた。

10
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様々な世代の市民に対して文化催事を提供したか

引き続き幅広い年齢層から支持さ

れる企画を行うとともに、未利用

層の取込みを図るなど質の高い事

業を維持するため企画力の向上に

努められたい。

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支
出の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

適切な執行について、引き続き対

応する。

・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の
管理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

費用対効果を意識して内容の見直

しを図るなど、収支改善に向けて

引き続き適切な執行に取り組む。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、
サービス向上に努めたか

アンケート内容の見直しを定期的

に図っており利用者の声を適切に

拾うことに努めているなど、引き

続き適切に対応する。

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉
遣い、態度、服装等）は適切になされたか

引き続き適切に対応するととも

に、接遇力向上に向けて研鑽に努

める。

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされ
たか

各種団体・地域との良好な関係を

維持し、円滑な運営をお願いした

い。

安定した経営基盤について、今後

も確認を行う。
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指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供
できる状況であったか



設備保守 ②舞台設備の保守管理 8

協定書に基づき点検を実施してい

るが、更新時期を過ぎた設備の性

能を適正に維持することは、協定

書に基づく点検及び修繕だけでは

不可能である。管理者（沼津市）

による設備更新など抜本的な対策

が必要である。このことは施設内

の設備全体の問題でもあるため、

施設内設備全体の早急な更新を要

望する。

8

限られた予算内での対応となって

おり、老朽化した設備の保守管理

に苦心していること、現場の努力

により使用に耐える状況にあるこ

とには担当課としては高く評価す

るものである。

8

継続的・安定

的なサービス
③施設の広報及び利用者支援 8

利用者の利便性向上のため、施設

予約やチケット販売のシステムを

令和７年度より本格導入した。

SNSをタイムリーに更新するほ

か、広報紙、新聞、情報誌への情

報提供、イベントカレンダー・チ

ラシの配付、各種団体への営業活

動など情報発信活動を積極的に展

開し、利用拡大に努めた。その

他、コンサルティング事業者によ

る専門的な視点からアドバイスや

ブラッシュアップを受けながら、

SNS等を活用した集客方法を学

び、実施している。

8

SNSなどの各種媒体の活用など、

より多くの方々へのPRに向けた

取組みがなされている。チラシや

イベントカレンダーなどの紙媒体

での発信も行っており、積極的な

広報活動を行っている。

8

合計 81 79

⒉　総合評価 合計点 79 評価 Ｂ

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

多彩な公演や独自の事業の展開、ネット予約やキャッシュレス決済の導入など、施設の利用向上に資する取り組みが多くなされている。

また施設の設備が老朽化する中で、自発的な修繕実施や経費削減を意識した取り組みによって、安全で安定した管理運営ができるよう努力している。

２

　

個

別

評

価

協定書に基づき舞台設備の点検を行い、適正な性能を維持したか。ま
た、安全かつ安定的なサービスを提供したか。

引き続き設備の適切な保守管理・

維持に取り組んでいくことを確認

した。

イベントの誘致や、空き室、空き時間の利用促進を図るよう努めたか。

ネット予約の開始やキャッシュレ

ス決済の導入といった利用者の利

便性向上の取組みや、適切な広報

の仕方の検討など、引き続き市と

協力しながら施設の利用向上に向

けた工夫や努力を行っていくこと

を確認した。



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 沼津市第三地区我入道連合自治会

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 4

役員等が近隣在住であるため、非

常時の参集が速やかにできる体制

である

4

緊急時の連絡・配備体制がとれて

おり、自助・共助の意識で行動で

きるような体制となっている

4

②指定管理者が業務で知り得た個人情報
の適切な取扱い

5
重要書類についての保管体制がで

きている
5

個人情報については鍵付きの部屋

に保管されているため、特に問題

がない

5

①法令遵守 4
協定に基づく法令遵守、所定の報

告書の提出を確実に行っている
4

適切に管理・実施していることを

確認した
4

②記録管理及び報告・連絡・相談 4
会計報告、会計監査を適切に行っ

ている
4

担当課と双方に連絡体制ができて

おり、記録等もよく管理され、

報告は迅速に行われている

4

③建物保守管理・修繕等 5

可能な範囲内で維持管理をし、ま

た利用者からの声により、必要な

補修箇所を把握、補修している

5
施設の老朽化が顕著なため、維持

管理に注視しながら管理している
5

④清掃及び衛生管理 4
管理人の日常的な清掃により、衛

生管理は問題なくできている
4

利用者や管理人による日常清掃の

他、月1回婦人会による清掃を実

施することで、施設を清潔に保っ

ている

4

⑤備品等の購入・管理 4
協定に基づき協議をしながら適正

に実施している
4

購入だけではなく、備品の処分も

含め、適切に管理できている
4

⑥環境への配慮 3
施設の玄関前にプランターを置く

など、緑化活動を行っている
3

可能な範囲において、環境配慮が

なされている
3

①利用者アンケートの実施（必須） 3
施設利用者へのアンケートを実施

している
3

アンケートを実施し、利用者の声

を運営に反映することに努めてい

る

3

②施設利用者への対応 4
ほとんどクレームはなく、発生し

ないよう調整している
4

特に問題はなく、適切になされて

いる
4

③関係団体・地域との連絡調整 5
地元のため、利用者側も適切に利

用できる体制ができている
4

地元連合自治会として連携や連絡

調整等を円滑に行っている
4

①収支計画に基づく執行状況 3
予算の範囲内で適正に運営してい

る
3

予算の範囲内で適正に運営できて

いる
3

②収支改善の努力 3 施設の性質上利用料収入等はない 3
施設の性質上利用料収入等はない

ため、適正な実施状況である
3

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 4
連合自治会として、運営体制に問

題はない
4

継続的・安定的にサービスを提供

できている
4

施設名 沼津市我入道コミュニティ防災センター
担当課名 危機管理課

連絡先 055-934-4803

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和７年７月23日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品
等の管理が備品台帳などで適切になされたか

今後もこの状態を維持し、必要に

応じ、台帳等による管理を行うこ

とを確認した

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されている
か。また、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練され
ているか
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか

訓練等を通じて体制の確認をとる

こと

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を
行ったか。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に
関して必要な事項を周知徹底しているか

今後も情報管理について徹底する

ことを確認した

⑵日常管理

関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、所定の業務が協
定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実施された
か

良い状況であるが、改めて協定及

び関係法令の遵守について確認し

た

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密
に「ホウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かる
ように管理されているか

今後もこの状態を維持することを

確認した

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能
な修繕は自ら積極的に実施したか

担当課と共同で修繕が必要な箇所

については、逐次報告を行ってお

り、適切な施設管理状況である

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、
衛生管理は問題なかったか

今後も施設を清潔に保つよう清掃

することを確認した

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービス
を提供できる状況であったか

指定管理者が自治会であるため、

今後も運営体制に問題はない

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資
源、環境配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか

本市の環境方針等について改めて

確認をした

⑶継続的・

安定的な

サービス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析
し、サービス向上に努めたか

利用報告書にアンケートを入れ対

応していることを確認

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇
（言葉遣い、態度、服装等）は適切になされたか

住民に身近な施設として適切に運

営されている

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切にな
されたか

連携、連絡調整体制を今後も維持

することを確認した

⑷収支

収支状況は当初の予定に沿ったものか。また、支出が増加した場
合でも合理的な理由によるものであったか

施設の性質上利用料収入等はない

ため、適正な実施状況である

経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか
施設の性質上利用料収入等はない

ため、適正な実施状況である



①自主事業 8
定例的なものだけでなく、企画し

た行事に取り組んでいる。
8

施設の利用者数向上を目標に改善

に取り組んでいる。
8

②各種訓練・研修 7

地域の防災訓練において、施設が

津波避難ビル、避難地・避難所を

兼ねていることを周知する活動を

実施

7
防災訓練等の実施及び啓発活動に

努めている
7

③問題や苦情への対応 8
発生した事案に対して速やかに対

応している
8

地域密着型の施設の特性を生かし

て適切に調整ができている
8

合計 78 77

⒉　総合評価 合計点 77 評価 Ｂ

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

地域の防災拠点として、防災訓練及び防災研修に対して積極的に
取り組んでいるか

新地域の防災訓練や自主的な行事

を通して住民同士の連携や防災に

対する啓発活動に努めていること

を確認した

地域に密着した施設として、問題等に迅速かつ適切に対応したか

地域ぐるみの防災体制の確立とい

う施設の設置目的について改めて

確認した

　地域の防災拠点として、単なる施設の維持管理だけではなく、防災訓練等の企画事業を積極的に実施し、訓練研修の場を提供している点、また、非常時に高齢者が利用しやすいような施設改修

を定期的に検討、実施している点が評価できる。

　施設の老朽化が顕著であり、カーペットの修繕を指定管理者から求められているが、雨漏り対策、、LED化など施設の維持管理に必要な修繕・改修もあるため、順次対応していく。

２

　

個

別

評

価

積極的な取

組み・連携

強化

指定管理者により企画された事業について、サービスの向上に役
立ったか、また、本来業務を圧迫していないか

地域の防災拠点であり、コミュニ

ティの中心となる施設として、今

後もサービスの向上と、地域の防

災活動への積極的な取り組みを企

画・実施することで合意した



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 公益社団法人沼津夜間救急医療対策協会

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 4

防火・防災計画に基づき訓練を実

施し、緊急事態に備え各自の役割

分担について再度確認を行った。

4
マニュアル等の整備・訓練も実施

され、適切に管理されている。
4

②指定管理者が業務で知り得た個人情報
の適切な取扱い

5

日頃から、業務上知り得た秘密事

項や、患者の個人情報の保護につ

いて職員に周知徹底を図ってい

る。

4 適正に管理・取扱いされている。 4

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 4

法定点検・検査等は従来通り確実

に実施した。令和６年６月に発生

した使途不明金については引き続

き、再発防止策に基き、取り組み

の徹底に努めている。

また、再発防止策の一環として職

員の規範意識の向上を図るため外

部講師によるコンプライアンス研

修を実施した。

4

法定点検・検査の実施について適

切であったこと、使途不明金問題

についてコンプライアンス研修を

はじめ様々な再発防止策を講じて

いることを評価する。

4

②記録管理及び報告・連絡・相談 4

担当課とは日常的に「報告・連

絡・相談」を行い、コミュニケー

ションを図っている。帳簿管理に

ついては今後も徹底していく。

4

市に対する「報告・連絡・相談」

が日常的に行われている点を評価

する。また、帳簿管理については

複数職員で共有され、チェック機

能が構築されていることを評価す

る。

4

③建物保守管理・修繕等 4

各種保守点検については、「沼津

健康福祉プラザ」を一体的に管理

するため沼津市社会福祉協議会と

連携し年間を通じて定期的に建物

や設備の安全点検を実施してい

る。また要改善箇所が発生した時

には当協会から速やかに施設設置

者である沼津市の担当課に改善依

頼を行った。

4

設備・備品の不具合連絡を迅速に

受けており、適切に管理・取扱さ

れている。

4

④清掃及び衛生管理 5

清掃業務については、業務委託契

約を締結しており日々、医療機関

として常に清潔の保持に努めてい

る。

4
医療施設として適切な環境が保た

れている。
4

⑤備品等の購入・管理 4
備品管理は適切に実施している。

（備品購入は市担当課が実施）
4

適切に管理・実施されているが、

日々、備品台帳の更新に努めるこ

と。

4

連絡先 055-951-3480

担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項

評価 評価区分 評価項目 内容 指定管理者

施設名 沼津夜間救急医療センター
担当課名 健康づくり課

⑵日常管理

引き続き、適切な管理・取扱いに

努めることで合意した。

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか。

評点

年度モニタリング実施日（令和８年６月30日　実施）

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか。

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか。
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか。

引き続き、訓練等を通じ職員が適

切に対応できるよう努め、激甚化

する災害への対応を検討していく

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか。

引き続き、適正な管理・取扱いに

努めることで合意した。

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか。

引き続き、適正な管理・取扱いに

努めることで合意した。

引き続き、適切な環境の維持に努

めることで合意した。

引き続き、適正な管理・取扱いに

努めることで合意した。

１

　

共

通

評

価

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか。

建築から15年が経過することを踏

まえ、点検の機会等を通じ、積極

的な改善提案を求め、今後も計画

的な修繕の実施に努めることで合

意した。

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管
理は問題なかったか。



⑥環境への配慮 4

電気料等（光熱水費）の値上げを

考慮して、空調の設定温度をこま

めに調整し、必要のない照明を消

すよう努めている。

4

医療施設という性格上、空調機器

の稼働負荷が大きいが環境への配

慮はされている。

4

①利用者アンケートの実施（必須） 3

アンケートに寄せられた意見等に

ついては、職員間で共有を図り、

その後の対応に役立てている。

3

アンケート結果に対し、職員一人

ひとりが内容を確認し、より良い

対応を心掛けている。

3

②施設利用者への対応 3

接遇態度は、資質により職員間で

差はあるものの、ミーティング及

びコンプライアンス意識改革と啓

発を行うとともに、クレーム等へ

の対応は担当課と密に連絡を取り

ながら組織的に随時・迅速に行っ

ている。（クレーム対応は職員研

修で実施）

3

スタッフの接遇態度等へのクレー

ムはあるため、引き続き注意喚起

を求める。一方で、一次救急であ

ることを理解していない利用者も

多いことから、より丁寧な説明を

心がけるようお願いしたい。

3

③関係団体・地域との連絡調整 4

医師会、3市3町、２次待機病院等

との良好な関係に努め、特に、２

次待機病院との連携強化を図るこ

とにより、救急医療体制の強化が

図られた。

4

病院勤務の医師が少なくなる中、

２次救急医療機関と連携を取り、

病院群輪番制を保持している。

4

①収支計画に基づく執行状況 4
収支計画に基づき、計画的に執行

している。
4

予算に応じて、適切に管理・実施

されている。
4

②適正管理・収支改善の努力 4

会計処理や資金、物品の出納を適

正かつ安全に行うためチエック体

制を強化し効率的な資金管理を

行った。また、使用しなかった医

薬品の返品を行い適正な在庫管理

を行った。

4

会計処理について、適正に実施さ

れている。また、医薬品の返品、

委託料の見直し等、経費削減に努

めている。

4

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 4

医師を確実に確保するため医師紹

介業者を活用したほか、看護師・

薬剤師・医療事務員など夜間医療

従事者についても不足が生じるこ

とのないよう、スタッフの人材確

保に努め、内科・小児科・外科３

科の診療を３６５日毎日行い安定

的な医療を提供した。

4

指定管理者が医師不足への対応を

含め、人材確保に積極的に取り組

み、365日体制で内科・小児科・

外科の診療を維持したことを評価

する。

4

（１）備品等管

理
備品や医薬材料、資機材の管理・取扱 8

医薬材料については、余剰在庫が

生じないよう徹底するとともに、

備品等の管理については、担当課

と密に連絡をとり情報を共有し迅

速に対応する体制をとっている。

8 適切に管理・取扱されている。 8

（２）環境改善 院内環境の改善 8

大型の空気清浄機を３台導入する

ことで、感染症対策を強化し、院

内感染リスクの低減に務めた。

8

患者の動線確保や感染症対策が徹

底されており、院内感染を防ぐ工

夫がされている。

8

⑵日常管理

室内の明るさ、雰囲気はもとより、衛生、清潔の保持を図り、利用者に不
快感や不信感、不安感といったマイナスの印象をあたえないように努める

引き続き、感染症対策を徹底し、

適切な医療体制維持に努めること

で合意した。

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか。

医療従事者及び事務職員が、来所

者の立場にたった対応に努めるこ

とが必要であることを確認した。

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか。

全スタッフに親切・丁寧な対応を

心がけるよう周知することで合意

した。

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環
境配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか。

空調機の使用度合い、温度設定な

ど、適切な管理運用に努めること

で合意した。

⑶継続的・

安定的な

サービス

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か。

引き続き、適切な体制維持に努め

ることで合意した。

２

　

個

別

評

価

各種丁寧に取扱うとともに、定数管理及び在庫の管理を徹底すること。ま
た、破損や故障等がみられた場合は速やかに市に報告し補修、交換など
適切な状態を保つよう努める。

引き続き、担当課と指定管理者と

で緊密な連携を図り、迅速な対応

に努めること、また、医薬品の製

造・流通は世界情勢の影響を受け

やすいため、引き続き、適切な維

持管理に努めることで合意した。

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

引き続き、適切な執行に努めるこ

とで合意した。

・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

引き続き、経費削減による収支改

善に努めることで合意した。

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供
できる状況であったか。

引き続き、安定的なサービスが供

給できるよう適切な体制維持に努

めることで合意した。

１

　

共

通

評

価



（３）再発防止 使途不明金に対する対応 7

現金取扱いに関するマニュアルの

整備、自動釣銭機の導入など、会

計管理体制の強化を図っている。

さらに、現金取引に係る監査項目

の追加や外部監事の増員による監

査機能の充実に加え、事務長を補

佐する職員を新たに配置するな

ど、組織体制の強化も進めてい

る。

7

ソフト、ハード両面において再発

防止策が講じられていることを評

価する。

7

合計 79 77

⒉　総合評価 合計点 77 評価 Ｂ

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

令和６年度に判明した使途不明金については、民事手続きを進めるなど、回収に向けて真摯に取り組んでいる。

また、再発防止策として、現金取扱いに関するマニュアルの整備や自動釣銭機の導入による現金管理体制の強化をはじめ、事務長を補佐する職員の配置による組織体制の強化、預金口座への入金状況

に係る監査項目の追加、さらには外部監査体制の拡充による監査機能の強化など、具体的かつ実効性のある取組が着実に実施されているものと評価する。

今後とも、これらの取組を着実に継続・徹底し、地域住民からの信頼回復を図るとともに、地域における救急医療の安定的な提供が確保されるよう、適切な施設運営に取り組んでほしい。

２

　

個

別

評

価

発生後から現在に至るまで、どのような再発防止策を行ってきたか、また、
その対応に自己評価をつけるならどの程度か。

引き続き、再発防止策の徹底に努

め、市民の信頼回復に向け取り組

むことで合意した。



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 公益社団法人地域医療振興協会

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 4

防火・津波避難訓練 年２回分館

と合同で実施（９月・３月）。マ

ニュアル更新。院内カメラ稼働

中。

5

マニュアルを整備しており、これ

に基づき訓練を実施している。ま

た状況に応じたマニュアルの更新

も行われている。

5

②指定管理者が業務で知り得た個人情報
の適切な取扱い

4

電子ｶﾙﾃのｱｸｾｽはID・ﾊﾟｽﾜｰﾄﾞで管

理、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続は原則不可。新

職員には予め個人情報保護の同意

書面を求めている。

4
個人情報保護について適切に対応

している。
4

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 4

各法律等に基づき、消防設備点検

やX線漏洩点検、空調フロン点検

等を実施。

4
各法令に基づき適切に点検を実施

している。
4

②記録管理及び報告・連絡・相談 4

業務記録は毎月健康づくり課へ報

告し,相談事はその都度連絡してい

る。保健センター戸田分館との情

報交換も密。

4
確認事項について、その都度報告

されている。
4

③建物保守管理・修繕等 4

協定書に基づき、100万円未満の

修繕を適宜実施。担当課との情報

共有に努めている。協定以外の機

器点検も積極的に実施。

4
基本協定に基づき、適切に実施し

ている。
4

④清掃及び衛生管理 4

業者による週３回館内清掃、年２

回床ﾜｯｸｽがけ、ｶﾞﾗｽ清掃実施。業

者による空調清掃を追加実施。

4 清潔な環境が保たれている。 4

⑤備品等の購入・管理 4

備品台帳あり。備品シール点検済

み。市と協議の上、臨床化学分析

装置を更新した。

4
備品台帳整備済。廃棄、新規購入

備品についても反映されている。
4

⑥環境への配慮 4
昨年度より費用▲8%。水道量▲

8%、感染性廃棄物▲20%。
5

医療機関であり、一律の節減が難

しい中、可能な範囲の対応がなさ

れている。

5

①利用者アンケートの実施（必須） 4

アンケートを実施し、職員への

サービスに対する意識付けを行っ

た。内容は全職員共有済み。

4

利用者アンケートを実施し、結果

を全職員で共有するとともに、

サービス向上に向けた意識の醸成

に努めていることを確認した。

4

②施設利用者への対応 4

朝礼でサービスや対応を確認。事

故・ヒヤリハット・苦情報告書整

備済。

4

苦情や医療事故等もないことか

ら、心遣いのある対応ができてい

ると推察される。

4

③関係団体・地域との連絡調整 5

健康づくり課との関係は良好。ﾎﾞ

ﾗﾝﾃｨｱ活動に協力し、地域に溶け

込んでいる。祭事への協力を継

続。

5

地域活動にも参加しており、積極

的に関係を構築していることが推

察される。

5

施設名 戸田診療所
担当課名 健康づくり課

連絡先 055-951-3480

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和８年６月30日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか。
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか。

引き続きマニュアルに基づき適切

に実施するとともに、緊急事態に

は職員が適切に対応できるよう努

める。

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか。

引き続き、個人情報の適切な管

理・取扱に努める。

⑵日常管理

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか。

引き続き、適切な管理・実施に努

める。

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか。

引き続き、適切な管理・取扱に努

める。

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか。

点検の機会等を通じ、今後も計画

的な修繕の実施に努めるととも

に、再規模修繕を要する際は速や

かに協議する。

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管理
は問題なかったか。

引き続き、適切な環境の維持に努

める。

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環境
配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか。

施設の性質上、可能な範囲で空調

機の使用度合い、温度設定など、

適切な管理運用に努める。

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか。

引き続き、適切な管理・取扱に努

める。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか。

引き続き、利用者の立場に立った

対応に努める。

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか。

引き続き、利用者の立場に立った

対応に努める。

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か。

担当課とは引き続き連絡を密に

し、地域に対しても積極的に対応

する。



①収支計画に基づく執行状況 3

経常利益は、前年比▲70％。事業

計画の23％。人口減による患者数

減少に伴うもの。

3

経常利益は計画及び前年度を下

回ったが、人口減少等の影響によ

るものであり、概ね合理的な理由

によるものと認められる。

3

②適正管理・収支改善の努力 3

患者数5％減、診療単価は維持。

ECサイトを活用し消耗品の安価

調達に務めた。

3 収支改善に努めている。 3

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 4

法人全体で赤字決算だが、これま

での収支状況からは問題はないと

考えている。

3

法人全体では赤字決算となってい

るが、これまでの経営状況等を踏

まえると、現時点では指定管理業

務を継続的かつ安定的に実施でき

る状況にあると認められる。

3

⑴継続的・安定

的なサービス
①利用実績 6

対前年比患者数約5％減。戸田地

区人口4％減。
6

人口減少の影響による減であり、

実績は妥当と考える。
6

⑵お客様の声 ①意見・苦情への対応、業務への反映 8

意見の吸い上げを図っている。苦

情へは迅速に対応している。大き

な苦情は無い。

8

行政に寄せられた苦情について、

院内で早急に情報共有し、業務や

対応の改善に努めていると判断で

きる。

8

⑶収支 ①適正な経理 7

診療所と管理部門との二重ﾁｪｯｸ体

制をとり、かつ会計事務所活用に

より適正処理を行っている。

8
関係書類が適正に整えられてお

り、チェック体制も整っている。
8

合計 76 78

⒉　総合評価 合計点 78 評価 Ｂ

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

１

　

共

通

評

価

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供で
きる状況であったか。

引き続き、適切な体制維持に努め

る。

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

引き続き、適切な執行に努める。

・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

引き続き、経費節減による収支改

善に努める。

  利用者アンケートを活用したサービス向上に努めるなど、概ね適切な施設運営が行われていることを確認した。また、患者数の減少に伴う収支への影響が見られるものの、消耗品の調達方法の見直し

や電気・ガス・水道などのエネルギー使用量の削減など、経営改善に向けた取組も実施されている。今後も戸田地区唯一の診療所として、安定的な施設運営及び利用者サービスの維持・向上に努められ

たい。

２

　

個

別

評

価

利用実績が目標値を達成しているか。また、近年の実績や類似施設などと
比較して妥当であるか

引き続き、利用者の立場に立った

対応に努める。

利用者からの意見・苦情に迅速に対応できているか。また、その内容を踏
まえ、職員への周知等、業務の見直しに生かされているか

患者からの意見を吸い上げ、さら

なる改善に努める。

収支に係る関係書類は適正に整えられていたか
適正に処理されていることを確認

する。



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 らららサンビーチ共同事業体

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 5

災害対策及び危機管理マニュ

アルの整備し担当課とも共有

しており、海水浴場の管理と

いうこともあり津波が来るこ

とを想定し、スタッフには避

難経路の確認などを行ってい

る。

5

マニュアルが整備され、事故等の

発生時の協力体制が確立されてい

る。アルバイトを含めた定期的な

避難訓練のほか、避難経路につい

てのアナウンスを実施している。

5

②指定管理者が業務で知り得た個人情報
の適切な取扱い

5

責任者は個人情報の点検を年

に2回実施、本社主導にて全従

業員全員個人情報に関する研

修を年1回以上受講している。

書類については、鍵付きキャ

ビネット内で過去分を適切に

保管している。

5 適切に対応している。 5

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 4

関係法令及び施設運営に関す

る規定を遵守し、適正な管理

運営を行った。スタッフに対

して法令遵守の周知を行い、

適切な業務遂行に務めた。

3

条例、基本・年度協定や仕様書に

定められる事項について、管理が

されている。

4

②記録管理及び報告・連絡・相談 3

毎月業務日誌を市に提出し、

必要に応じて担当課と連携を

図っている。自社購入備品台

帳などの作成はできていな

かった。

3

月報については、下半期に提出遅

延があったものの、事故報告等、

臨時報告は適切にされている。

3

③建物保守管理・修繕等 5

日常点検を実施し、設備の異

常早期発見に務めた。必要な

修繕については、速やかに対

応し、安全な施設運営を図っ

た。業者による修繕も担当課

と相談の上で実施している。

5

電球切れや水漏れ等は自主的に対

応される等、建物・設備機器の保

守管理・安全点検は適切に行われ

ている。

5

④清掃及び衛生管理 5

日常清掃を実施し、清潔な施

設を保った。また、営業後ト

イレ、シャワー、更衣室の水

はきや清掃を行い衛生管理上

問題はなかった。

4

トイレの清掃は毎朝実施し、清掃

業者を週5で入れる等、衛生管理

に努めている。

5

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか。
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか。

危機管理マニュアルを全スタッフ

間で共有し、必要に応じて訓練を

実施すること。事故発生時は適切

に行動し、水産海浜課へ速やかに

報告すること。引き続き地域の避

難訓練に参加し、避難経路や誘導

方法等の確認を行うこと。

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか。

個人情報に関する研修を行い、運

営において入手した個人情報は適

切に対応すること。

⑵日常管理

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか。

年に2回のコンプライアンス研修は

継続して実施すること。関係法令及

び条例、基本・年度協定や仕様書

に定められる事項など施設運営に

関する規定を遵守し、適正な管理

運営を行うこと。

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか。

報告書等の提出期限を遵守するこ

と。自主事業について、市の広報

を活用する場合は余裕をもって申

請し、承認を得ること。

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか。

建物・設備機器の保守管理・安全

点検は適切に行うこと。

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管理
は問題なかったか。

トイレ等の衛生管理は施設利用者

の印象に大きく影響することか

ら、引き続き日常清掃を行い、清

潔な施設を保つこと。更衣室の

砂・水はき清掃を適切に行うこ

と。

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和８年６月30日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

施設名 沼津市西浦海浜施設
担当課名 水産海浜課

連絡先 055-934-4753



⑤備品等の購入・管理 3

施設の備品については基本協

定に基づき適切に管理されて

いる。自社購入備品台帳など

の作成まで行えていなかっ

た。

4 適切に対応している。 3

⑥環境への配慮 5

施設の節電・節水を努めると

ともに、ゴミの分別を徹底し

た。また消耗品の購入の際は

エコマーク商品やグリーン購

入を心掛けている。

5

利用者サービスの低下を招かない

範囲で節電等に努める等、適切に

対応している。

5

①利用者アンケートの実施（必須） 3

利用者に対し、アンケートを

直接実施できていなかった。

ただお客様の声など口コミに

あったものを聞き入れサービ

ス向上に努めた。

2

仕様書及び事業計画書に記載が

あったもののアンケートは実施さ

れなかった。次年度以降は確実に

実施し、サービス向上につなげる

よう改善を求める。

2

②施設利用者への対応 4

利用者からの問い合わせ要望

に対し、迅速かつ丁寧に対応

を行った。クレームについて

は、担当課に対応策などを共

有し再発防止を心掛けてい

る。

3

市民の声への投稿を受け、内容を

全スタッフに共有し改めて接遇研

修を実施し再発防止に努めてい

る。概ね利用者に対する接遇やク

レーム等の対応は適切であった

3

③関係団体・地域との連絡調整 4

必要に応じて関係団体及び地

域関係者との連絡調整を適切

に行い、良好な協力関係の維

持に努めた。

4

施設内にて地域の納涼祭が開催さ

れる等、地域や周辺施設との連絡

調整が図られている。

4

①収支計画に基づく執行状況 3

初年度ということもあり、必

要な備品や消耗品などの購入

そして人件費など思っていた

計画通りにはいかなかった。

3

自主事業において当初よりも開催

回数が少ないことはあったもの

の、通常業務は計画通り適切に実

施された。人件費、光熱水費等の

支出増は物価高によるものであ

る。

3

②適正管理・収支改善の努力 4

支店と連携し、正確な会計簿

の作成に努め管理体制として

も適切管理を行った。収支改

善などは試行錯誤でしたが、

収入増加のためSNSなど積極

的に広報活動を行った。本部

を中心とした消耗品の購入管

理や水光熱費の使用量管理を

徹底して経費削減に努めた。

3

適切な管理体制を取っている。

指定管理者初年度ということもあ

り、繁忙期の対応人数に余裕をも

たせたことから前年度に比べて経

費増、収支は減となったが、利用

者は増加しているため、次年度以

降に収支改善されると思われる。

3

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 3

全国各地で指定管理の実績が

あり、経営状況も安定してお

り経験豊富なノウハウを有し

ている。

4

日常的な施設修繕やスタッフ研修

等により安定的なサービスを提供

できている。

4

(1)アンケート

の実施

①施設利用者に対するサービス向上への
寄与

6

利用者に対し、アンケートを

直接実施出来ていなかった

が、お客様の声など直接頂い

た意見、要望などで、対応で

きる物はすぐに対応に努め

た。

7

アンケート実施や分析は不十分で

あったが、地元企業と協力したイ

ベント等を複数回実施し、施設の

利用促進を図った。次年度以降も

継続的なイベント開催、利用者増

に期待できる。

7

(2)経理の評価 ①経理関係書類の整理 8

収支に係る関係書類は全て、

鍵付きのキャビネット内に保

管し、整えている。

4

提出資料について指定管理者の内

部での確認や情報共有が不十分で

あり、内容修正が多々あったため

改善を求める。

4

２
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評

価

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、閑散
期における施設利用の促進、利用者増につながるサービス向上に努めた
か

アンケートは必ず実施すること。

実施時期や周知方法を工夫して回

答数を増やすことに努め、利用者

層の把握、利用者満足度の向上、

治安維持対策等の参考とするこ

と。

収支に係る関係書類は適切に整えられていたか

市への提出書類はダブルチェックの

実施など、指定管理者内部で十分

に確認し、適切に管理すること。

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

自主事業については、事前に密な

計画を立てて実施すること。物価

高騰等の社会情勢を注視し、料金

改定する際は周知期間を十分に設

け、早めに市へ相談すること。

・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

SNS等を活用し、閑散期の集客に

努めること。自主事業等によりプ

ラスとなった収益については、適

切な範囲で地元や利用者サービス

面に還元するよう努めること。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか。

アンケート実施時期や周知方法を

工夫して回答数を増やすことに努

め、利用者層の把握、利用者満足

度の向上、治安維持対策等の参考

とすること。

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか。

定期的な接遇研修等を実施し、利

用者満足度の向上、サービス改善

に努めること。利用料金、禁煙、

路上駐車禁止などの施設ルールを

周知し、クレーム減に努めるこ

と。

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か。

地域や周辺施設との連絡調整を密

に行い、良好な関係を築くととも

に、にぎわい創出を図ること。

引き続き安定的なサービスを提供

すること。

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環境
配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか。

消耗品はグリーンマーク購入する

ほか、スタッフの体調管理に配慮

し、利用者サービスの低下を招か

ない範囲で節電等に努めこと。

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか。

施設の備品及び自社購入品につい

て、適切に管理すること。

１

　

共

通

評

価

⑵日常管理

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供で
きる状況であったか。



（３）施設PR ①施設の利用増進に係る効果的なPR 7

施設の利用促進に向けて、

SNSの活動を積極的に行っ

た。インスタグラムやライン

を活用し逐一イベントなどア

ピールし、月2回は広報するよ

うに徹底した。

8

専用ホームページやSNSを活用

し、施設のPRを実施した。施設の

認知度が上がり、個人占用による

使用も増加した。

8

合計 77 72

⒉　総合評価 合計点 73 評価 Ｂ

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

・指定管理者初年度において、繁忙期を含め大きな事故・トラブル等はなく、安定した運営が行われている。

・施設内で地元のお祭りを開催するほか、閑散期におけるイベント実施により利用者が増加しており、地域のにぎわい創出に寄与している。

・地震や大雨警報など、災害時における施設の開閉判断、市への報告、利用者への周知等、迅速かつ適切に行われている。

２

　

個

別

評

価

利用増進に結びつく効果的な方法または頻度で施設をPRしたか

SNSやホームページにより施設の

積極的なＰＲをするとともに、施

設利用における注意事項を分かり

やすく掲載し、利用者とのトラブル

軽減に努めること。



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 加和太建設株式会社

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 4

危機管理マニュアル等に基づく毎

日の定期巡回と情報共有を徹底

し、重大事故ゼロを達成しまし

た。本年度は熱中症対策を重点推

進し、安全な作業体制の構築や必

要備品の導入を進め、環境変化や

緊急事態にも柔軟に対応できる環

境整備に努めました。

5

園内で異常があった際など迅速に

対応出来るようマニュアルや配備

体制が整備されている。

熱中症対策など安全に作業等が出

来るよう環境が整備されている。

5

②指定管理者が業務で知り得た個人情報の適
切な取扱い

4

業務上扱う個人情報は適切に保

管・管理し、電子情報についても

クラウドを使用しパスワード等で

適切に管理・運用しています。ま

た、業務に従事する全スタッフに

対し、個人情報の適切な取り扱い

について周知徹底を図り、情報漏

洩の防止に努めています。

5

個人情報の管理について、パス

ワード設定など、適切に管理され

ている。また、職員に対し取扱い

周知の徹底が出来ている。
5

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 5

消防設備、防火対象物、高圧受電

設備などに関する関係法令を遵守

し、適時適切に点検を実施してい

ます。また、事故リスクを軽減す

るため園内運転の年齢制限を設け

たり、刈払い機の操作受講をする

など自主努力を継続しました。

5

専門業者に消防保守点検等を委託

し、問題が発生した際には市にそ

の都度連絡し対応している。草刈

り作業についての安全講習をしっ

かり受けている。

5

②記録管理及び報告・連絡・相談 3

倒木等の突発的な事象には市と密

に連携し、迅速に対応できまし

た。なお、会計関連の資料作成に

ついては、税処理の統一記載や集

計精度の向上を次年度の事務改善

課題としてスタッフ間で共有し、

業務のブラッシュアップを図りま

す。

3

緊急時や報告事項の連絡は迅速に

行われている。

3

③建物保守管理・修繕等 5

入園者の安心・安全の確保と利便

性の向上を最優先とし、トイレ詰

まりや非常用照明設備修繕など、

迅速かつ積極的な対応（一般修繕

約42万円分）を実施しました。

4

簡易修繕や小倒木の処理は現場で

臨機応変に対応出来ている。ま

た、市と協議が必要な場合は、密

に連絡が取れている。

開園当時から使用している園内看

板等を更新し、適切な管理を期待

したい。

4

担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

施設名 沼津御用邸記念公園
担当課名 緑地公園課

連絡先 055－934-4796

評価 評価区分 評価項目 内容 指定管理者

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか。
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか。

確認した結果、マニュアルや配備

体制等適切に整備されていると判

断できる。

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか。

年度モニタリング実施日（令和８年７月27日　実施）

確認した結果、個人情報の取り扱

いについて、管理やスタッフに対

する取扱いの周知徹底が出来てい

ると判断できる。

⑵日常管理

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか。

運用を確認し、問題なし。

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか。

事務の引継ぎ等、スタッフ間での

連携を強化するよう指示した。

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか。

引き続き、臨機応変に対応してい

く。



④清掃及び衛生管理 5

就労支援施設や外部委託先と連携

し、衛生管理の徹底を図りまし

た。広大な敷地における除草・清

掃業務については、委託先と直営

スタッフで適切に役割分担を行

い、選択と集中をもって苑内の美

化に努めました。

4

限られた人員で園内が清潔に保つ

ことが出来るよう工夫されてい

る。

清潔な状態が年を通し継続される

ことを期待する。

4

⑤備品等の購入・管理 4

月次予算の執行状況を常に確認し

ながら適正な物品購入に努めると

ともに、在庫や廃棄の状況を台帳

等で適切に管理することでロスを

削減し、施設全体の収支改善に繋

げました。

5

適正に管理されている。

5

⑥環境への配慮 4

近年の気候変動で空調にかかる電

気料金は急騰しましたが、施設全

体の省エネ意識向上を徹底した結

果、ガス料金やゴミ収集量を前年

度より大幅に減らし、環境マネジ

メントの観点で確実な成果を収め

ました。

5

観光・文化施設であるため、節

電・節水は利用者サービスを悪化

させない限度としているが、前年

度以上の成果となっている。

5

①利用者アンケートの実施（必須） 5

来園者に対しアンケート協力への

呼びかけを積極的に行い、その結

果を次期の料金改定や指定管理の

募集要項の参考となるレベルの取

り組みにまで昇華させることがで

きました。

4

利用者に対し積極的にアンケート

を実施していた。

実施したアンケートを基に、利用

者のサービス向上につながる施策

を期待する。

4

②施設利用者への対応 5

日々の受付・案内業務に丁寧に取

り組み、お客様の声や予期せぬ事

故にもスタッフ間で連携し迅速に

対処いたしました。さらに、マス

コミ対応や周辺住民からのご要望

など直接の利用者以外の方々へも

真摯に向き合い、地域に信頼され

る施設運営に努めております。

4

窓口対応の職員等は笑顔・丁寧な

言葉で対応している。

少ない人員でできる限りの対応を

しているが、電話がなかなか繋が

らないことが散見された。

4

③関係団体・地域との連絡調整 5

皇室ゆかりの庭園ツーリズムの事

務局を担い運営に深く関与しまし

た。恩賜箱根公園、秩父宮記念公

園、三島市立公園楽寿園と連携

し、「周遊スタンプラリー」を開

催するなど相互送客を実現しまし

た。

5
関係団体と適切に連絡調整し、事

業を実施出来ている。
5

①収支計画に基づく執行状況 5

【収支】全体で913千円の黒字を

達成しました。特に自主事業部門

において売店・喫茶部門で躍進が

見られ収支で+617 千円を確保

し、計画を上回りました。また管

理部門でも+297千円を収めるな

ど極めて優秀な執行状況でした。

4

人件費の増額等による支出の増が

あり、収支状況は令和７年度計画

を上回っているが、選定当初の計

画には届いていない。

集客や販売促進のための工夫がさ

れており、効果が出てきている。

4

②適正管理・収支改善の努力 5

会計処理は適時適切に行われてお

り、社内の部門別収支報告と御用

邸の事業報告書（収支）は完全に

一致しています。経費節減・収支

改善により前述の好結果を収める

ことができました。

5
会計処理は適切に行われている。

また、収支改善の努力が伺える。
5

地域を巻き込んだ清掃活動等を検

討していく。

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか。

運用状況を確認した。

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか。

窓口対応の職員等は笑顔・丁寧な

言葉で対応している。

少ない人員でできる限りの対応を

しているが、電話がなかなか繋が

らないことが散見された。

運用状況を確認した。

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか。

引き続き、日常的な管理を進めて

いく。

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管理
は問題なかったか。

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

改善されていることを確認した。

・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

会計処理は適切に行われている。

また、収支改善の努力が伺える。

１

　

共

通

評

価

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環境
配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか。

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か。

運用状況を確認した。

⑵日常管理



⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 5

本業である土木・建築事業が好調

なため、指定管理者として継続

的・安定的にサービスを提供でき

る状態でした。他部署からの支援

体制も盤石で、夏季に実施した

「けんちく体験祭り」はその証左

であるととらえています。

5 問題なし。 5

①R2(2020)公募時の募集要項p.5「指定管理

者に求めるもの」への対応状況
8

委託と直営の役割を明文化し、剪

定・清掃等の日常管理を徹底。他

庭園との連携や書道展等を通じ歴

史的価値を発信する工夫を継続し

ました。SNS活用や営業活動によ

り、若年層や家族層の新規・リ

ピーター獲得を実現しました。

7

広報ぬまづやSNSを積極的に使用

するなど、顧客ニーズに合わせた

発信や、新たな商品を開発し、新

規顧客獲得に取り組んでる。

7

②R2(2020)公募時のプロポーザルおよび年

度ごとの事業計画書への対応状況
5

ぬまづ茶会や栗名月の宴、hana・

花・シンフォニー等の開催を通

じ、施設の魅力発信と市民の文化

振興に努めました。イベント実施

にあたっては市教育委員会や観光

戦略課等の他課と連携を深め、市

と一体となった施設運営により、

集客力と満足度の向上を実現しま

した。

5

自主事業や市と連携したイベント

など、御用邸の魅力を生かすこと

が出来ている。

5

③年度中に実施・計画した取組みの中で特

にアピールしたいもの
9

本年度の大きな成果は、「けんせ

つ体験まつり」や「清掃大作戦」

を通じた大規模な巻き込み事業で

す。加和太建設の全社協力や協和

会等の支援、地元住民200名規模

の参加を得ました。自社の組織力

と地域の力を掛け合わせたダイナ

ミックな運営で、新規客層の獲得

と認知拡大に大きく貢献しまし

た。

7

自主事業の実施や、御用邸ブラン

ドの醸成により、新たな客層の獲

得に取り組んでいる。

7

合計 86 82

⒉　総合評価 合計点 82 評価 Ｂ

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

・公募時のプロポーザルにて提案した事項を実施・達成できているか
・年度ごとの事業計画書の内容を実施・達成できているか
・実施・達成により魅力向上・運営改善等に効果が現れているか
・PDCAを意識し、状況に応じて見直し、反映しているか

利用者の滞在時間の向上及び、満

足度向上のため、継続して取り組

んでいく。

２

　

個

別

評

価

R2選定提案内

容との比較

・雑草・雑木・ゴミ・落ち葉等の除去、芝生管理、清掃、修繕等を日常的に
徹底しているか
・歴史・文化的にかけがえのない高い価値を有している施設として理解・発
信しているか
・既存の展示解説方法・施設の活用方法にとどまらず、創意工夫を続けて
いるか
・文化・観光利用を推進するのはもちろん、一般・リピーター利用の拡大も
試みているか

園内の質の向上及び滞在動機の確

立等、新規顧客やリピーターの

増、観光時の選択肢となるよう努

めていく。

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供で
きる状況であったか。

問題なし。

１

　

共

通

評

価

・年度中に実施・計画した取組み（当初計画の有無にかかわらない）の中
で、指定管理者として特にアピールして評価を求めたいものは何か

広報ぬまづ等の媒体やSNSを利用

し、広報活動に力を入れていた。

団体客の増加を期待したい。

コロナが５類移行となり、市内他施設では観光客・利用客がコロナ前水準に戻りつつある中、御用邸記念公園では、コロナ前の半分程度までしか戻っておらず、テコ入れが必要である。

園内の整備については、現指定管理者に変わってから徐々に良くなっており、評価できる。

また、広報活動に積極的に取り組んでいることや、自主事業の見直しなど、努力が伺える。

次期指定管理期間では、名勝指定外の整備に期待したい。



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 沼津我入道漁業協同組合

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 5

安全管理を昨年以上に整備した。

昨年同様掲示板にハザードマップ

を掲示している。

4
安全管理規程に基づき運航されて

いる。
4

②指定管理者が業務で知り得た個人情報の適
切な取扱い

5

渡し船を運営する上で、個人情報

を扱っていない。職員、従業員の

個人情報は、鍵付きの金庫に保存

している。

3

顧客の個人情報の取り扱いはな

い。職員・従業員の個人情報は金

庫にて適切に管理されている。

3

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 4

運行日当日朝、簡単に法令を確認

している。法令に基づいた点検や

検査を行っている。

3

法令で定められている船舶検査

や、運航前の始業点検を確実に実

施している。

また、運航日は毎朝朝礼を実施

し、必要事項を伝達している。

3

②記録管理及び報告・連絡・相談 5
毎月利用状況について報告してい

る。
3

天候不良等に伴う欠航情報や月毎

の運航状況について、遅滞なく報

告されている。

3

③建物保守管理・修繕等 5
運行前には施設・設備の点検を行

い常に必要な修繕を行っている。
4

運航前の始業点検が確実に実施さ

れており、年に２回、船を陸揚げ

して船底を点検している。

4

④清掃及び衛生管理 5
運行前には、設備の清掃を行って

いる。
4

船及び乗場の美観維持に努めてい

る。
4

⑤備品等の購入・管理 5
渡し船専用の預金口座・領収書・

伝票により適切に管理している。
3

我入道漁協で管理している備品は

なく、購入もしていない。市の備

品について適切に管理がされてい

る。

3

⑥環境への配慮 5
手漕ぎで省エネ運航に心がけてい

る。
3

船外機を使用する際も、エンジン

を全開にはせず、ゆっくり運航す

ることを心掛けている。

3

①利用者アンケートの実施（必須） 5

利用者との対話・チケットにQR

コードをを用いて、サービス向上

に努めている。

3
チケットにQRコードを印字し、

アンケートを実施している。
3

②施設利用者への対応 5
利用者からの問合わせには、丁寧

かつ適切に対応している
3

いただいた意見については迅速に

対応した。
3

施設名 我入道の渡し船
担当課名 観光戦略課

連絡先 055-934-4746

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和８年５月29日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか

緊急時対応マニュアルの概略版を

船にも配備することで合意した。

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか

引き続き、職員・従業員の個人情

報管理を徹底すること。

⑵日常管理

関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか

利用者の安全確保のため、法令遵

守を徹底するとともに、コンプラ

イアンス遵守のため、複数人での

チェック体制や通報体制を整える

こと。

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか

エクセル等を用いて誰にでも分か

る出納簿を作成することで合意し

た。

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか

船が古いため、点検については引

き続き確実に実施すること。

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管理
は問題なかったか

我入道とあゆみ橋乗場で乗場のコ

ケ落としを実施していることを確

認した。引き続き、利用者の安全

を確保するためにも、丁寧な清掃

を継続すること。

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環境
配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか

可能な限り、手漕ぎ運航に努める

こと。

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか

修繕用の備品等を購入した場合

は、台帳を作成し管理すること。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか

QRコードでのアンケートの回収率

が悪いため、別の方法を検討する

ことで合意した。

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか

引き続き運航状況については周知

を徹底するとともに、適切な接遇

を心掛けること。



③関係団体・地域との連絡調整 5
地域との日常的な連絡により良好

な関係を保っている。
4

自治会や観光協会と良好な関係を

構築している。また、蓼原乗場が

使用できない際、スルガマリーナ

と調整を図り同社の船着き場を下

船場所としている点を評価する。

4

①収支計画に基づく執行状況 4

範囲内ではあるが老朽化により修

繕が増加しているが、収支状況を

維持管理している。

3

天候不良に伴う欠航が多かったこ

とにより人件費が当初の予定から

減少しているが、その他は概ね予

定通り執行されている。

3

②適正管理・収支改善の努力 3

組合の口座の中である程度は「渡

し船」口座から出していたもの

の、今年度はきっちり通帳を分割

するようにした

3
省エネ運航による燃料費の削減

や、直営での修繕に努めている。
3

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 3
新規事業への取り組みにサービス

向上できるか努めている。
3

ふるさと納税へのギフト品の出品

等新規事業に取り組んでいる。
3

緊急事態への対応及び防災に対する意識 10

運行日には天気をチェックしてい

る。突然の暴風雨などには、迅速

な対応を徹底している。

9

２種免許の取得人数を増やしてい

る。また、人命救助講習の受講

や、緊急連絡先を船に常備する

等、有事の際に備えている。

9

帳簿の管理 10
渡し船専用の預金口座にて取引履

歴を明確に管理している。
6

渡し船専用口座により、帳簿が管

理されている。
6

利用者増に結びつくＰＲ等の実施状況 10

メディア等撮影及び取材に積極的

に協力して観光事業のPRに努めて

いる。

6
メディアの撮影依頼に積極的に協

力している。
6

合計 94 67

⒉　総合評価 合計点 67 評価 Ｃ

⒊ 　施設所管担当課評価コメント、意見等

１

　

共

通

評

価

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供で
きる状況であったか

新規事業への参入等、安定的な収

支状況を維持できるよう努めてい

ることを確認した。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か

今後も関係団体と良好な関係を保

ち、安全な運航に努めること。

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

収支計画に基づいた事業執行に努

めること。

・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

エクセル等を用いて誰にでも分か

る出納簿を作成する予定であるこ

とを確認した。

会計簿は複数人で確認すること。

専門性を活かして、自主的な修繕の実施や、日常点検の徹底により、安全の確保に努めている。

また、他の遊覧船等の事故を受け、マニュアルの見直しや人命救助講習を実施する等、より一層の安全管理体制を構築している点が評価できる。

引き続き安全運航を徹底するなかで、利用者増加に繋がる取り組みに努めていただきたい。

２

　

個

別

評

価

有事の際の対応は適切に行われたか。また、防災に対する意識は高いか

天候については繰り返し確認し、

少しでも危険があると判断した場

合は運航を中止すること。

帳簿等を正しくつけられているか。また、適切に管理されているか
渡し船専用口座以外での出入金は

行わないことで合意した。

利用者を増やすため、積極的なＰＲができたか

我入道乗場からの利用者を増やす

ため、漁協従業員の駐車場を開放

することで合意した。



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 戸田森林組合

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 3

防災マニュアルを作成・周知し、

緊急時対応体制を整えている。見

回り・事前キャンセルによりリス

ク軽減を図っている。

4

防災マニュアルが作成されてお

り、利用者を巻き込んだ避難訓練

が行われている。また悪天候の際

は利用者に対して事前にキャンセ

ルを行うなど安全を守るために適

切な管理が行われている。

4

②指定管理者が業務で知り得た個人情報の適
切な取扱い

3

戸田森林組合コンプライアンスマ

ニュアルに則り管理をしている。

個人情報は組合事務所で保管して

いる。

3

組合事務所の鍵付き書庫に、受付

の際に得た個人情報が記載されて

いる書類が保存されており、適切

に管理されている。

3

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 3

協定書に基づき適切に管理して

る。法定点検等実施の際は担当課

へ報告している。

3

法定点検が確実に実施されてお

り、月次報告書によって担当課へ

の報告も行われている。

3

②記録管理及び報告・連絡・相談 4

業務日誌、備品台帳、会計簿を作

成し担当課へ定期的に報告してい

る。

4

営業日ごとに日報が作成され、戸

田森林組合総務課長が確認を行っ

ている。修繕が必要な個所につい

て、担当課に相談を行っている

4

③建物保守管理・修繕等 5

経年劣化による修繕必要箇所が増

加傾向にあるため日常的に点検等

を行い危険・破損等には迅速に対

応（可能な範囲の修繕）し報告し

ている。

5

指定管理者の特性を生かした建

物、施設への保守や修繕が行われ

ている。対応可能なものについて

自ら素早く修繕が行われている。

5

④清掃及び衛生管理 5

清潔に保てるよう清掃・衛生管理

をしており利用者からも高評価を

得ている。

5
築年数の経った施設ではあるが、

清掃が行き届いている。
5

⑤備品等の購入・管理 3
基本協定に基づき適正に備品台帳

への記録を行っている。
3

令和7年度に購入した備品はない

が、基本協定に基づき適切な備品

管理がされている。

3

⑥環境への配慮 4

組合で森林認証を取得し環境保全

に努めている。キャンプ場のチラ

シでもゴミの減量や節電を呼びか

けている。

4

キャンプ場利用者全員にごみの持

ち帰りに関して働きかけを行って

いる。

4

①利用者アンケートの実施（必須） 3

実施しているが有効な回答率を上

げるため設問を工夫し運営に生か

せるよう改善していく。

3

アンケート回答者におまけをプレ

ゼントするなど回答率の増加に努

めた。

3

②施設利用者への対応 3

接遇マニュアルを作成し従業員に

周知している。日頃から親切な対

応を心掛けている。

3

アルバイトに対して接遇マナー研

修を行っている。接客担当者と管

理者でいつでも連携がとれる体制

である。

3

施設名 沼津市戸田はかま滝オートキャンプ場
担当課名 観光戦略課

連絡先 055-934-4746

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和８年５月27日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。また、
実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか,
安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか

引き続き管理者と利用者が一体と

なった訓練を行うこと。

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか

引き続き個人情報については適切

に管理すること。

⑵日常管理

関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。また、所定の業務が協定書ど
おりに実施され、法定点検や検査なども確実に実施されたか

引き続き法定点検の実施と担当課

への報告を行うこと。

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか 引き続き会計簿は一人で完結せ

ず、複数人で確認すること。

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか

直営での修繕を続けるとともに、

規模が大きいものに関しては担当

課と相談すること。

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管理
は問題なかったか

引き続き施設を清潔かつ衛生的な

状態に保つこと。

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環境
配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか

引き続き利用者に対して働きかけ

を行うこと。

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか

引き続き備品の購入、管理につい

て基本協定に基づくこと。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか

回答者数増加に関して、リピーター

に対しても効果的な施策を考える

こと。

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか

引き続き接遇マニュアルに基づき

接客を行うこと。



③関係団体・地域との連絡調整 4

地域のイベントへの参加や協賛に

より積極的に地域の各団体と関わ

り、良好な関係を築いている。

4

戸田さんさんまつりに木工品を出

品したり、戸田小中一貫校の児童

が自分で育てたお米を持ち込んで

キャンプ場で炊くイベントなど、

地域と良好な関係を築いている。

4

①収支計画に基づく執行状況 3

人件費・物価上昇のため固定費削

減は難しい状況だが自主事業等実

施し増収に繋がるよう努めてい

る。

3

自主事業等を行うことで利用者数

を増加させ、収支を改善してい

る。

3

②適正管理・収支改善の努力 3

SNSや無料広告、キャンペーンの

実施に取組んでいる。今後の料金

設定について検討していきたい。

4

無料広告や、インスタグラムでの

空き情報発信など、利用者数の増

による収支改善に努めている。会

計簿に対して二重のチェック体制

がある。

4

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 4

戸田森林組合本体の経営状況は安

定的であり継続的なサービスの提

供が可能である。

4

指定管理者本体の経営状況は良好

であり、安定的なサービスが提供

できる状況である。

4

自主事業の実施状況 8

薪の販売、ﾆｼﾞﾏｽ釣りの他昆虫採

集も利用者からの評価が高く、レ

ンタル品についても充実させてい

る。

8

自主事業について、単に利便性の

向上だけではなく、キャンプ場を

利用する幅広い年齢層に対してア

ピールできている。

8

施設利用者増に結び付くPR等の実施状況 8

継続して環境教育に注力してい

る。HPやSNSでの発信、ふるさ

と納税の返礼事業者登録など多角

的にアプローチしている。

8

ふるさと納税の体験型返礼品や

SNSでの利用状況等の発信など、

時代の流れにあったPRができてい

る。

8

場内の景観・樹木等の保守管理、手入れ 9

森林組合の特性を生かし場内樹木

等の手入れや希少植物の保護など

安全確保と環境・景観維持を継続

している。

9

レッドリストに記載されている希

少植物に対して植生を傷つけない

よう保護することができている。

また、高所作業車等で作業し枯枝

が落ちてこないよう事前に備えて

いる。

9

合計 75 77

⒉　総合評価 合計点 77 評価 B

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

１

　

共

通

評

価

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供で
きる状況であったか

引き続き安定した施設運営を行う

こと。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か

関係団体との良好な関係を維持

し、年齢を問わず地域住民に愛さ

れる施設運営に努めること。

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入減又は支出の増
加の場合は合理的な理由によるものであったか

合理的かつ現実的な収支計画に

沿った運営を継続すること。

・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか

引き続き会計簿を適正に管理する

こと。また、利用者の増による収

支改善に努めること。

施設の管理運営について、関係法令を遵守し、基本協定や業務仕様書に基づき適切に実施している。

特に、指定管理者の強みを活かし、直営での修繕や高枝の剪定、希少植物の保護を積極的に実施し、施設内の安全確保及び景観維持に努めている点が評価できる。

自主事業やイベントについても魅力的なものを行っているので、様々な媒体を活用し周知に努めること。

２

　

個

別

評

価

自主事業を行い利用者の利便向上等に努めたか

特色のある自主事業を行っている

ため、市役所等を利用してさらな

る情報発信に努めること。

利用者増のためのPR等を実施したか
積極的な発信を行い、新規利用者

の獲得に努めること。

キャンプ場内の安全や健全な環境に配慮し、樹木や希少植物等の管理保
全に努めているか

引き続き希少植物を保護するなど

管理保全に努めること。



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 内浦漁業協同組合

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 3

緊急事態のマニュアルや連絡網等

が整備されている。年に１回は市

と協議の場を設けている。

3

緊急事態のマニュアルや非常時の

連絡網などが整備され、行動でき

るようにしている。

3

②指定管理者が業務で知り得た個人情報の適
切な取扱い

5

許可申請を行っている顧客の個人

情報については、関係者以外に触

れることのないように管理保管さ

れている。

5

担当以外の職員についても個人情

報保護について徹底するようお願

いする。

5

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 4

関係法令について遵守されてい

る。業務についても協定書に定め

た各種点検、巡回等行われてい

る。

4
関係法令等に定められた事項につ

いて管理がなされた。
4

②記録管理及び報告・連絡・相談 4
利用者の申請書や月次報告書等、

水産海浜課に提出している。
3

利用者の申請書の提出について、

遅延防止策を徹底すること。
3

③建物保守管理・修繕等 4
施設や建物の修繕については大き

なものはなかった。
4

施設や建物の修繕については大き

なものはなかった。
4

④清掃及び衛生管理 3 定期的に行われていた。 3
定期的な清掃活動が行われている

ことを月次報告で確認している。
3

⑤備品等の購入・管理 5
備品管理はなく、新たに購入する

物もない。
5 備品の購入はなかった。 5

⑥環境への配慮 3
海の環境にやさしい製品を使用し

ている。
3

今後も省エネ、省資源、グリーン

購入等、環境への配慮を継続願い

たい。

3

①利用者アンケートの実施（必須） 4

年１回、アンケートを実施してい

る。回答に対して対応できるもの

は順次対応した。

3

アンケート結果の内容に基づきな

がら、サービスの向上に努めるよ

う期待したい。また、利用者には

必ずアンケートを実施し、意見を

聴取願いたい。

4

②施設利用者への対応 4

窓口、案内等の対応は適切に対応

した。クレーム等は市と共有して

対応するようにした。

4

市に直接入るクレームはなく、指

定管理者として個々の利用者に対

し、丁寧な対応が行われている。

4

③関係団体・地域との連絡調整 4
各浜とは、お互いの立場を考慮し

つつ調整を行っている。
4

漁協の立場を活かし、各漁業関係

者との調整を行っている。
4

①収支計画に基づく執行状況 4
予算計画に大きな変更はなく、予

定道理に執行されている。
4

大幅な減収等なく、特に問題点も

なかった。
4

施設名
内浦漁港及び西浦漁港の甲種漁港施設のうち
船舶の停係泊又は陸置きに係る施設

担当課名 水産海浜課

連絡先 055-934-4753

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和８年６月 30日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確認及

び合意事項
評点

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか

引き続き訓練の実施に努める。

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか

個人情報については金庫・別サーバーに

保管し、管理を徹底している。引き続き

職員について個人情報保護への理解を深

めるよう努める。

⑵日常管理

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか。

引き続き関係法令等に定められた事項に

ついて管理を行う。

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか、また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか

定期的な報告については適切に実施す

る。許可申請書の遅延がないよう、引き

続き事務手続きの改善に努める。

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか

引き続き、軽微な修繕については管理者

により実施する。

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管
理は問題なかったか

引き続き、利用者に不快感を与えないよ

う、衛生環境の整備を行う。

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環
境配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか

今後も環境に配慮した製品を使用してい

く。

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか

必要な備品については指定管理者が購入

することとなるが、高額な備品の購入の

際には相談願いたい。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか

引き続きアンケート結果の内容に基づき

ながら、サービスの向上に努めること。

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか

今後も個々の利用者について丁寧な対応

を行う。

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か

漁協の立場を有効に活用している。

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか、また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか

大幅な減収等なく予算の範囲内で執行さ

れた。



②適正管理・収支改善の努力 3

会計簿の管理は適切である。また

HPにて、利用者の増加に努めて

いる。

4

経費の削減に努め、当初予算に対

し支出減となったことは評価され

る。また、HPの更新等にて利用

者の利便性向上による利用者増

（収入増）に努めている。

4

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 5
内浦漁協としての経営については

安定している。
4

経営状況は安定しており、本業務

についても豊富な知識や経験を基

に運営にあたっている。

5

(1)アンケートの実施 ①施設利用者に対するサービス向上への寄与 7

年１回、アンケートを実施してい

る。回答に対して対応できるもの

は順次対応した。

6
計画通りアンケートを実施してい

る。
7

（2）経理の評価 ①経理関係の書類 8 領収書等、適切に整えている。 8

領収書等については整理されてい

る。引き続き適切な管理を行って

いただきたい。

8

（3）施設PR ①施設の利用増進に係る効果的なPR 8

HPでの空き状況などの発信、及

びアンケートによる改善点に対す

る対応などで新たな利用者を呼び

込む。

8

アンケートの実施等、利用実態の

調査等を行った上で、適切な広報

活動を期待する。

8

合計 78 75

⒉　総合評価 合計点 78 評価 Ｂ

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

１

　

共

通

評

価

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供
できる状況であったか

安定した経営を行っている。

⑷収支 会計簿は正確に記録され適切に管理されているか、また、会計事務の管
理体制は適切であったか、その他、経費の節減、利用者増による収入増
等の収支改善に努めたか

今後も、経費削減、利用者増による収入

増等による更なる収支の改善に努められ

たい。

漁業協同組合の立場を活かした管理を行っており、地域団体や関係者と利用者の調整等については強みを発揮し、運営されている。また、大幅な減収等なく、また経費の節減が図られたことが評価される。

利用者アンケートの回答に基づいた利用者へのサービスの向上、HPの更新など利用者増加に向けた取組が見られたことも評価される。また、市への書類の提出について、遅延がないよう、引き続き事務改善を図

ること。

２

　

個

別

評

価

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか

今後も、アンケートを継続実施し、サー

ビスの向上に努めるよう要請した。

収支に係る関係書類は適切に整えられていたか
引き続き、経理関係書類の適切な管理を

行う。

利用増進に結びつく効果的な方法または頻度で施設をPRしたか
指定管理者として積極的なPRを行い利

用増進を図る。



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 社会福祉法人沼津市社会福祉協議会

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 4

災害に備えたマニュアル、緊急連

絡網、消防計画を整備。消防計画

による年２回の消防訓練（9/11・

3/10を包括支援センター、デイ

サービス、シルバー人材センター

と合同で実施した。訓練では、地

震や津波を想定した避難訓練を合

わせて行った他、消火訓練を行う

など、緊急時に備えた対応強化に

務めた。また、危機対応マニュア

ルを基に、危機的状況に備えて利

用者への安全確保を行えるよう職

員間で共有した。また、津波警報

発令時にも関係機関との連絡調整

を行い適宜対応を行った。

5

マニュアルが整備され、構成施設

職員とともに定期的な訓練を実施

するなど、緊急事態に備えた体制

が整備されており、高く評価でき

る。

4.5

②指定管理者が業務で知り得た個人情報の適
切な取扱い

5

公の施設を預かる指定管理者とし

て、個人情報保護法及び沼津市個

人情報保護条例等関連条例を遵守

し、沼津市社会福祉協議会個人保

護規程に基づいて利用者の個人情

報を適切に取り扱い、保護に努め

ている。会館管理や事業で取り

扱った個人情報書類は、鍵付ロッ

カーに入れ、保管している。

5

業務上、多数の個人情報を取り扱

うことになるが、法人の規定等に

則り、適正に管理している。

5

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 4

協定書に基づき、関係法令を遵守

し業務を遂行し、法定点検・検査

を実施。法改正の場合には迅速に

対応している。コンプライアンス

対応を行い、こちらで判断できな

い場合には担当課と相談し事業を

執行している。非常用照明の修繕

など、法令に基づき適切な安全を

確保する取り組みを行った。

4

法令遵守を念頭に置いた運営を

行っている。

必要な業務が協定書どおりに実施

されている。また、法定点検や検

査も確実に実施している。

4

施設名
沼津市世代交流センター・沼津市老人福祉
センター（千本プラザ）

担当課名 長寿福祉課

連絡先 055-934-4834

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和８年６月12日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか。
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか。

利用者の安全のため、継続に合意

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか。

以前から良好であり、継続に合意

⑵日常管理

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか。

以前から適正であり、継続に合意



②記録管理及び報告・連絡・相談 4

日々の記録を行い、館内に異常箇

所等が発生した場合には、グルー

プウェア等を用いて全職員が把握

できるようにしている。担当課に

は、定期報告の他、随時報告・相

談を行っている。

また、会計簿は、セキュリティ対

策を施した会計ソフトにて各職員

が情報を共有できるようにしてい

る。

4

月次報告にて、各月の使用状況、

法定点検、不具合箇所や修繕の状

況なども細かく報告している。

4

③建物保守管理・修繕等 5

建物の保守管理、設備機器等の安

全確認を行った他、全体の会館管

理運営状況や収支等の調整を図り

ながら、修繕計画を立て、優先度

の高いもの、費用対効果が大きい

ものを選定し順次修繕を実施し

た。特に空調関係に関しては昨今

の気温上昇に対応していくため、

優先度を高くし、修繕を行った。

建物の躯体に関わるものについて

は、担当課に報告、相談し、情報

共有しながら対応が進むよう提案

した。

5

不具合箇所について把握し、優先

順位を付けて修繕計画を立て、そ

れを実施している。令和７年度は

空調の不具合が発生したが、利用

者の安全を考慮してすぐに対応し

ている点も評価したい。

5

④清掃及び衛生管理 5

日々の清掃により会館の清潔感を

保ち、衛生管理の定期点検を実

施。

扉の開放などにより、虫なども入

り込むため、必要に応じて順次対

応を行った。

水質検査なども問題が無く、衛生

面でも適切な管理運営を行った。

5

館内は清潔に保たれている。衛生

管理の定期点検や検査を確実に実

施し、職員も館内衛生の保持のた

めに適宜対応している。

5

⑤備品等の購入・管理 4

市との基本協定に基づき備品等の

購入を行い、台帳で管理してい

る。来館者の利便性や施設全体の

スペースに応じた備品量などを考

え、管理を行っている。令和７年

度は備品を購入しなかった。

4

令和７年度は備品購入実績が無

かったが、利用者の利便に支障の

無いように備品管理を行ってくだ

さい。

4

⑥環境への配慮 4

グループウェアアカウントを各職

員に付与し、情報共有は電子化を

推進し、紙の節減を図っている。

また、館内の空調や照明は、利用

者に不快感を与えないよう調節し

ながら、節電を行った。長時間の

点灯となる部分の照明をLED化す

るなど、随時更新している。市内

一斉クリーン週間や、まちぴか応

援隊における敷地内外の清掃活動

にも取り組んだ。

4

可能な限りの節電やペーパーレス

化に努めている。利用者の安全

（熱中症予防など）を重視した上

での省エネに取り組んでいる。

4

１

　

共

通

評

価

⑵日常管理

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか。

以前から良好であり、今後も継続

を依頼

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか。

緊急性の高いものから修繕を実施

していくことに合意

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管理
は問題なかったか。

以前から良好であり、継続に合意

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環境
配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか。

利用者サービスを重視したうえで

の省エネに合意

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか。

今後も適切に管理していくことに

合意



①利用者アンケートの実施（必須） 5

９月２日～12月28日に館内利用者

を対象にアンケートを実施し、

635名より回答を得た。

昨年度に比べ２倍程度増加したア

ンケート結果となった。30周年イ

ベントなどを通じてアンケートが

取りやすく、回答者も多かった。

趣味の教室が高齢者への生きがい

作りに繋がっていると思われる。

アンケート結果は、ホームページ

に公表し、情報の透明性を図って

いる。

5

昨年と比較して２倍程度のアン

ケート結果を得ることができた。

結果を公表して事業改善を積極的

に図ろうとする姿勢も評価した

い。得られた結果を分析し、継続

利用者の増につながるような取り

組みを進めていただきたい。

5

②施設利用者への対応 4

苦情は、社協の苦情解決関係者連

絡会議に報告し、第三者委員より

助言等を受ける体制を整備してい

る。今年度は、会館時間前に開け

て欲しいとの声があったが、予約

時の公平性などを保つことも必要

であったため、会館時間前に開け

ることはしなかった。

4

苦情対応を含め、日頃の窓口対応

は良好である。今後もサービス向

上に向けた適切な接遇を継続され

たい。

4

③関係団体・地域との連絡調整 5

沼津市老連、市内幼保育園園児と

の世代間や障がいのある人たちと

七夕交流会を行ったり、聖隷沼津

病院協力の下、赤ちゃんDAYを実

施した。沼津市老連とは、団体主

催の会合等に参加するなど、良好

な関係を保つよう努めている。

5

老人クラブや医療・福祉団体等と

連携し、良好な関係を築いてい

る。その関係性が各種交流事業等

に活かされている。

5

①収支計画に基づく執行状況 5

物価や賃金上昇など、経済的影響

を受けた中でも、計画通り事業を

実施した。

また、施設の老朽化に伴う管理運

営上必要な修繕についても、全体

の収支を見ながら優先順位をつ

け、実施した。

緊急修繕も発生したため、修繕費

の捻出に苦労することとなった。

5

施設の老朽化に伴い修繕が必要な

箇所が増えているが、運営上支障

が出ないように、費用を捻出して

適時適切に修繕を実施している点

を評価したい。

5

②適正管理・収支改善の努力 4

管理運営に支障がない範囲で節電

を推進し、事業で使用する消耗品

等の経費削減を図りながら、幅広

い年齢層が気軽に利用できる施設

を目指し、限られた予算を工夫

し、多くの人が来場できるようイ

ベントを多数企画・実施した。

また、公金処理など会計管理も適

切に行い、適切な承認手続きで処

理している。利用者に対しては会

議室等利用における様々なニーズ

に対して、調整を行った。

支出の面では、電気、ガス代の支

出抑制に努め、適宜支出圧縮に取

り組んだ。

5

会計事務において、必要な手続き

を実施している。

光熱費が高騰するなか、節電の推

進など経費削減に努めている。経

費の節減を図りながら、利用者数

増につながる自主事業イベントを

開催している点を評価したい。

4.5

１

　

共

通

評

価

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか。

アンケート結果を業務に活かして

おり、継続に合意

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか。

以前から良好であり、継続に合意

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か。

今後も広く外部団体・講師等と連

携していくことを依頼

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

適正に執行されていることを確認

・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

以前から良好であり、今後も継続

を依頼



⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 5

介護保険事業所や沼津市成年後見

支援センター、障がい者相談支援

事業所の運営や子どもの居場所づ

くりコーディネート事業の実施な

ど、福祉ニーズのある事業の充実

化を図るとともに、企業・団体な

どとの協定締結を推進し、社会福

祉法人として継続的・安定的に

サービスを提供できる状況にあ

る。

5

沼津市内において各種福祉事業を

展開する社会福祉法人としての実

績に基づき、適正に運営されてい

る。

5

①交流事業・広報ＰＲ 9

近隣住民との交流事業として、文

化祭を第二中学校と行うなど、新

しい取り組みにもチャレンジし

た。多目的ホールなどを活用し、

多くの市民が参加できる機会の創

出に努め、幅広い年齢層や親子で

参加できるものなど、施設の目的

や利用者の目線を踏まえた事業を

企画し、学生ボランティアなどの

協力を得ながら、イベントを展開

した。

広報においては、ホームページ、

社協だより、広報ぬまづ、コース

トFM等でのイベント告知や、各

施設でのチラシ配架など、様々な

機会を活用し、集客に努めた。開

催したイベントはいずれも多くの

申込があり、広く市民に参加機会

を提供し、好評を得ることができ

た。

9

学生ボランティア等と連携しなが

ら、市民が広く参加できる自主事

業イベントを積極的に実施した。

新たな近隣住民との交流事業を実

施したことも評価したい。広報も

様々な媒体を活用している。

9

②利用者目線の対応 10

季節に応じた館内装飾や温かみの

ある手作り看板、正面玄関を活か

した効果的なチラシ・ポスターの

配置など、館内を賑やかにする演

出を行い、夏休み期間に合わせ、

多目的ホールの開放するなど、来

館者が気軽に訪れ、利用できる空

間づくりに努めた。また、イベン

ト開催時は、職員自らも参加者の

視点に立って、進行状況や反応な

どを確認し、今後もまた参加いた

だけるよう内容の改善、充実に務

めた。

設備、備品等の異常は、簡易的な

ものは職員がすぐ対応するととも

に、必要に応じて業者連絡を行

い、問題の未然防止や軽減を図っ

た。

10

館内は常に清潔が保たれており、

職員による季節の装飾物が展示さ

れるなど、利用者が安心・快適に

利用できる工夫がなされている。

職員が常に館内の状況を確認して

いるため、異常にすぐに気づくこ

とができており、事故防止につな

がっている。

10

１

　

共

通

評

価

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供で
きる状況であったか。

従来どおり適正であることを確認

・再び利用したいと思えるようなサービス・快適性を提供できたか
・職員自ら利用者目線で考えているか
・清掃、簡易修繕、掲示等、気づいた点の改善に職員自ら着手して
いるか

利用者サービスにつながっており

継続を依頼

２

　

個

別

評

価

(6)サービスの向上

・より多くの市民に参加の機会を提供できたか
・交流活動、教養、文化、福祉を推進できたか
・積極的に広報しているか

より多くの市民へ向けたイベント

開催、広報活動等を評価する



③事例収集・独自性を活かす取組み 10

音楽ホール・多目的ホール・集会

室といったそれぞれの空間の特色

を理解し、最適な空間を選択し、

事業を実施している。赤ちゃん

DAYは、近隣の聖隷沼津病院協力

の下、小児科医による講義や、質

疑応答の場を設け、子育ての知識

を得る場となっている他、母親同

士の交流や情報交換、親子が集え

る居場所として好評を得ている。

また、同じ公共施設として、サン

ウェルぬまづとコラボレーション

を図り、ハロウィンイベントを開

催した他、30周年イベントとして

例年とは違った取り組みを行い、

多くの方から好評いただくことが

出来た。

10

千本プラザ開催イベントの多くは

職員の提案で実施されており、施

設全体でサービス向上や講座内容

の充実を図ろうとする努力がうか

がえる。その他福祉施設との共同

イベントや開館30周年イベントを

開催するなど、従来どおりとなら

ない企画の創出に努力した。

10

合計 92 94

⒉　総合評価 合計点 93 評価 Ａ

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

・他施設の好事例を収集し、可能な限り取り入れているか
・他施設にはない本施設の立地環境等の独自性を活かす取組み
はできているか

施設の魅力向上につながっており

継続を依頼

全体的な管理・運営について、基本協定書・年度協定書・業務仕様書に基づいて適切に実施されている。

開館から30年が経過し経年劣化等で修繕が必要となる箇所が増えるなか、職員の定期的な巡回により不具合箇所を早期に発見し、優先順位をつけて積極的に修繕を実施している。

館内は常に清潔が保たれており、来館者が安心・快適に利用できる工夫がなされている。

世代交流活動施設としての認知度を高めるため、施設の魅力を若い世代へ周知する取り組みを進めてほしい。

大規模な施設であるため日々の業務量が多いなか、長年の実績をもとに円滑に運営しており、高く評価できる。

２

　

個

別

評

価

(6)サービスの向上



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 社会福祉法人沼津市社会福祉協議会

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 5

自然災害・感染症のBCPは随時見

直しを行った。津波警報発令時は

関係機関及び法人内部と密に連絡

を取り対応した。

5

緊急時・風水害・感染症の各対応

マニュアルを整備している。ま

た、利用者も含めた避難訓練を実

施しており、実施後には検討事項

の洗い出しを行い、有事に備えて

いる。

5

②指定管理者が業務で知り得た個人情報の適
切な取扱い

5

個人情報保護規程及び対応マニュ

アル整備済。職員採用時に個人情

報保護遵守の誓約書徴取。利用者

の個人情報収集は本人・家族の同

意のもと行い、厳正な管理を行っ

た。

5

業務上、多数の個人情報を取り扱

うことになるが、法人の規程等に

則り、適正に管理している。

5

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 5

職員ミーティングで虐待防止や身

体拘束適正化等、法令遵守の研修

を実施。施設運営に関しては、設

備や人員配置等、介護保険法に

則った事業運営を実施。施設の法

定点検も実施した。

5

法令遵守に対して高い意識を持

ち、研修により全職員へ周知して

いる。運営に関しても法令を遵守

し、適正に実施している。

5

②記録管理及び報告・連絡・相談 5

日々の業務日誌を作成。ミーティ

ングも毎日行いホウレンソウを徹

底した。会計は法人本部にて適正

に管理。

5

月次報告に活動内容や修繕箇所の

報告が細やかに記載されており、

運営状況がよく分かる。

5

③建物保守管理・修繕等 4

施設内点検は毎日実施。経年劣化

により修繕が必要な個所が多々あ

り、優先順位をつけて対応した

が、すべてに対応できてはいな

い。

4

日々の点検により設備等の状況を

把握し、優先順位を付けた上で小

修繕を実施している。

4

④清掃及び衛生管理 5

机・イス等の消毒と換気は毎日実

施。厨房はHACCPに沿った衛生

管理計画書を作成し、食品の衛生

管理をさらに徹底した。

5

施設内は清潔が保たれており、消

毒と換気が徹底されている。利用

者の安全のために衛生管理への取

り組みを継続してください。

5

⑤備品等の購入・管理 4

備品・消耗品等は法人内で決裁を

得てから購入。少額備品以上は本

部の備品台帳に登録し、年度末に

棚卸を行っている。

4

適正に管理されている。サービス

提供に支障の無いように、引き続

き適正に管理してください。

4

⑥環境への配慮 4

こまめな節電を行った。水漏れが

ある風呂場の蛇口は使用時以外は

元栓を閉めている。コピー用紙は

再生紙を購入。

4

サービス提供に支障の無い範囲で

の節電・節水に取り組んでいる。

また、紙のリサイクルも心がけて

いる。

4

施設名 沼津市千本デイサービスセンター
担当課名 長寿福祉課

連絡先 055-934-4834

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和８年６月15日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか。
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか。

以前から良好であり、継続に合

意

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか。

以前から適正であり、継続に合

意

⑵日常管理

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか。

以前から適正であり、継続に合

意

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか。

細やかな報告で運営状況がよく

分かると評価する

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか。

以前から良好であり、継続に合

意

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管理
は問題なかったか。

以前から良好であり、継続に合

意

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環境
配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか。

利用者サービスを保ちながら継

続することに合意

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか。

以前から適正であり、継続に合

意



①利用者アンケートの実施（必須） 4

年1回のアンケートを実施。要望

の多い事項に対応できるよう、職

員で検討した。

4

アンケートを実施し、利用者サー

ビスの向上につなげている。利用

者から要望の多い事項に対応でき

るよう、前向きに取り組んでい

る。

4

②施設利用者への対応 5

職員ミーティングで接遇について

再確認した。クレームについては

迅速な対応を行うことにより、大

きなクレームに発展することはな

かった。

5

適切な接遇について職員間で共有

が図られている。クレーム対応も

適切・迅速に行うことで大きなト

ラブルになることを未然に防止し

ている。

5

③関係団体・地域との連絡調整 4

引き続き市内の介護事業所へ出向

き、連絡調整に努めた。地域ボラ

ンティアを募集し、楽器演奏や将

棋を行っていただいた。

4

地域との連携を通して、地域にお

ける介護サービスの向上に大きな

役割を担っている。地域ボラン

ティアの受け入れも行っており、

利用者の楽しみになっている。

4

①収支計画に基づく執行状況 4

当初予算に沿って収支を管理。収

入が上向いたものの、それ以上の

人件費と事業費の高騰で、利益率

は伸び悩んだ。

4

人件費支出が予算額と比較して大

きく増となっている。予算の積算

の精度を上げるよう努められた

い。

4

②適正管理・収支改善の努力 5

本部において社会福祉法人会計基

準に沿って適切に管理。

営業やチラシの配布など、積極的

な営業活動を行い、年間利用率は

昨年度比+1.8%の73.2%となっ

た。

5

法人の会計基準に則り、適正な会

計事務が行われている。積極的な

営業活動を通して利用者増へ取り

組んだ。

5

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 4

社会福祉法人としての責務を果た

しながら、民間団体としての経営

感覚を持ち、持続可能な法人運営

に努めた。

5

沼津市内において各種福祉事業を

展開する社会福祉法人としての実

績に基づき、適正に運営されてい

る。

4.5

①施設事故・感染症対策 8

ヒヤリハット案件は職員・上長が

共有し、ミーティングにて再発防

止策を検討。事後対策は職員でア

イデアを出し合って対応した。

9

ヒヤリハットを職員間で共有して

検討することで事故発生を予防

し、安全なサービス提供につなげ

ている。

8.5

②利用者ごとのケア 8

耳が聞こえづらい利用者へは文字

起こしアプリを使用。また、男性

が楽しめる活動（将棋、運動機

能）を提案し、レクへの積極的参

加を図った。

8

利用者に合わせた対応を行ってい

る。男性が楽しめる活動を取り入

れて、積極的な参加を図ってい

る。

8

③地域貢献 8

千本プラザ内施設の利点を生か

し、イベントや展示に参加。保育

園児との交流会、中学、高校、大

学生の実習を積極的に受け入れ

た。

8

地元の園児との交流会や積極的な

実習受け入れなどの、地域に根付

いた取り組みを行っている。

8

合計 87 89

⒉　総合評価 合計点 88 評価 Ａ

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

１

　

共

通

評

価

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供で
きる状況であったか。

以前から良好であり、継続に合

意

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか。

利用者サービス向上のため、継

続に合意

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか。

利用者サービス向上のため、継

続に合意

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か。

以前から良好であり、継続に合

意

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

予算積算の精度を上げ、収支計

画に沿った執行を図るよう依頼

・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

安定した運営のため、継続に合

意

利用者の個性・家庭環境に応じたケアを行えているか（男性でも楽
しめるレク活動、一人暮らしの方へのケア等）

以前から良好であり、継続に合

意

地域貢献に積極的に取り組んでいるか
以前から良好であり、継続に合

意

全体的な管理・運営について、基本協定書・年度協定書・業務仕様書に基づいて、適切に実施されている。

緊急時の対応マニュアルが整備されており、利用者も含めた避難訓練を実施している。訓練後の振り返りでは課題や改善点を検討するなど、実効性の高い災害対応体制を構築するよう努めている。

法令遵守に対しての意識を高く持ち、研修を実施することで全職員へ周知している。

施設の維持管理については、職員による点検を毎日実施し、不具合箇所については優先順位を付けたうえで積極的に自主修繕を行っている。

施設内は清潔が保たれており、衛生管理を徹底することで安全なサービス提供につなげている。

地元の園児との交流会や職場体験の受け入れを積極的に行っており、地域の福祉教育に大きく貢献している。

維持管理・利用者サービス・資金管理のどれもが高い水準で維持されており、高く評価できる。

２

　

個

別

評

価

(1)サービスの向上

（1項目10点満点）

業務遂行中の事故や感染症に対する予防・事後対策を行っている
か

以前から適正であり、継続に合

意



全体的な管理・運営について、基本協定書・年度協定書・業務仕様書に基づいて、適切に実施されている。

緊急時の対応マニュアルが整備されており、利用者も含めた避難訓練を実施している。訓練後の振り返りでは課題や改善点を検討するなど、実効性の高い災害対応体制を構築するよう努めている。

法令遵守に対しての意識を高く持ち、研修を実施することで全職員へ周知している。

施設の維持管理については、職員による点検を毎日実施し、不具合箇所については優先順位を付けたうえで積極的に自主修繕を行っている。

施設内は清潔が保たれており、衛生管理を徹底することで安全なサービス提供につなげている。

地元の園児との交流会や職場体験の受け入れを積極的に行っており、地域の福祉教育に大きく貢献している。

維持管理・利用者サービス・資金管理のどれもが高い水準で維持されており、高く評価できる。



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 原地区コミュニティ推進委員会

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 4

緊急時マニュアル、緊急連絡網、

消防計画あり。年２回の防火避難

訓練（１１９通報訓練、避難訓

練、放水消火訓練など）実施して

いる。

4

緊急対応マニュアルを作成し、年

２回合同防災訓練を実施してい

る。災害時には施設内での協力体

制ができている。

4

②指定管理者が業務で知り得た個人情報の適
切な取扱い

4

職員に誓約書を書いてもらってい

る。個人情報保護法の改正を理解

し、個人情報提出、管理に注意を

払うようにしています。

4

入職時の誓約書記入や書類の保管

管理について、個人情報保護に対

して意識を高く持って実務に当

たっている。

4

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 4

消防法等の年次、日常点検を遵守

し、教育・講習会参加も適切に実

施している。

4

法令遵守について、事務員会議に

て取り上げ、全職員へ周知してい

る。

法定点検や検査を確実に実施して

いる。

年２回の防火管理者による自主点

検を行っている。

4

②記録管理及び報告・連絡・相談 3
月次報告、年度報告、決算報告書

を提出している。
4

適切な業務記録の作成や施設の不

具合箇所を発見した際には速やか

に報告を行っており、高く評価で

きる。

3.5

③建物保守管理・修繕等 4

自主点検、業者保守点検を実施、

可能な修繕は積極的に実施してい

る。天井照明の点検実施（蛍光管

の交換）

4

施設を注意深く自主点検してお

り、異常発見時には可能なものは

積極的に自主修繕を行っている。

4

④清掃及び衛生管理 4

使用者は使用後掃除をしゴミも持

ち帰りをしている及び年６回の業

者による隔月館内清掃、週１回の

業者によるトイレの清掃を実施し

ている。構内の草刈、剪定を職員

とコミ有志で実施。

4

施設内を清潔に保つように努力し

ている。職員自ら草刈りや剪定を

行うほか、畳の更新後は特に管理

に気を配っており、高く評価でき

る。

4

⑤備品等の購入・管理 4

畳を傷めない清掃や器具の取り扱

いを利用者に指導した。 カラオケ

の機械が直りましたがまた壊れる

可能性有ります

4
備品購入分の予算は無いが、既存

の備品を適切に管理している。
4

⑥環境への配慮 4

エアコン運転は環境マネジメント

システムに基づき、室温目安を掲

示し、節電を啓蒙している。

4

利用者に支障が無い範囲での省エ

ネに取り組んでいる。光熱費が高

騰しているため、引き続き省エネ

に取り組んでいただきたい。

4

施設名 沼津市原高齢者福祉センター
担当課名 長寿福祉課

連絡先 055-934-4834

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和　８年　６月　12日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか。
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか。

以前から良好であり、継続に合意

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか。

以前から良好であり、継続に合意

⑵日常管理

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか。

以前から良好であり、継続に合意

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか。

以前から良好であり、継続に合意

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか。

以前から良好であり、継続に合意

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管理
は問題なかったか。

以前から良好であり、継続に合意

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環境
配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか。

裁量が少ないなか、適正に管理さ

れている

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか。

裁量が少ないなか、適正に管理さ

れている



①利用者アンケートの実施（必須） 4

令和８年1月25日に利用者団体会

議を実施した。利用者にアンケー

トを行い、実施結果を分析し是正

に努めている。

4

原地区センター部分と併せてアン

ケートを実施し、指摘事項に対し

て対応している。

4

②施設利用者への対応 4 適切に実施している。 4

利用者が安心して施設を使用でき

るよう、引き続き丁寧な窓口対応

を行っていただきたい。

4

③関係団体・地域との連絡調整 4

毎月、複合施設会議を開催し、行

事日程や連絡、報告を行ってい

る。

4

毎月の合同会議に出席し、施設関

係者と情報共有を図り、連絡調整

を行い、サービス提供につなげて

いる。

4

①収支計画に基づく執行状況 4
当初予算に沿って適正に執行して

いる。
4

予算は原地区センター予算と人件

費・保険料を按分した額であり、

適切に執行されている。

4

②適正管理・収支改善の努力 4

簡単な修繕を自ら実施（トイレ自

動水洗の充電）。利用料は取って

いません。

4

積極的に施設の維持に努めてい

る。

（予算執行に指定管理者の裁量は

無い）

4

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 4

適切である。コミ推委、有志で地

区センター４箇所に花壇に四季の

花植え替えを継続実施。花壇の植

栽（沼特支援学校とコミ環境美化

担当コラボ）

4
原地区センターとともに円滑に運

営されている。
4

①高齢者の健康増進等の推進 9

地域包括センターではハラカラ体

操、利用団体ではリンパ体操、

ヨーガ、気功などを行い、原地区

の高齢者を中心に老化防止、健康

づくりに和室を利用いただいてい

ます。子育て支援＋社協で第２・

４木曜にエンゼルサロン、ピヨピ

ヨ行事利用。和室で文化庁事業、

着物着付け教室を開催、地元の子

供、親が参加

9

地域包括支援センターや原デイ

サービスセンターの主催事業や、

親子で参加できる教室を開催する

など、施設として適切に運営して

いる。

9

②適切な人員配置 9
職員５人をローテーション配置

し、適切に対応している。
9

予算が限られるなか、適切に運営

されている。
9

③複合施設であることを活かす運営 9

複合施設会議（毎月第1火曜日

１５時３０分～）を実施し、３施

設＋商工会で施設利用状況、駐車

スペース調整、問題提示と改善を

行っている。

9
複数の管理者と連絡調整を行い、

適切に運営している。
9

合計 82 83

⒉　総合評価 合計点 82.5 評価 Ｂ

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

１

　

共

通

評

価

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供で
きる状況であったか。

以前から良好であり、継続に合意

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか。

以前から良好であり、継続に合意

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか。

以前から良好であり、継続に合意

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か。

以前から良好であり、継続に合意

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

裁量が少ないなか、適正に管理さ

れている

・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

裁量が少ないなか、適正に管理さ

れている

施設サービス設置のため、適正な人員配置が行われたか 以前から良好であり、継続に合意

他の構成施設である地区センター、市民窓口事務所、地域包括支
援センター等の機能・活動を把握し、利用者に適切に案内・提案等
ができているか

以前から良好であり、継続に合意

原地区センターに併設されている原高齢者福祉センター内の和室を管理している。

指定管理者として主に和室の貸出業務を行っており、施設の維持管理に必要な保守や修繕は市が直接行っているが、職員が施設を巡回点検し畳の劣化を防ぐために利用マナーを啓発したり、水害発生の恐れ

がある場合は率先して畳を保護するなど、施設維持管理に積極的に取り組んでいる。

備品購入予算は無いが、既存備品を自主修繕するなど利用者の利便性向上のための環境整備に務めている。

他の施設とは異なり裁量が限られるなかでも、自主的な取り組みを行っている。

２

　

個

別

評

価

(1)サービスの向上

（1項目10点満点）

高齢者の交流・活動の場となり、老人福祉センターの目的である
「高齢者の健康の増進、教養の向上及びレクリエーションのための
便宜を供与」をできているか

以前から良好であり、継続に合意



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 社会福祉法人 春風会

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 5

ＢＣＰマップの作成を行い、災害

時等に安否確認が必要な方の情報

をまとめています。

5

緊急対応マニュアルが整備されて

いる。地区センターと合同で防火

訓練を実施しており、緊急時に備

えた体制が整備されている。

5

②指定管理者が業務で知り得た個人情報の適
切な取扱い

4

利用契約時に説明・同意を頂いて

います。機密書類は引き続き分別

して破棄を行っています。

4

個人情報についての規程に基づ

き、各種書類が適切に保管・管理

されている。

4

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 4

福祉の基本理念に則ってサービス

提供を行っています。また、ＬＩ

ＦＥを活用し連携に努めてきまし

た。

4

毎朝のミーティングにて法令遵守

について取り上げ、全職員へ周知

している。

介護保険制度を遵守して運営して

いる。

4

②記録管理及び報告・連絡・相談 4
日々の実績の記録をとり報告を

行っています。
5

月次報告に、実施した行事等が細

やかに記載されており、運営状況

がよく分かる。

4.5

③建物保守管理・修繕等 3

不具合のあった箇所は、都度相

談・報告を行い修繕を行っていま

す。

4

職員が設備等の状況を把握し、

サービス提供に支障の無いように

適時小修繕を実施している。

3.5

④清掃及び衛生管理 5

営業前後の清掃を継続して行って

います。また、浴室は泡洗浄を取

り入れ定期的な清掃を実施してい

ます。

5

衛生管理のための日常清掃が適切

に実施されている。浴室も定期的

な清掃により清潔を保っている。

5

⑤備品等の購入・管理 3 備品購入はありませんでした。 3

令和７年度に備品の購入は無かっ

たが、既存備品の維持管理に努め

ている。

3

⑥環境への配慮 3
グリーンカーテンを実施していま

す。
4

グリーンカーテンによる日差しの

軽減を図っており、環境に配慮し

た省エネルギーに努めている。

3.5

①利用者アンケートの実施（必須） 4

利用者に対して、満足度調査アン

ケートを実施し、意見をサービス

提供に反映させています。

5

アンケートを実施し、利用者サー

ビスの向上に努めている。意見を

取り入れ、サービス提供に反映さ

せていることが高く評価できる。

4.5

②施設利用者への対応 3

利用契約時に説明を行っていま

す。職員に対して制服等の出勤時

の扱いについて周知しています。

4

アンケート結果からも、適切な接

遇によるサービス提供が行われて

いることが分かる。今後も継続さ

れたい。

3.5

施設名 沼津市原デイサービスセンター
担当課名 長寿福祉課

連絡先 055-934-4834

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和８年６月12日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか。
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか。

以前から良好であり、継続に合意

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか。

以前から良好であり、継続に合意

⑵日常管理

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか。

以前から適正であり、継続に合意

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか。

細やかな報告で運営状況がよく分

かると評価する

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか。

以前から良好であり、継続に合意

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管理
は問題なかったか。

以前から良好であり、継続に合意

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環境
配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか。

利用者サービスを保ちながら継続

することに合意

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか。

以前から適正であり、継続に合意

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか。

利用者サービス向上のため、継続

に合意

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか。

利用者サービス向上のため、継続

に合意



③関係団体・地域との連絡調整 5

地区社協会議への出席、認知症サ

ポーター養成講座等への出席を通

して地域福祉の推進に協力を行っ

てきました。

5

地域との連携により、地域におけ

る介護サービス向上や地域福祉の

推進に大きな役割を担っている。

引き続き取り組んでいただきた

い。

5

①収支計画に基づく執行状況 4

稼働率80％の目標設定を行い、毎

月の会議時に職員と振り返りの時

間を作り達成されています。

4

一般型・認知症対応型を合算し

て、決算額は前年度比2730千円の

増、稼働率は81.2％と優れた実績

となった。

4

②適正管理・収支改善の努力 3

毎月の実績集計、日々の空き状況

の把握を行い、ケアマネージャー

へ受け入れ状況を踏まえて新規利

用の相談を行っています。

4

会計管理はダブルチェック体制が

取られている。

介護報酬などの利用料金収入のみ

で運営しており、自立している。

高い稼働率による安定した運営と

なっている。

3.5

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 4

法人本部と収支状況や利用状況を

定期的に報告、相談を行い、安定

的なサービス提供に努めてきまし

た。

5

大型法人として持つ運営上のノウ

ハウ等を共有し、利用者サービス

の向上に活かしており、高く評価

できる。

4.5

①施設事故・感染症対策 8

コロナ、インフルの感染拡大はな

く、適切な受け入れが行えた。毎

月ヒヤリハットの振り返りを行

い、予防策を話し合い周知してい

る。

9

充分な感染症対策により、利用者

が安全に利用できるように取り組

んだ。ヒヤリハットを職員間で共

有することにより事故発生を予防

し、安全なサービス提供につなげ

ている。

8.5

②利用者ごとのケア 10

個別活動を継続しています。当日

ご家族からの要望があった際にも

柔軟に対応ができるように伝達方

法を工夫しています。

10

個別活動への取り組みが利用者の

意欲向上につながっており、アン

ケート結果からも満足度が高いこ

とが分かる。季節行事や戸外での

活動も多く実施している。

10

③地域貢献 9

はらカラ体操、認知症サポーター

養成講座を実施している。また、

『ちょっくら』の活動を通して、

企業から仕事の依頼を受け、利用

者のいきがいに繋げる活動を実施

できました。

9

地域と積極的にコミュニケーショ

ンを図ることが、地域貢献活動に

つながっている。また、利用者の

いきがいにつながる活動も実施し

ている。

9

合計 81 89

⒉　総合評価 合計点 85 評価 Ａ

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

１

　

共

通

評

価

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供で
きる状況であったか。

以前から良好であり、継続に合意

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か。

以前から良好であり、継続に合意

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

全体として良好であり、継続に合

意

・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

安定した運営のため、継続に合意

利用者の個性・家庭環境に応じたケアを行えているか（男性でも楽
しめるレク活動、一人暮らしの方へのケア等）

以前から良好であり、継続に合意

地域貢献に積極的に取り組んでいるか
地域貢献活動を継続していくこと

を合意

全体的な管理・運営について、基本協定書・年度協定書・業務仕様書に基づいて、適切に実施されている。

設備の維持管理については、職員による毎日の清掃や老朽化した設備の修繕等を積極的に行っている。

立地の特性により水害発生の心配があるが、緊急対応マニュアルの整備や避難訓練の実施により、緊急事態に備える体制が構築されている。

法令遵守に対しての意識を高く持ち、日頃のミーティング等で取り上げることで全職員へ周知している。

利用者ごとのケアに関しては、本人等からの地道な情報収集により得た情報を、個別ケアに活かすように取り組んでいる。

安全性への配慮ときめ細かなサービス提供により、高い稼働率を維持しており、収支決算書からも安定した運営状況となっている。

維持管理、利用者サービス、資金収支のどれもが高い水準で管理され、原地区の福祉の拠点として機能しており、高く評価できる。

２

　

個

別

評

価

(1)サービスの向上

（1項目10点満点）

業務遂行中の事故や感染症に対する予防・事後対策を行っている
か

以前から良好であり、継続に合意



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 社会福祉法人 信愛会

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 5

防犯・防災対策として警備会社と

保守契約締結。緊急災害発生時は

職員一斉メールシステムにて初動

対応を整えている。事業継続計画

と避難確保計画を整備し、防災訓

練を定期的に実施。

5

様々な想定でのマニュアルが整備さ

れ、利用者も参加した防災訓練を実

施している。災害に備える体制が整

備されている。

5

②指定管理者が業務で知り得た個人情報の適
切な取扱い

5

個人情報保護規定を定め、利用者

に説明と同意を得ており、職員全

体へは定期的に周知を図ってい

る。また、業務に従事するにあた

り機密保持に関する誓約書を取り

交わしている。

5

業務上、多数の個人情報を取り扱う

ことになるが、法人の規程等に則

り、適正に管理している。

5

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 5

指定管理協定に基づいた運営を実

施、必要な管理を行っている。防

災・防犯・電気設備等の定期的点

検実施。その他ボイラー・温泉設

備関係の点検整備を実施。老人福

祉法の基づく適正な介護サービス

を実施。

介護サービスに関する行政通知や

改正ルール、集団指導の受講、運

営基準や人員配置基準の遵守、介

護保険サービスを運営するにあた

り必要な研修を部門会議の中で実

施している。また労働基準法に合

わせた就業規則野変更、機密情報

保護に関する同意を遵守させてい

る。

5

法令遵守に対して高い意識を持ち、

適正に運営している。

必要な業務が協定書どおりに実施さ

れている。、また、法定点検や検査

も確実に実施している。

5

②記録管理及び報告・連絡・相談 5

毎月の業務状況報告書により実績

及び設備面の報告実施。設備等に

不具合がある場合はその都度指定

管理の担当者と連絡を取ってい

る。会計出納担当者を配置し、

日々の金種、有高、出納の管理を

行い、内部で確認している。

5

月次報告に利用状況や設備等の状況

が細やかに記載されている。

施設の不具合箇所を発見した際は速

やかに報告を行っている。

5

施設名 沼津市戸田デイサービスセンター
担当課名 長寿福祉課

連絡先 055-934-4834

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和８年６月16日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。また、
実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか。
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか。

以前から良好であり、継続に合

意

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか。

以前から適正であり、継続に合

意

⑵日常管理

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか。

以前から適正であり、継続に合

意

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホウ・
レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理されて
いるか。

以前から良好であり、継続に合

意



③建物保守管理・修繕等 4

建物検査や消防設備等の点検を定

期的に実施、不具合箇所は修繕を

実施している。また、大掛かりな

修繕（高圧コンデンサPCBやLED

化事業）については担当課と協議

して対応している。

4

建物・設備等を注意深く自主点検し

ており、異常発見時には可能なもの

は積極的に自主修繕を行っている。

4

④清掃及び衛生管理 5

施設内の清掃等をシルバー人材セ

ンターと派遣契約を締結。また、

地域の清掃活動にも積極的に参加

し、施設の景観を損なわないよう

に、草刈りなどの周辺整備も行っ

ている。

5

施設内は清潔が保たれている。ま

た、敷地内の整備も積極的に実施し

ている。

5

⑤備品等の購入・管理 4

備品台帳により適正に管理し、使

用状況においてもローリングス

トックを行いながら必要以上に備

品を抱えないように適切な備蓄を

維持している。

4

備品台帳により適切に管理されてい

る。サービス提供に支障の無いよう

に、引き続き適正に管理してくださ

い。

4

⑥環境への配慮 4

環境マネジメントシステムの教育

研修を実施し、施設の環境方針を

職員全体で周知している。また、

取り組みについては定期的に評価

し、環境への配慮を行っている。

利用者のサービス契約も電子契約

へ移行を検討。デイ帳票類も電子

カルテ方式を導入した。介護DX化

についても紙の記載、出力から

データー入力へ移行し、ペーパー

レス化を施設全体で推奨し、環境

マネジメントにも貢献している。

4

環境方針を全職員に周知し、省エネ

に取り組んでいる。電子化を推進す

ることで省資源に貢献している。

4

①利用者アンケートの実施（必須） 4

毎年度ごとに接遇面、設備面での

サービス利用者への満足度調査を

実施・評価し、管理者とサービス

部門で結果を分析し今後のサービ

スの向上に繋げている。

4

アンケート結果から利用者の満足度

が高いことがうかがえる。要望等を

取り入れ、更なるサービス向上につ

なげるよう努められたい。

4

②施設利用者への対応 4

施設内で苦情解決の対策委員会を

設置しており、毎月委員会の中で

起こった事例を共有し対策を検討

している。年度ごとに事業所内で

接遇マナー・苦情対応についての

研修を開催している。また今年度

ハラスメントに関する施設方針に

ついて利用者、職員への周知を図

るためポスター掲示等行った。

4

アンケート結果からも適切な接遇に

よるサービス提供が行われているこ

とが分かる。今後も継続していただ

きたい。

4

③関係団体・地域との連絡調整 4

土肥地区・戸田地区で運営協議会

を開催し、地域と連携を図りなが

ら事業運営している。また、地区

の社会福祉協議会の会議にも参加

し、地域活動にも協力している。

4

地元住民との運営協議会開催や地区

社協に参加することにより、地域と

連携して事業運営を行っている。

4

１

　

共

通

評

価

⑵日常管理 建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか。

以前から良好であり、継続に合

意

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管理
は問題なかったか。

以前から良好であり、継続に合

意

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環境
配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか。

利用者サービスを保った省エネ

に合意

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか。

以前から適正であり、継続に合

意

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか。

以前から良好であり、継続に合

意

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか。

以前から良好であり、継続に合

意

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か。

以前から良好であり、継続に合

意



①収支計画に基づく執行状況 4

事業計画に基づき毎年、当初予算

を計画する。毎月実績を基に補正

予算を計上。適正に実施してい

る。

月次の事業運営会議でサービスの

収支についてデイサービス稼働や

食事サービスの喫食数や介護予防

対象者の同行推移を担当者が説明

し、今後の計画や対策について共

有する機会を持っている。

4

利用者数の減少に伴う介護保険事業

収入の減や光熱水費の高騰があるな

か、利用料金制で運営しており、自

立している。

4

②適正管理・収支改善の努力 4

ランニングコストを節減する為の

経費の見直しを継続し、管理・

リーダー職へのコスト管理の理解

を深める研修を開催。利用者の稼

働率を維持・増加させるよう居

宅・包括との連携に努めている。

社会福祉法人会計基準に準拠し、

各月に顧問会計士による２ヶ月分

の会計指導を受け、年に一度、本

部及び会計監査人による監査を受

けている。　法人内でも同様の会

計ルールにおいて統一的な会計

ルールで行っている

4

コスト意識を高く持って運営してい

る。

利用者数増へ向けて、関係機関との

連携を図っている。会計事務につい

て、会計士と連携して適切な管理体

制が構築されている。

4

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 4

法人基本理念の下、地域ニーズに

合致した運営により、事業継続を

目指している。また、そのために

各施設の相互協力により健全経営

を維持している。

4

伊豆市土肥地区等において各種福祉

事業を展開する社会福祉法人として

の実績に基づき、適正に運営されて

いる。

4

①施設事故・感染症対策 9

事故についてはﾋﾔﾘハット報告を

活用し、事業所内で事例の共有と

再発防止に向けた取り組みを継続

している。また、施設内でリスク

マネジメント委員会を設置し、施

設全体でも事例検討している。感

染症対策についても委員会を設置

し、事業継続計画の策定と感染症

に関する研修や訓練も実施してい

る。

9

ヒヤリハットを職員間で共有して検

討することで事故発生予防に取り組

んでいる。感染症対策についても十

分に取り組んでおり、安全なサービ

ス提供につなげている。

9

②利用者ごとのケア 8

家族や居住環境を含めたアセスメ

ントにより課題や目標を明らかに

し、解決、達成に向けた支援を

行っている。一人暮らしの方に対

してもあらゆる社会資源の活用を

含め支援している。サービス中の

利用者の様子を家族と事業者間で

動画、写真など情報共有可能な専

用アプリを活用している。

8

利用者に合わせた個別支援を行って

いる。家族に対して、日頃の様子が

分かるような情報を提供しており、

家族の安心感にもつながっている。

8

③地域貢献 9

地域清掃や中学校での生涯学習授

業など地域との連携が取れるよう

に努め、地域の福祉教育にも積極

的に協力している。自主事業とし

て高齢者のオリジナル弁当の配達

サービスを行っている。

10

中学生の福祉学習の受け入れ等を通

して福祉教育の一端を担っている。

自主事業の配食サービスは地域柄、

地域の高齢者にとって重要な取り組

みであり、貢献度が高い。

9.5

合計 87 88

１

　

共

通

評

価

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供で
きる状況であったか。

土肥戸田地区の福祉の主体とし

て評価する

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

以前から適正であり、継続に合

意

・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

以前から適正であり、継続に合

意

利用者の個性・家庭環境に応じたケアを行えているか（男性でも楽
しめるレク活動、一人暮らしの方へのケア等）

以前から良好であり、継続に合

意

地域貢献に積極的に取り組んでいるか
地域に欠かせない存在であり、

継続を依頼

２

　

個

別

評

価

(1)サービスの向上

（1項目10点満点）

業務遂行中の事故や感染症に対する予防・事後対策を行っている
か

以前から良好であり、継続に合

意



⒉　総合評価 合計点 87.5 評価 Ａ

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

全体的な管理・運営について、基本協定書・年度協定書・業務仕様書に基づいて、適切に実施されている。

様々な想定での緊急対応マニュアルが整備され、利用者も含めた避難訓練が実施されており、緊急事態に備える体制が構築されている。

法令遵守に対しての意識を高く持ち、研修や勉強会を実施することで全職員に対して周知している。

施設の維持管理については、職員が毎日注意深く点検をしており、不具合発見時には可能なものは積極的に自主修繕を行っている。

資金収支については、地域人口が減少しているためか利用件数の減が続いており、それに伴い事業活動収入も減少している。さらに光熱水費高騰の影響を受けるなかでも、収支のバランスを保つよう工夫して

おり、コスト削減に努め、利用料金制を継続できている。

地域との連携により清掃活動や中学校での福祉授業を行っており、その貢献度は高い。また、自主事業として高齢者の見守りを兼ねた配食サービスを実施しており、地域の高齢者の在宅での生活を支えてい

る。

地域に欠かせない存在となっており、戸田地区の福祉の拠点として機能していることを高く評価する。



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 社会福祉法人 春風会

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 5

年間計画のもと防災訓練、避難所

想定訓練を実施。避難時のトイレ

対応としてラップポンの購入等

行っている。防犯は防犯カメラや

非常口の警報装置も見直しをして

いる。

5

防災訓練や避難所想定訓練の実施

のほか、防犯カメラや警報装置の

見直しを行うなど安全管理の徹底

を図った。

5

②指定管理者が業務で知り得た個人情報の適
切な取扱い

5

「個人情報保護に関する誓約書」

を採用時に提出。また、職員会議

等で周知している。

5
業務仕様書等に基づき、適切な対

応が図れていた。
5

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 5

法令順守のもと、建物・設備の保

守点検を専門業者に委託してい

る。業務は概ね協定書どおりに実

施している。

5
法令等に基づき、建物等の保守点

検は確実に実施されていた。
5

②記録管理及び報告・連絡・相談 4

業務記録は各部署毎日記入し、供

覧もしている。会計簿は各主任へ

回覧している。備品台帳の記録簿

の更新は不十分である。担当課に

はほぼ毎日連絡し、情報の共有を

している。

4

施設を適切に管理運営する上で、

担当課とのきめ細やかな連携がと

れていた。

4

③建物保守管理・修繕等 5

専門業者に保守点検を業務委託

し、支障箇所は迅速に修繕してい

るが、部品の取り寄せに時間がか

かりエアコン等の修繕が遅れるこ

とがあった。職員が修繕できると

ころは行っている。

5

施設設備の老朽化が進む中、必要

に応じて迅速な修繕等が行われて

いた。備品の取り寄せ等により修

繕が遅れる場合でも、当該期間の

施設の運営について工夫して対応

していた。軽微な修繕に関して

は、職員が対応していた。

5

④清掃及び衛生管理 5

専門業者による清掃、害虫駆除を

委託している。また、利用者と職

員が日々廊下・トイレ等の清掃を

行っている。

5

利用者や職員による日々の清掃に

より、施設内は清潔に保たれてい

る。

5

⑤備品等の購入・管理 4
備品購入や管理を行っているが、

備品台帳の更新は不十分である。
4

備品台帳の更新を適切に実施する

ように指導した。
4

⑥環境への配慮 5

施設内の電球は全てLEDに変更。

節約や節電に努めるように職員や

利用者には周知している。

5

施設一体で省エネルギー、省資源

化に取り組んでおり、環境に対す

る意識が醸成されている。

5

①利用者アンケートの実施（必須） 5

アンケートを実施し、利用者の希

望を汲み取り検討し、改善できる

ことは行っている。また、改善結

果を利用者へ提示している。

5
アンケートを実施し、利用者から

の意見要望を聞き対応している。
5

施設名 沼津市立高尾園
担当課名 社会福祉課

連絡先 055-934-4863

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和８年７月31日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか。
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか。

引き続き安全管理を依頼した。

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか。

引き続き個人情報の適切な取り扱

いを依頼した。

⑵日常管理

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか。

関係法令を遵守し、適切に法定点

検等が行われている。

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか。

報告・連絡・相談が適切になされ

ていることを確認した。

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか。

今後も修繕が必要な箇所について

は、市に相談し順次行う。

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管理
は問題なかったか。

引き続き、衛生管理を徹底するよ

う依頼した。

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環境
配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか。

今後も環境への配慮を継続するよ

う伝えた。

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか。

備品台帳をもとにした適切な備品

管理をするよう依頼した。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか。

入所者からの要望に可能な限り応

えている。



②施設利用者への対応 5

意見箱の設置、相談方法等利用者

へわかりやすく掲示している。接

遇は法人の委員会に参加し、利用

者対応や環境整備に努めている。

5

意見箱を設置し、利用者の意見を

広く汲み取っており、意見があっ

た場合には、その都度対応してい

る。接遇についても法人の委員会

に参加し、環境整備に努めてい

る。

5

③関係団体・地域との連絡調整 5

沢田小との交流、金岡コミュニ

ティ祭り、千本浜の清掃等に参加

する。

5

地域行事に積極的に参加し、関係

団体、地域等と良好な関係を築い

ている。

5

①収支計画に基づく執行状況 5

収支計画に基づいた安定した財政

運営を行う。物価高対策は食材の

見直し、節約に努める。

5
物価高騰の影響はあるが、概ね予

定通り執行されている。
5

②適正管理・収支改善の努力 5

会計簿は正確に記録され、適切に

管理している。利用者は定員の満

床月が多く、安定している。

5

会計簿は適切に管理されている。

節電等の経費削減や関係機関との

連携強化による定員確保に努めて

いる。

5

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 5

歴史ある社会福祉法人として、蓄

積されたノウハウにより、より良

いサービスの提供を行うようにし

ている。

5

当該法人が様々な社会福祉施設を

運営しているため、これまでに蓄

積した様々なノウハウが活かされ

ている。

5

①自主事業 10

日中活動として内職、積み木研磨

作業、クラブ活動等の居場所づく

りや就労習慣作りを行い、農福連

携事業では山野草やハーブを収穫

し、ショッピングモール等への販

売を継続することができた。ま

た、自主通所・訪問事業として２

名の高尾園退所者の支援も実施し

ている。

10

利用者個人個人に状況に応じた、

自主事業を展開し、居場所作りや

就労習慣作りに努めている。ま

た、自主通所・訪問事業も実施

し、退所者の支援も行っている。

10

②個別支援 9

個別支援計画から希望や要望、目

標等の確認をしている。その中で

一人暮らしの希望は居宅訓練事

業、就労の希望はハローワークへ

の相談から就労につなげた。ま

た、個人外出やお墓参り外出も実

施する。

9

個別支援計画に基づいて目標を設

定し、希望に沿った支援を行って

いる。

9

③利用者の充実した生活 9

初詣、お楽しみ外出（熱海、食事

外出、買い物外出）福祉のイベン

ト、季節行事等施設内外の行事を

実施する。

10

季節に係る行事やお楽しみ外出等

の施設外でのイベントを実施し、

利用者のためのレクリエーション

が企画されている。

10

合計 96 97

⒉　総合評価 合計点 97 評価 A

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

１

　

共

通

評

価

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供で
きる状況であったか。

今後も安定したサービスの提供を

するよう依頼した。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか。

今後も継続していくよう依頼し

た。

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か。

引き続き、地域行事等への積極的

な参加を依頼した。

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

計画的な財政運営を行っているこ

とを確認した。

・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

引き続き会計簿及び会計事務の管

理の徹底を図るよう依頼した。

個人のニーズに対応した支援ができているか

引き続き、個人のニーズに対応す

ると同時に、新たなニーズ把握に

努めるよう依頼した。

利用者のため、施設外でのレクリエーションなどを企画したか
施設外での行事を積極的に実施し

た。

救護施設という特別な施設ではあるが、蓄積されたノウハウから適正かつ良好な運営が行われている。

入所者、個人個人の要望を聞き、入所者に応じた個別支援ができている。

入所者に対して非常に寄り添った対応が行われている。

自主事業を通して、入所者の自立を推進している。

２

　

個

別

評

価

(1)サービスの

向上

計画どおりの自主事業を実施することができたか
引き続き入所者の状況に応じた対

応を依頼した。



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 社会福祉法人 沼津市社会福祉協議会

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 4

危機管理対応マニュアル、消防計

画、災害時事業継続計画(地震・感

染症)、緊急連絡網を整備してい

る。訓練は年2回実施。職員及他

団体を対象に「通報訓練」「消火

訓練」「避難誘導訓練」を実施

し、各役割の確認と館内防災設備

の把握を行った。

また、敷地内での車の事故につい

ては、フローチャートを整備して

いる。

5

危機管理マニュアル等を作成し、

日頃から緊急時に備えた体制を整

えている。職員及び関係団体等を

対象に年２回の訓練を実施してい

る。

5

②指定管理者が業務で知り得た個人情報の適
切な取扱い

5

個人情報の取り扱いについては社

協個人情報保護規程に従い適正に

対応している。

書類の保管には鍵付きの収納庫を

使用し、様々な配慮を行ってい

る。

5

年度当初の研修実施や個人情報保

護規程遵守の徹底など、個人情報

の適切な取り扱いに努めている。

5

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 5

協定書に基づき、関係法令を遵守

し業務を遂行し、法定点検・検査

を実施。法改正の場合には迅速に

対応している。

5

関係法令等を遵守し、適切に管理

している。また、法定点検・検査

等は適切に行われている。

5

②記録管理及び報告・連絡・相談 4

担当課への月次報告をはじめ、

日々の記録を管理し、異常個所等

が発生時は、迅速にまとめて担当

課に連絡し、対応について随時協

議してきた。

また、職員間では社内メール等を

活用し、情報を共有・把握できる

よう努めている。

会計はシステムで管理しているた

め、職員は誰でも予算執行状況等

を確認でき、透明性を確保してい

る。

4

職員間で情報を共有・把握できる

体制となっている。また、市担当

への施設に関する相談・報告等を

随時行っている。

4

施設名 ぬまづ健康福祉プラザ
担当課名 福祉企画課

連絡先 055-934-4824

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和８年６月26日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか。
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか。

職員間で最新のマニュアルを共有

する。また、施設管理者が不在の

時でも迅速に対応できるように努

める。

各状況に応じた、マニュアル（フ

ローチャート）を整備しておくこ

と。

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか。

引き続き、個人情報保護に努め

る。

⑵日常管理

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか。

引き続き、関係法令を遵守し適切

に対応する。

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか。

定例の報告だけでなく、連絡を密

にする。また、市及び指定管理者

間の定期的な打ち合わせを行う。



③建物保守管理・修繕等 4

建物の保守管理、設備機器等の安

全確認を行い、軽微な修繕につい

ても迅速に対応している他、仕様

書に基づき、修繕計画を立て優先

順位に基づいて順次必要な修繕を

行っている。修繕規模が大きいも

のや緊急必要性のあるものは、担

当課と協議しながら対応を行っ

た。

4

施設の不具合等を確認した場合

は、業者等による確認を行うとと

もに、随時、市へ連絡・相談を

行っている。

4

④清掃及び衛生管理 5

定期的な清掃、館内点検を実施し

ている他、清掃必要個所が発見さ

れた場合は、随時迅速に対応して

いる。

館内出入口、窓口等に消毒液を設

置している他、ふれあい交流室で

は、毎月の予定表と合わせ利用案

内において、感染防止対策の呼び

かけを継続的に行っている他、室

内で使用するおもちゃの消毒など

をこまめに行い、来館者にも安心

して利用いただけるよう努めた。

5

清掃及び衛生管理の状況は良好で

あり、利用者からの苦情等もな

い。

5

⑤備品等の購入・管理 4

市との基本協定に基づき、来館者

の利便性や施設全体のスペースに

応じた備品量などを考え、備品台

帳を随時更新している。

4

施設全体のスペースに応じた備品

量としている。また、備品台帳を

随時更新している。

4

⑥環境への配慮 4

施設の利用状況に応じて無人箇所

の電気消灯や空調管理、紙の使用

を削減し、常に環境に配慮した運

営に努めている。環境美化に努め

ている他、緑化ボランティアによ

る花壇整備など、快適な環境を整

備し、緑化活動に対する意識向上

に努めている。

4

沼津市環境マネジメントシステム

に基づく環境への配慮が見られ

る。

4

①利用者アンケートの実施（必須） 5

館内で実施するイベントなど、あ

らゆる機会を通じて、来館者に対

しアンケートを実施。HPへの掲

載を含め公表も行っている。

4

利用者の意見を反映し、３階のフ

リースペースの利用時間を変更す

るなど、施設の利用改善に努めて

いる。

4

②施設利用者への対応 5

利用者が気持ちよく過ごせるよ

う、職員の資質向上に努め、服装

も清潔で動きやすいものを着用す

るよう心掛けている。必要に応じ

本会の苦情解決実施規程に基づ

き、苦情解決委員会にて第三者委

員への報告を行った。

4

接遇に関して、利用者が気持ちよ

く過ごせるよう、職員の資質向上

に努めている。

4

１

　

共

通

評

価

⑵日常管理

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか。

修繕箇所の把握に努める。また、

緊急性のある修繕は、市と協議の

うえ対応する。

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管理
は問題なかったか。

引き続き、館内を清潔に保つ。

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環境
配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか。

引き続き、環境への配慮に努め

る。

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか。

備品の写真を撮るなどし、備品台

帳の整理を行う。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか。

利用者アンケートの実施方法や内

容を改善するなど、更なるサービ

ス向上につなげていく。

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか。

引き続き、接遇マナー向上に努め

るとともに、施設利用の改善に努

める。



③関係団体・地域との連絡調整 5

居場所作り事業の他、沼津市災害

VC協会などに協力をいただきなが

ら実施した。ふれあい交流室で

は、近隣市町と運営方法などにつ

いて情報交換を行った他、沼津工

業高等学校の演奏、アスルクラロ

沼津を招き交流する機会を設けて

いる。

また、サンウェルぬまづ運営委員

会において、関係団体との連絡調

整及び運営に関する助言をいただ

き、今後に反映する体制をとって

いる。

5

関係団体との関係は良好である。

また主催事業においても関係団体

の協力を得て活用を図っている。

5

①収支計画に基づく執行状況 5

事業執行や施設の管理運営は滞り

なく行った。人件費や光熱費、物

品、労務提供価格上昇などがあっ

た中、事業の集約化や経費節減を

行った。

4

人件費上昇や物価高騰等の影響の

中、事業の見直しや職員の人員配

置を変更するなど経費削減に努め

ている。

4

②適正管理・収支改善の努力 5

コストにおいては、管理運営に関

する保守、賃貸借契約などの見直

しを行った他、イベントは効果を

損なわず、経費削減を図った。

また、welcomeサンウェルイベン

トを年２回行い、多くの方に足を

運んでもらうことができ、施設の

認知度を高め、来館促進に努め

た。

会議室等の利用における様々な

ニーズに対しても、担当課に相談

しながら、ルールの範囲内で可能

な限り利用できるよう対応し、利

用促進に努めた。

5

施設保守等の契約内容の見直しを

行っている。また、事業の効果を

損なわずに、経費削減を図ってい

る。

5

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 5

介護保険事業所や沼津市成年後見

支援センター、障がい者相談支援

事業所の運営や子どもの居場所づ

くりコーディネート事業の実施な

ど、福祉ニーズのある事業の充実

化を図り、社会福祉法人として継

続的・安定的にサービスを提供で

きる状況にある。

また、30年にわたって千本プラザ

の管理運営を行うなど、施設の管

理運営ノウハウを蓄積しており、

継続的かつ安定的なサービスを提

供できる状況にある。

5
市社協ならではの幅広い活動が実

施されている。
5

１

　

共

通

評

価

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供で
きる状況であったか。

今後も市社協ならではの福祉活動

を安定的・継続的に行っていく。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か。

今後も積極的に各団体との連絡調

整を行う。

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

事業や人員配置の見直しを行う。

・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

引き続き、経費節減に努める。



①指定事業 10

　計画していたイベントは中止す

ることなく、予定通り実施するこ

とができ、学生や運営ボランティ

ア、ボランティア連絡協議会など

と連携し、独自で企画を考えなが

ら実施した。広報においては、

ホームページ、社協だより、広報

ぬまづ、コーストFM等でのイベ

ント告知や、各施設でのチラシ配

架など、様々な機会を活用し、集

客に努めた。開催したイベントは

いずれも多くの申込があり、広く

市民に参加機会を提供し、好評を

得ることができた。

9
様々な媒体によりイベントの周知

を行い、集客を図っている。
9

②情報提供及び接遇 9

館内掲示やHPでの周知の他、広

報ぬまづ、社協だより、コースト

FM、Xを通じて広く市民に周知

し、施設利用を促している他、講

座等の案内チラシを関係各所やみ

なと新鮮館、マックスバリュ等の

店舗に配布するなど、施設の利

用、事業への参加を呼びかけた。

また、サンウェル運営ボランティ

アの展示ブースを館内に設置し、

活動紹介やボランティア募集を行

い、新たなボランティア発掘につ

なげた他、展示ギャラリーにおい

て、ふれあい交流室の活動報告を

行った。

接遇は、来館者の立場に立ち、

ルールの範囲内で可能な限り柔軟

な対応を行い、円滑な施設利用に

務めた。

8

ホームページや広報、館内掲示な

ど、多様な手段で積極的に情報発

信を行っている。

8

③適切な人員配置 7

サンウェル、ふれあい交流室にお

いて、シフト勤務により、職員９

名、パート10名体制で管理運営を

行った。少人数で運営し、人件費

の削減を行った。

8
シフト勤務の見直しを行うこと

で、人件費の削減を図っている。
8

合計 91 88

⒉　総合評価 合計点 88 評価 Ａ

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

適正な施設利用のため情報を提供しているか

引き続き、情報の発信先や手段を

工夫し、効果的な情報提供に努

め、利用者の増加につなげてい

く。

施設サービス設置のため、適正な人員配置が行われたか
施設の管理等に対し、適切な人員

配置となるように努める。

協定や仕様書に基づき、適正な管理運営がなされている。

前年度に比べて利用者は微増しているが、コロナ禍以前の利用者数まで回復していない状況であるため、施設利用者を増やすためのさらなる情報発信や企画等の実施に努めてほしい。

２

　

個

別

評

価

(6)サービスの向上

計画どおりの指定事業を実施することができたか
利用者の増加につながるイベント

を企画していく。



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 公益社団法人沼津市シルバー人材センター

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 4

消防計画策定済（千本プラザ）。

消防訓練年２回実施（千本プラザ

と共同実施）

4

緊急時連絡網の作成や千本プラザ

との合同防災訓練を行い、災害時

に備えている。

4

②指定管理者が業務で知り得た個人情報の適
切な取扱い

4

個人情報保護規定策定済み（R4/4

改訂済み）

担当職員変更時は、規定に基づき

引継ぎ（教育）予定

4

業務上多数の個人情報を扱うこと

になるが、法人の規程に則り適正

に実施している。

4

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 4

・職員の代表がカスハラ研修を受

講し、受講内容を職員全員が共

有。コンプライアンス遵守に務め

た。

・個別の契約がフリーランス法に

準拠した内容であるか点検し、問

題ないことを確認した。

4

令和７年度よりフリーランス法に

よる契約方法が導入され業務に関

わる例規の変化が大きいため、法

令遵守の徹底への取り組みを継続

してください。

4

②記録管理及び報告・連絡・相談 4

研修室等利用状況記録、高齢者就

業センター車両の利用記録、事業

実施記録の保管

4
月次報告にて毎月の運営状況が詳

細に報告されている。
4

③建物保守管理・修繕等 4

建物・設備の保守点検は千本プラ

ザが一括実施。

その他高齢者就業センター車両に

ドライブレコーダーを設置。

4
適切に管理されている。異常発見

時は速やかに対応してください。
4

④清掃及び衛生管理 4

研修室の定期清掃は千本プラザが

一括実施。研修室等の利用後の汚

れ等の状況は都度確認。既存の備

品についても適切に管理してい

る。

4

研修室等の利用後の状況を都度に

確認し、衛生管理に注意を払って

いる。

4

⑤備品等の購入・管理 4 本年度新規購入備品なし 4

既存の備品について、適切な管理

が行われている。継続して取り組

んでいただきたい。

4

⑥環境への配慮 4

会員への配分金明細書を電子化す

ることで、紙および郵送を廃止。

省エネルギー・省資源に貢献。

4

電子化の推進が紙減量や郵送に係

るエネルギーの節約につながって

いる。今後も取り組み可能な省エ

ネを推進していただきたい。

4

①利用者アンケートの実施（必須） 4

講習など参加者に対しアンケート

を実施し、結果は次回以降の課題

として活用している。

4

アンケート結果を分析して次年度

開催予定の講座に反映させるな

ど、サービス向上につなげてい

る。

4

施設名 沼津市高齢者就業センター
担当課名 長寿福祉課

連絡先 055-934-4834

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和　８年　６月　15日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか。
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか。

利用者の安全のため、継続に合

意

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか。

以前から良好であり、継続に合

意

⑵日常管理

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか。

今後も継続実施することを合意

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか。

以前から良好であり、継続に合

意

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか。

適正に管理されていることを確

認

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管理
は問題なかったか。

適正に管理されていることを確

認

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環境
配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか。

今後も継続実施することを合意

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか。

適正に管理されていることを確

認

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか。

利用者サービス向上につなげる

よう合意



②施設利用者への対応 4

接遇マナーに加え、カスハラ研修

など時代に応じた研修内容を追加

し、会員と顧客とのトラブル防止

に務めた。

5

例年実施している接遇研修のほ

か、時代に応じた研修に取り組

み、その成果をサービス提供につ

なげていることを高く評価した

い。

4.5

③関係団体・地域との連絡調整 4

連合会主催の研修会に積極的に参

加し、他地域のシルバーと情報を

交換により、継続的に事業の改善

に取り組んでいる。

4

他団体との積極的な情報交換によ

り得られた情報を、事業改善に活

かしている。

4

①収支計画に基づく執行状況 3

光熱費の前年並みの使用量で推移

したが、政府の補助金の終了と単

価高騰により予算オーバーとなっ

た。

3

光熱水費の高騰や保険料の費用増

が支出の増につながった。予算の

積算の精度を上げるよう努められ

たい。

3

②適正管理・収支改善の努力 4

・日々の金銭出納は担当者による

記帳と経理責任者による二重

チェックにより誤りや不正の防止

に努めている。

・その他、時間外勤務の削減に注

力

4

会計事務はダブルチェック体制が

とられており、適切に管理されて

いる。

事業収入は無いため、予算の範囲

内で執行できるように引き続きコ

スト削減に努められたい。

4

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 4

高齢者がいきいきと就労できるよ

う会員とのコミュニケーションを

密に行っている。

4

高齢者の就業支援に特化した団体

は他に無く、活動実績もある。今

後もその実績を活かした取り組み

を実施してほしい。

4

①教室・講座等の開催 7

開催する講座はどれも市民からも

好評を得ており、人気講座は即日

定員に達する場合もある

8

スマホ教室等を習熟度別に開催す

るなどの工夫が見られ、好評を得

ている。継続して取り組んでいた

だきたい。

7.5

②関連機関の情報収集・連携 7

静岡県シルバー人材センター連合

会と協調・情報共有により、会員

の就業先拡大に注力

7

関連機関との連携により得られる

情報等を活かし、実施事業の充

実・拡大につなげてほしい。

7

③需要に基づく事業実施 7

独自ビジネスの推進により、高齢

者でも就業可能な分野について検

討した。

7

積極的に情報収集を行い新規分野

の開拓を行っている。継続して取

り組み、会員の就業機会増加につ

なげてほしい。

7

合計 76 78

⒉　総合評価 合計点 77 評価 Ｂ

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

１

　

共

通

評

価

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供で
きる状況であったか。

以前から良好であり、継続に合

意

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか。

今後も適切な対応を継続するよ

う合意

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か。

以前から良好であり、継続に合

意

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

安定した運営のため、予算を有

効に活用していくことに合意

・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

以前から適正であり、継続に合

意

高齢者の就業促進、生きがいづくりに関する取組を行っている関連機関に
関する情報収集、積極的な協力呼びかけ、連携等ができているか

以前から良好であり、継続に合

意

需要に基づいて事業を実施するため、求職者及び雇用主（求人者）双方の
需要、労働市場等について調査しているか

継続してと取り組み、新規事業

開拓につなげることに合意

全体的な管理・運営について、基本協定書・年度協定書・業務仕様書に基づいて、適切に実施されている。

施設の維持管理については、千本プラザが一括して管理しているものが多いが、千本プラザと連携し、清掃や修繕等を適切に行っている。

SNSを利用した会員への情報発信等を積極的に進めており、また同時に会員向けスマホ教室の習熟度別開催などデジタル化に対応した取り組みを行っている。

高齢者のための交通安全講座や草刈機取扱い講習会などを実施することで、高齢者が安全に就業できる仕組みを整えている。

高齢者の働き方や希望する講座が多様化しているため事業運営に求められるものが多くなっているが、高齢者の就業促進等を図り、少しでも多くの市民に利用されるよう、更なる事業強化を期待している。

２

　

個

別

評

価

(1)サービスの向上

（1項目10点満点）

施設の目的である「高齢者の就業を促進し、生きがいの創造を図るととも
に、市民の福祉の増進に寄与する」ための事業が実施できているか

以前から良好であり、継続に合

意



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 社会福祉法人　輝望会

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 4

BPCを作成し、定期的な訓練を実

施している。また、安全を確保す

るための防犯監視カメラを設置し

た。

4

緊急事態に備えた体制が整備されて

おり、訓練も実施されている。防犯

監視カメラを設置し、防犯面の強化

をしている。

4

②指定管理者が業務で知り得た個人情報の適
切な取扱い

3

法令や親権者の要望に従い適正な

取り扱いをしている。文書や機器

の取扱いを周知し管理している。

3

研修等により個人情報の取扱いや管

理を徹底する環境づくりがなされて

いる。

3

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 4

協定書等に基づき関係法令を遵守

し、適切に管理できた。各職員も

遵守している。

3

業務について協定書通りに実施され

ている。

法定点検・検査について漏れなく実

施している。

3

②記録管理及び報告・連絡・相談 4

業務記録を作成し適正に保管して

いる。担当課とは連絡を取りあ

い、会計簿も適正に管理されてい

る。

3

機密文書や個人情報に関する文書は

溶解処理する等適切に処理してい

る。

学園起因の事故を無くすため施錠を

確実に行うなど、改めて施錠・児童

の所在管理を徹底する必要がある。

担当課への相談・報告等、密に連絡

をとることができている。

3

③建物保守管理・修繕等 3

法令等に従い適正に管理してい

る。また、迅速な修理に努めてい

る。

4

業者による点検と併せ職員による目

視確認がなされている。修繕につい

ても積極的な対応がされている。

4

④清掃及び衛生管理 3

毎日の児童居室等の清掃、業者の

ワックス清掃や害虫駆除を実施し

衛生管理に努めている。

4

施設については業者及び職員により

清潔な状態が保たれている。入所者

の衛生管理は適宜チェックし必要に

応じて対応できている。

4

⑤備品等の購入・管理 3
基本協定に基づき適正に購入し、

管理を行っている。
3 適切に管理されている。 3

⑥環境への配慮 4
市の環境方針に基づき、省エネ、

省資源、物品の購入をしている。
4

積極的に省エネ、省資源に取り組み

節電節水や再生紙の利用等、環境へ

の配慮を実施している。

4

施設名 沼津市立あしたか学園
担当課名 こども未来創造課こども家庭センター

連絡先 055-951-1212

評価 評価区分 評価項目 内容

令和７年度モニタリング実施日（令和　８年　７月　６日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。また、
実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか。
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか。

現在22台設置済み、今後10台程度

追加で設置予定。防犯監視カメラ

を設置したことにより、警備面だ

けでなくトラブル予防や事実確認で

も効果が期待できる。また、BCP

については毎年見直して対応をして

おり、訓練もしっかり実施されてい

る。

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか。

引き続きこの体制を維持されたい。

⑵日常管理

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか。

引き続きこの体制を維持された

い。

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホウ・
レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理されて
いるか。

鍵付きの場所で機密文書やPCを保

管したり、個人情報管理の徹底を

している。

担当課への相談・報告もできてい

る。

会計簿についても適正に管理されて

いる。

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか。

引き続きこの体制を維持された

い。

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管理
は問題なかったか。

引き続きこの体制を維持された

い。

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環境
配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか。

引き続きこの体制を維持された

い。

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか。

引き続きこの体制を維持された

い。



①利用者アンケートの実施（必須） 4

夜勤面談、子ども自治会、アン

ケート箱などを通じて意思の尊重

を図っている。

4

思いを文字に起こすことができない

入所者もいることから、アンケート

の代替として面談を実施しニーズを

引き出している。また、面談の結果

を支援計画等に反映している。

4

②施設利用者への対応 4
窓口・電話対応に心を配り丁寧に

対応しており、苦情はなかった。
3

施設及び法人にて接遇の研修を実施

し、対応能力の向上に努めている。
4

③関係団体・地域との連絡調整 4

学校・児童相談所・市町等との連

携に努めている。また、地域との

繋がりも大切にしている。

4

市町、学校、児童相談所、医療機関

等関係機関が多い中で各機関と連携

し入所者の処遇に当たっている。

4

①収支計画に基づく執行状況 3
計画により事業運営しているが、

少子化による児童数の減がある。
3

入所定員に満たない状況から予算に

対し執行は減少している。執行自体

は適正な状態である。

3

②適正管理・収支改善の努力 3

会計は適切に管理され公になって

いる。児童の減による収入の減が

ある。

4

物価高騰に対し経費削減にて対応。

入所者増加は施設のみの努力で叶わ

ないので児相と協力し入所者の確保

に努める必要がある。

3

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 3
法人全体として多くの事業所を運

営し、適切に管理している。
3

入所者へ安定してサービスを提供し

ていた。

事務処理や手続きにおける誤りがま

だ多少あるため、改善が必要であ

る。

3

入所児童の安心安全な住環境及び生活の質

の向上
8

児童の考え方、意思を反映させる

ために面談や委員会を活用してい

る。

8

施設の修繕・整備を積極的に行い、

生活環境を整えようと適宜対応して

いる。児童の意見を聞く場を設けて

生活の質の向上を図っている。

8

職員研修の充実 8

団体の研修・児相との共催研修、

嘱託医とのケーススタディ、法人

研修等で積極的な研鑽をしてい

る。

8

内部研修の充実を図っている。ま

た、外部の研修に積極的に参加して

いる。

8

家庭との連携強化及び信頼関係の構築 8

児相・市町等と情報を共有し、児

童の将来を見据えた支援をしてい

る。

8

各世帯の状況を確認しながら、児童

一人ひとりの退所後を見据えた支援

計画の策定を図っている。

8

合計 73 73 .

⒉　総合評価 合計点 73 評価 Ｂ

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

１

　

共

通

評

価

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供で
きる状況であったか。

引き続きこの体制を維持された

い。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか。

月４回の夜勤時、担当児童と面談

をしたり言葉での意思表示が難し

い児童と一緒に遊んだり児童の意

思を汲み取れるように対応している

ため、引き続きこの体制を維持さ

れたい。

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか。

引き続きこの体制を維持された

い。

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か。

引き続きこの体制を維持された

い。

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

児童数の減により収入に影響が出

てしまっている状況。職員数や児

童の状況等を考慮し、入所者の確

保を検討すること。

・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

関係機関と調整しながら入所者の

確保を検討すること。

　モニタリングの結果、法令を遵守し協定書に定めるとおり、適切な管理運営の実施が確認できた。また、入所児童の特性の変化（重度の知的障害児中心から、中軽度の知的障害かつ発達障害のある児童の増加）によ

り職員負担が増加しているなかで、入所児童の処遇について関係機関と連携をとりながら対応している。個々に合わせた方法で入所児童の意思を確認し、サービス向上に向けた取り組みがなされていることが確認さ

れ、指定管理者の意欲的な姿勢が伺えた。しかし、現状の職員配置では入所児童の特性に対する柔軟な対応が困難であることから、入所定員割れの状況が続いており、入所児童の増加に向けた取り組みを検討したい。

　令和７年度に発生した事案についても、関係機関と連携をとりながら適切に対処ができており、担当課への報告・連絡・相談も実施できていた。一方で施設の鍵の保管・管理体制によるトラブルが発生したため、施

設の鍵の保管・管理体制の見直しを実施するよう徹底し、処遇関係以外の研修や職員への周知を検討したい。

２

　

個

別

評

価

生活環境、生活プログラムの見直し、入所児童のニーズの把握
引き続きこの体制を維持された

い。

職場内の研修体系の更なる充実

引き続き積極的に研修に参加しても

らいたい。研修中の職員不足につ

いては、今後も調整をしつつ運営に

影響がでないように留意すること。

家庭支援に関する世帯のアセスメントシートの活用及び家族再統合に向け
た実践

児童の意見を聞きながら対応してい

る、県外在住の保護者が多いた

め、家庭環境を考慮しながら今後

も対応にあたってほしい。



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 シンコースポーツ株式会社

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 5

災害対策及び危機管理マニュアル

の整備はされており、必要な手順

や役割は明確に定められていた。

責任者が上級救命講習にも参加。

現場スタッフは定期的にe-ラーニ

ングを通して一次救命研修を実

施、夜間は機械警備をかけてい

る。

5
マニュアル整備、定期研修に加

え、配備態勢が整っている。
5

②指定管理者が業務で知り得た個人情報の適
切な取扱い

5

責任者は個人情報の点検を年に2

回実施、全従業員全員個人情報に

関する研修を年1回以上受講して

いる。書類については、鍵付き

キャビネット内で過去分を保管し

ている。

5

紙媒体は施錠管理され、従業員全

員が研修を受講していることか

ら、適切に管理されている。

5

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 5

関係法令遵守は適切に管理し、協

定書どおりに業務を遂行し、業者

による法定点検や検査も確実に実

施している。

5
適切に管理し、法定点検や検査も

確実に実施されている。
5

②記録管理及び報告・連絡・相談 5

月に一度の定例会で実施してお

り、必要に応じて担当課と連携を

図っている。また、会計に関する

書類も内容が把握できるよう適切

に管理している。

5

月に１回定例会を実施し、積極的

に報告・連絡・相談を実施し、担

当者と積極的な協議が出来てい

る。

5

③建物保守管理・修繕等 5

日常巡回で施設内の備品や設備の

安全確認を行っている。管理棟及

びコート内外の簡易修繕は自社で

迅速に対応し、業者による修繕も

担当課と相談の上で実施してい

る。

5

日々巡回を行い、安全確認が行わ

れている。また、経費削減のため

自社によるDIYでの修繕も行って

いる。

5

④清掃及び衛生管理 4

コート整備や除草作業は計画的に

実施。毎日管理棟内は清掃が実施

されており、常に清潔な状態を

保っている。また、専門業者を入

れトイレ清掃を行うなど衛生管理

に気を配った。

4

日々の清掃により、適切に管理さ

れている。利用者からの苦情がな

いことから職員の努力が伺える。

4

施設名 愛鷹運動公園テニスコート及び芝生広場
担当課名 緑地公園課

連絡先 055-934-4796

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和８年７月22日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか。
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか。

マニュアルの整備に加え、定期的

に研修を実施しており、積極的に

取り組んでいる。

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか。

紙媒体は施錠管理され、従業員全

員が研修を受講していることか

ら、適切に管理されている。

⑵日常管理

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか。

適切に管理し、法定点検や検査も

確実に実施されている。

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか。

月に１回定例会を実施し、積極的

に報告・連絡・相談を実施し、担

当者と積極的な協議が出来てい

る。

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか。

日々巡回を行い、安全確認が行わ

れている。また、経費削減のため

自社によるDIYでの修繕も行ってい

る。

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管理
は問題なかったか。

日々の清掃により、適切に管理さ

れている。利用者からの苦情がな

いことから職員の努力が伺える。



⑤備品等の購入・管理 5

備品等の購入については、基本協

定に基づき実施されており、手続

きや承認の流れにも問題はなかっ

た。また、備品の管理についても

備品台帳を用いて適切に記録・更

新を行っている。

5
利用者目線で施設の備品が管理さ

れている。
5

⑥環境への配慮 5

消耗品については、エコマーク商

品やグリーン購入法適合商品を購

入して環境配慮に努め、管理棟

内、テニスコート夜間照明、エア

コンの節電など、省エネの取り組

みを実施している。

5
エコ商品の購入や節電など環境配

慮がされている。
5

①利用者アンケートの実施（必須） 4

紙媒体及びWEBで利用者アンケー

トを積極的に聴取し結果をまと

め、コートブラシ交換やコート修

繕など対応可能な要望は迅速に対

応するなど、運営に活用した。

4
積極的にアンケートを行い、結果

を運営に活用していた。
4

②施設利用者への対応 4

自社の管轄支店、責任者を中心の

接遇教育を定期的に実施、共有す

ることで適切・迅速に行えた。ま

た接遇面においても、求められる

水準を満たしていた。

4
利用者への対応は適切、迅速にさ

れている。
4

③関係団体・地域との連絡調整 5

必要な情報共有や意見交換を行

い、良好な関係を維持するための

対応を行った。隣接する施設とは

イベント等の情報共有を行った。

5

関係団体と適切な調整により、大

会や教室の継続的な開催が出来て

いる。

5

①収支計画に基づく執行状況 3

施設料、人数、稼働率ともに最終

年度として伸ばすことはできた

が、当初の収支計画と比べると目

標には届かなかった。全体的な支

出も計画を上回ったが、人件費の

高騰による労務費や経年劣化によ

る修繕費などの支出の影響を受け

たものだった。

4

収入について、当初の計画には届

いていないが、前年度より収入が

増加となっている。支出について

も、人件費高騰や突発的な修繕等

の影響から計画には届いていな

い。収入について、計画通り確保

するための方法を引き続き検討す

る必要がある。

4

②適正管理・収支改善の努力 4

管理番号を割り振り、事業ごとに

管理できるよう明確に整理してい

る。会計事務の管理体制も同様に

行っている。SNS等広報を行い、

コートの空き情報やイベント・大

会の開催などを告知を行った。ま

た、手軽にテニスを楽しんで頂け

るレンタルパックを開始するな

ど、全体の増収に努めた。残業を

減らすなどの労務費の管理や水光

熱費の使用量管理を行い経費削減

に努めた。

4

会計簿は適切に管理されており、

管理体制についても適切であると

判断できる。

労務費の管理や節電等を徹底し、

経費の削減に努めている。また、

SNS等を用いた周知を継続すると

ともに、新たな取り組みを実施

し、収支改善に努めている。

4

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 4

全国各地で指定管理の実績があ

り、経営状況も安定しており経験

豊富なノウハウを有している。

4 特に問題なし。 4

１

　

共

通

評

価

⑵日常管理

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環境
配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか。

積極的にアンケートを行い、結果

を運営に活用していた。

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか。

利用者への対応は適切、迅速にさ

れている。

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か。

駐車場責任者の設置など関係団体

と適切な調整により、大会や教室

の継続的な開催が出来ている。

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか。

利用者目線で施設の備品が管理さ

れている。

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供で
きる状況であったか。

特に問題なし。

エコ商品の購入や節電など環境配

慮がされている。

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

収入について、当初の計画には届

いていないが、前年度より収入が

増加となっている。支出について

も、人件費高騰や突発的な修繕等

の影響から計画には届いていな

い。収入について、計画通り確保

するための方法を引き続き検討す

る必要がある。

・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

会計簿は適切に管理されており、

管理体制についても適切であると

判断できる。

労務費の管理や節電等を徹底し、

経費の削減に努めている。また、

SNS等を用いた周知を継続すると

ともに、新たな取り組みを実施

し、収支改善に努めている。



稼働率 ①テニスコートの稼働状況 7 7 7

来場者数 ②テニスコートを利用した人数 7 7 7

自主事業 ③テニス教室、カルチャー教室 7

地域の子どもたちを対象としたソ

フトテニス教室を実施するととも

に、大会開催や幅広い年代が参加

できる教室も開催した。さらに、

芝生広場を活用したヨガ教室の継

続や、沼津在住の講師を招いて実

施した星の観望会など、地域に根

差した事業にも取り組んだ。

7

積極的に様々な事業を展開し、幅

広い世代が参加出来るように工夫

している。テニスに拘らず、愛鷹

運動公園に足を運んでもらえるよ

う工夫している。
7

合計 84 85

⒉　総合評価 合計点 85 評価 Ａ

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

指定管理者として来場者数増加に努めたか

指定管理者として地域に根差した事業ができたか

積極的に様々な事業を展開し、幅

広い世代が参加出来るように工夫

している。テニスに拘らず、愛鷹

運動公園に足を運んでもらえるよ

う工夫している。

全体的な管理・運営について、基本協定書、年度協定書、業務仕様書に基づいて、適切になされていると認められる。

運営面については、積極的にSNS等による広報や、様々なチャレンジを行ったことにより、令和６年度よりも利用者数が増加したため、利用者増加に向けての努力が伺える。

サービス面については、利用者アンケートの積極的な実施と、実施内容を分析し日々の運用に生かしていた。

指定管理期間最終年度として良い実績となっている。

２

　

個

別

評

価

指定管理者として稼働率向上に努めたか

利用人数・稼働率ともに昨年度を

上回る結果となった。大会開催数

も多く、利用料金収入についても

昨年度を上回ることができた。広

報面では、SNSを活用した情報発

信に加え、近隣の民間商業施設へ

パンフレットやチラシの掲示を依

頼するなど、積極的な営業活動を

行い、新規顧客の開拓に努めた。

また、担当課には「広報ぬまづ」

への掲載依頼や、沼津市公式LINE

へのチラシ掲載を依頼し、来場者

増加および稼働率向上に取り組ん

だ。

天候に左右される部分もあるが、

SNSな営業など積極的に情報発信

を行うとともに、できるだけコー

トが利用されるよう新たな取り組

みやイベントを実施することで稼

働率向上、来場者数増加に努めて

いる。

天候に左右される部分もあるが、

SNSな営業など積極的に情報発信

を行うとともに、できるだけコー

トが利用されるよう新たな取り組

みやイベントを実施することで稼

働率向上、来場者数増加に努めて

いる。



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 戸田にぎわい共同事業体

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 3

避難訓練の実施。

見通しの悪い緑地整備し死角の減

少に務めている。

3

危機管理課、戸田地区コミュニ

ティ防災推進会等と連携し緊急事

態に備えている。救急車の呼び方

マニュアルを壁に貼って周知して

いる。

3

②指定管理者が業務で知り得た個人情報の適
切な取扱い

3

本社より個人情報保護・情報セ

キュリティ教育テキストテストの

指示のもと実施をした。

ハラスメントに対する理解度テス

トの実施。

3

プライバシーについて、動画研修

やテストを行っている。個人情報

を鍵がかけられる適切な場所で管

理している。

3

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 3

法令点検や検査は実施している。

何かを変える・動かすときにはそ

の都度職員や上司に相談をしてい

る。

3

ハラスメントについて動画研修と

テストを行っている。現場から管

理者への報告体制ができあがって

いる。

3

②記録管理及び報告・連絡・相談 3

日々の業務記録は日報として残し

ている。

会計簿は本社書式にて書面で管理

している

3

整理された会計簿を使用し、複数

人によるチェック体制が敷かれて

いる。備品の破棄、処分について

は担当課に確認がされている。

3

③建物保守管理・修繕等 4

毎日の設備管理業務において行っ

ている。

業者任せにせずできる修繕は自ら

行っている。

4

洗面台の修理など小破修繕に関し

て積極的に実施されている。定期

的にスケール防止剤を投入してい

る。

4

④清掃及び衛生管理 4 できている 3

午前中に１階、午後に２階または

外を掃除している。１日にやるべ

きことを決めた中でスタッフが協

力して分担作業をしている。

3

⑤備品等の購入・管理 3
過剰在庫を置かずに適正数量を購

入している。
3

備品について今年度購入はなかっ

た。備品等の管理を備品台帳に基

づき管理されていた。

3

⑥環境への配慮 3

無駄のない仕入、購入に努めてい

る。

施設内の照明は、ご利用者の迷惑

にならないようSWのON、OFFを

心掛けている。

3
利用者を第一に考えつつ、省エネ

ルギーへの配慮がなされている。
3

①利用者アンケートの実施（必須） 3
アンケート用紙を常設している。

SNS投稿にも対応している。
3

アンケートを設置しSNSの投稿に

対しても対応を行っている。
3

②施設利用者への対応 3
クレーム対応は、迅速に上席に報

告をして対応を行っている。
3

駅長、副駅長が対応し、上席へ報

告する体制ができている。クレー

ムの原因に対して対処をした。

3

施設名 くるら戸田
担当課名 観光戦略課

連絡先 055-934-4746

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和７年７月14日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか

公共の建築物であるという自覚の

元、緊急事態への備えを続けるこ

と。

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか

引き続き適正な対応を心がけるこ

と。

⑵日常管理

関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。また、所定の業務が協定書ど
おりに実施され、法定点検や検査なども確実に実施されたか

市の基準を参考にコンプライアン

ス遵守に努めること。

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか

引き続き担当課への報告を行うこ

と。会計簿についても複数人の

チェックを継続すること。

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか

引き続き保守管理に努めること。

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管理
は問題なかったか

引き続き適切な清掃及び衛生管理

を行うこと。

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環境
配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか

LED化及び照明器具の統一につい

て協議を進める。

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか

廃棄、修繕の際は担当課に報告す

ること。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか

アンケートを利用しサービス改善

に努めること。

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか

引き続き適切な対応をすること。



③関係団体・地域との連絡調整 4

地域イベント等に積極的参加・協

力

防災ボランティア参加

災害時救護所避難訓練参加

4

文化保存の会や戸田地域活性協議

会との良好なかかわりによって、

テラス使用やイベントが増えてい

る。

4

①収支計画に基づく執行状況 3

収支状況は概ね当初計画通り。

施設管理維持上必要な修繕を実

施。

高額案件においては社内決裁に時

間を要し、一部実施時期を変更。

3

粗利は想定どおりだったが、利用

者人数の増加に伴い収支ともに

10%ほど増加した。

3

②適正管理・収支改善の努力 3

会計簿については適切に記載・管

理を実施。

現金収支については複数確認を行

い、正確な管理に努めている。

会計事務についてはExcelを用い

た管理を行っているが、今後レジ

システム更新に伴い、効率化及び

管理体制の強化を図っている。

消耗品等は価格比較を行い、安価

な製品を選定。

修繕・剪定等は低コストで対応可

能な業者へ依頼。

3

現場で確認し写真付きで本社に報

告するなど、適正な複数管理がで

きている。

3

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 3

指定管理者として、継続的かつ安

定的な施設運営を実施。

現場スタッフの継続的な勤務及び

連携により、安定したサービス提

供を維持。

静岡支社及び現場間の連携体制に

ついては、より円滑かつ効率的な

運営に向けて改善を進めている。

3 安定した収支を継続している。 3

自主事業の実施状況 7

自主事業の拡張・地域イベントと

の連携などで集客はできている。

毎週木曜日に青果店の出店を実

施。

7

自販機やマッサージチェアなど温

泉施設ならではの自主事業をおこ

なっている。

7

適切な人員の配置 5

各セクションとも人員配置は適切

だが、高齢化が進み病欠による人

員不足が生じやすい。
5

地域特性上人員を確保するのが難

しい中、現場対応で施設管理を

行っている。

5

金銭管理及び提出書類の状況 4

金銭管理は、日々売上入金、現金

在高を確認をしている。

書類等提出については改善の余地

がある。

4

金銭管理について複数のチェック

体制が築かれている。書類につい

て期限通りの提出がなされていな

い。

4

合計 61 60

⒉　総合評価 合計点 60 評価 C

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

１

　

共

通

評

価

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供で
きる状況であったか

引き続き安定した施設運営を行う

こと。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス
良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か

これからも各種団体と良好な関係

を維持するとともに、新たな団体

とも関係を深めること。

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか

次回から７年度のデータをもとに

収支計画を立てること。

・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか

引き続き会計簿を適正に管理する

こと。

漁業展示コーナーをはじめ、様々な部分の管理運営に工夫をすることで利用者の増に努めている。地域団体とも良好な関係を築き、イベントの増に寄与した。

今後は指定管理者の管理部門とも協力し、提出書類について期限内に適正な書類を提出すること。

２

　

個

別

評

価

自主事業を行い利用者の利便向上や利用者増等に努めたか
新たな自主事業を検討する際は担

当課に相談、申請すること。

施設管理を行う上での適切な人員配置を行っているか
本社との応援体制を確認し、人員

の増に努めること。

金銭は適切に管理されているか
報告書等の提出書類について期限内に適正な書類の提出がなされたか

現場と会社の協力体制を見直し、

書類の作成等に対して支援を行う

こと。



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 沼津NEXT株式会社

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 4
駐車場のマニュアルを再度見直し

をかけて再編を行った。
4

緊急対応に関するマニュアルが整

備されている。また、必要な場合

に適切に警備している。

4

②指定管理者が業務で知り得た個人情報の適
切な取扱い

4

個人情報の紙面は、キャビネット

内保管。データなどは、ＰＷを付

けて保護に努めている。

4 問題なく管理されている。 4

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 5

年度協定による維持管理年度業務

計画書に基づき、適正な管理実施

を行った。

5 適正に管理されている。 5

②記録管理及び報告・連絡・相談 4

毎月の部会と、都度連絡を実施。

業務報告に記載しキャビネット保

管を行っている。連絡体制を取れ

るように連絡網を共有している。

3

毎月の部会及び必要に応じてその

都度連絡体制ができている。部会

での報告資料の修正を減らすよう

努めること。

3

③建物保守管理・修繕等 4

毎月設備巡回点検等で安全の確認

を行い、事前精算機のエラーにつ

いても事業者間で迅速な対応を

行った。

3

定期券の読み取り不良等、対応に

時間を要した件もあったが、適切

に管理されている。

3

④清掃及び衛生管理 5
週1回定期的に履行。また適宜巡

回してゴミ拾いを実施。
4 比較的、綺麗に保持されている。 4

⑤備品等の購入・管理 5

事業契約書により備品等購入を

行った。また備品台帳作成により

管理している。

4 問題なく実施している。 4

⑥環境への配慮 5

電気、水道等のエネルギー使用状

況について、検診数値に異常な変

動がないか継続して注視してい

る。

5 適正に管理されている。 5

①利用者アンケートの実施（必須） 4

施設利用により利用者アンケート

を25年8月、26年3月の2回実施し

ＮＰＳ分析を実施。スタッフミー

ティングで改善策を検討。

4
改善できる点は早急に対応してい

る。
4

施設名 沼津市営香貫駐車場
担当課名 資産活用課

連絡先 055-934-4714

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和8年6月30日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか。
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか。

令和6年度から、駐車場のマニュア

ルを体育館から切り離し単体とし

ているが、今後の見直しについて

も体育館と相互に過不足ないよう

整備し、マニュアルに基づいた対

応を実施する。

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか。

個人情報を得る機会は駐車料金の

払い戻し等の対応時に限られる

が、引き続き適切に取り扱う。

⑵日常管理

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか。

引き続き適正に管理する。

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか。

引き続き記録簿の適正な管理を行

うほか、毎月の部会においての情

報共有及び担当課との連絡体制を

維持する。また資料は後日修正の

ないよう正確に作成する。

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか。

保守業者等と連携を取り不具合発

生時には迅速に対応する。

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管理
は問題なかったか。

溝に溜まりがちな落ち葉や砂、発

券機のくもの巣等の細部に気を配

り引き続き清潔を保つ。

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環境
配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか。

引き続き適正な管理を行う。

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか。

引き続き適正に管理する。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか。

利用者アンケートの結果を踏まえ

ながら、事故防止のためにより効

果的な方策を検討していく。



②施設利用者への対応 4

立体・平面の運用に柔軟に対応

し、都度ブラシュアップを行って

いる。

4
状況に応じて適宜対応できてい

る。
4

③関係団体・地域との連絡調整 4
文化センターによる混雑予想を開

示。
4

文化センターとの調整は、十分行

うこと。
4

①収支計画に基づく執行状況 4

興行利用に伴い売上の振り幅があ

るが、収支計画に沿い運用を行っ

ている。故障等や警備費用など、

経費発生がある為、売上単体では

なく全体での改善の努力を継続実

施する。

4
駐車場売上は計画を上回っており

収支計画に沿って執行している。
4

②適正管理・収支改善の努力 5

セルフモニタリングを実施し適切

に管理。場内照明の日の出・日の

入りに合わせた運用継続実施。自

動販売機の営業時間外の照明を削

除。

4 適切に管理されている。 4

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 4

指定管理者として継続的・安全的

にサービスを提供できる状況を維

持していた。

4 問題なく管理されている。 4

⑴サービス向

上
①改善提案への対応 9

お客様からのご意見を元に、掲示

ＰＯＰの見直しを行い、引き続き

利用者目線でより良いサービスに

努める。

8
改善要望に対し、積極的に取り組

み対応している。
8

①警備 9 適切に行えていた。 8 適正に管理されている。 8

②植栽管理 7

日常的な植栽の管理に加え、定期

的に専門業者により樹木の剪定等

を実施。

7
既存の植栽について適切な管理が

されている。
7

合計 86 79

⒉　総合評価 合計点 79 評価 Ｂ

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

１

　

共

通

評

価

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供で
きる状況であったか。

継続的・安定的にサービスを提供

できるよう引き続き適切に財務管

理を行う。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか。

精算機やゲートでのクレームにつ

いては原因が駐車券の折れや濡れ

によることも多いが、状況に応じ

柔軟に対応する。

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か。

混雑時の警備体制を含め、引き続

き文化センターとの連絡調整を適

切に行う。

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

収支は体育館や文化センターの利

用に左右される面が大きいが、引

き続き収支計画に沿って執行す

る。

・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

収支は体育館や文化センターの利

用に左右される面が大きいが、引

き続き経費節減等により収支改善

に努める。

　関係法令のほか、指定管理者から提出された年度計画書に基づき、適正な管理・運営がなされている。

　駐車場利用者の利便性向上や事故防止のための効果的な表示を工夫する等、より良いサービス提供のための運用に努めている。

　市民体育館及び市民文化センターでのイベント等が重なり混雑する日が増加していることから、関係者間で施設の利用状況等の情報を常に共有の上、必要な調整等を実施し、これまで以上に緊急時や混雑

時においても問題なく対応できるような管理運営を期待したい。

２

　

個

別

評

価

利用者からの改善提案について、適切に対応し、より良いサービス提供に
努めたか

引き続き利便性の向上及び事故防

止のため適切に対応する。

⑵日常管理

機械警備による警報発報等異常発生時、現場確認及び初期対応等が適
切になされたか

緊急時に適切に対応できるよう体

制を維持する。

利用者及び通行者の安全確保に配慮し、かつ植物の種類、形状及び生育
状況等に応じた植栽管理が適切になされたか

R7に開始したひまわりプロジェク

トの継続実施を含め、引き続き適

切に管理する。



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 沼津ＮＥＸＴ株式会社

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 5

・危機管理マニュアル整備

・災害時初動対処マニュアルによ

る運用

・休館日のスタッフ研修を計画、

実施

5

災害時初動マニュアル等が整備で

きており、職員訓練も実施されて

いる。事故発生時には迅速な対応

と、事故報告が遅滞なく行われて

いる。

5

②指定管理者が業務で知り得た個人情報の適
切な取扱い

5

・社内個人情報取り扱いマニュア

ル整備

・マニュアルを基に研修を実施、

運用

5

施設利用者の個人情報は、デー

タ、文書ともに厳重に保管され適

切に運用されている。廃棄におい

てもマニュアルに従って実施。

5

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 5

・法定点検、検査等を年間計画の

通り実施

・コンプライアンス研修を入社時

研修として実施

5

法定点検、検査等を計画通り実

施、定期的に報告を行っている。

コンプライアンス研修を実施して

いる。

5

②記録管理及び報告・連絡・相談 4

・業務日報の作成保管、備品棚卸

の実施保管

・保管とともに情報共有実施

・収支実績の作成保管

・月次ミーティングで報告

・データベース保管により情報共

有実施

4

月次報告書等にて業務記録が確認

でき、対応について疑義が生じた

場合は市への報告がされている。

4

③建物保守管理・修繕等 4

・日々の点検により不具合箇所の

早期発見と修繕対応を実施

・毎月の報告により情報共有

・緊急性のあるものについては適

切な対応を実施

3

定期的に施設巡回、セルフモニタ

リングを実施。設備等の不備に

は、適切に修繕計画を立てて実行

している。突発の事案だが、修繕

開始に時間を要した案件があった

ため、関係者間の調整をよりス

ムーズに行う必要がある。

3

④清掃及び衛生管理 3

・常に清潔な状態を維持できるよ

う日常清掃の実施

・年間清掃計画に基づいた定期清

掃の実施

・興行等大規模イベント後は特別

清掃の実施

3

日常清掃のほか、大会等の大規模

イベントがあった際には特別清掃

を実施し、清潔及び美観を保っ

た。

3

⑤備品等の購入・管理 5

・備品管理台帳に基づき定期的な

確認を実施

・備品に破損等があった場合には

修理もしくは交換の実施

5

施設利用に伴い備品が不足する場

合、市へ報告することとなってい

る。備品は適切に管理できてい

る。

5

施設名 沼津市総合体育館（香陵アリーナ）
担当課名 ウィズスポーツ課

連絡先 055-934-4893

評価 評価区分 評価項目 内容

令和7年度モニタリング実施日（令和８年7月6日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか。
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか。

災害時初動マニュアル等を整備

し、職員訓練を実施している。実

際の事故発生時には迅速な対応

と、事故報告が遅滞なく行われて

いる。

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか。

窓口や電話で受けた予約に関する

個人情報についても、確実に運用

または破棄をしている。

⑵日常管理

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか。

維持管理年度報告書のとおり、法

定点検等を確実に行っている。コ

ンプライアンス研修を実施し遵守

に努めている。

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか。

業務記録、会計日報は確実に作

成、保管されており、市が要求し

た場合すぐに提示できる状態に

なっている。

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか。

日々の巡回により建物、設備の安

全確認、適切な修繕を実施。点

検・修繕内容については報告書で

確認できている。

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管理
は問題なかったか。

定期的な清掃のほか、利用状況に

より特別清掃を実施している。

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか。

備品補充がある場合、月次報告書

等で確認できる。



⑥環境への配慮 4

・アリーナ照明は通常利用時50％

の照度で運用

・こまめな空調管理の実施

・再生紙の積極利用

3

施設利用に影響のない範囲で照度

を下げるなど、環境への配慮が見

られたが、クーリングシェルター

指定に伴い夏季における空調設備

の利用時間が増加した。コピー用

紙等の消耗品は再生紙を使用して

いる。

3

①利用者アンケートの実施（必須） 4

・利用者アンケートを年2回実施

・ＫＰＩ評価を実施しアンケート

結果に対する改善状況を見える化

4
利用者アンケート結果に対する改

善を実施した。
4

②施設利用者への対応 4

・研修計画に基づき、接客接遇研

修の実施

・クレーム発生時は適切な対応と

共に市への報告を実施

・クレーム発生後は原因の究明と

再発防止策の実施

4

利用者から寄せられた意見やク

レームについてスタッフ間の情報

共有が行われ、速やかに市へ報告

された。対応について適切な接遇

ができている。

4

③関係団体・地域との連絡調整 5

・スポーツ協会、協会加盟団体と

主に大会等の打合せを実施

・興行団体との良好な関係構築を

実施

・文化センターとのイベント共有

等運営に必要な情報交換を適宜実

施

・自治会との連携（防災連携等）

の実施

5

スポーツ大会、興行、イベント等

の開催前は、各団体及び文化セン

ターと打合せを実施。駐車場混雑

や騒音に関して利用者や近隣住民

に対して配慮が見られた。

5

①収支計画に基づく執行状況 3

・概ね計画通りの実績。（駐車場

収支を除く）

・エネルギー費の増加と自由提案

事業の収支バランスを改善する必

要がある。

3

施設稼働率が前年度よりも高くな

り、計画より収益はプラスとなっ

ている。クーリングシェルターの

指定により夏季における空調設備

の使用時間が増加したことに伴い

エネルギー使用量が増加した。

3

②適正管理・収支改善の努力 4

・ＳＰＣ及び運営事業者による会

計管理体制の構築により適正な管

理を実施

・稼働率向上施策や新規事業実施

により収入増に努めた

3

広報やSNSを活用することで利用

者数を増やし、計画に対して収益

増となっている。夏季においてエ

ネルギー使用量が増加した。

3

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 4 ・財務諸表を参照 4
計画に基づいてサービス提供され

ている。
4

①利用者満足度の向上 7

・常時ご意見ボックスを設置し回

答を掲載

・利用報告書へのご意見について

もリストにまとめ対応可能なもの

については随時実施

7

利用者からの意見に対し迅速に回

答。運営方法を適宜見直すことで

利便性向上を図った。

7

②施設のPR 7

・施設ＨＰの活用

・ＳＮＳでの事業広報の実施

・市広報誌への掲載

・市内教育施設への配布

・優先団体への誘致

7

スポーツ教室やイベント案内を市

の広報誌及びSNSを活用し実施し

た。

7

③スポーツ振興事業の推進 9

・計画に基づく教室事業の実施

・利用者ニーズを捉えた新規事業

の実施

・市事業への参画

9

143大会、2006教室開催

初心者でも楽しめるスポーツ教室

やスポーツの日イベントを開催

し、多くの市民が参加できた。

9

１

　

共

通

評

価

⑵日常管理

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供で
きる状況であったか。

計画通りの運営がされていること

を確認。

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環境
配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか。

空調や照明の適切な利用のほか、

再生紙やリサイクル品の使用に努

めている。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか。

アンケートの結果に対して改善が

必要な場合、速やかに対策を講じ

ること。

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか。

クレームへの対応策や、トラブルに

対する原因究明及び再発防止に取

り組んでいる。

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か。

大会・イベント主催者との打合せ

を実施し、利用者及び近隣住民へ

の周知及び配慮を適切に行ってい

る。

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

年度収支計画書を当該年度開始前

に提出。収支報告は毎月の定例会

で報告されている。

空調設備について、利用がない時

間帯は使用を控える等、可能な範

囲でエネルギー使用量を抑えるよ

う努めること。

・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

利用者増につながる運営を適切に

行っている。

エネルギー単価が上がっているた

め、可能な範囲で使用量を抑える

よう務めること。

施設で実施する事業、教室等の広報、利用が見込まれる団体への誘致活
動など、施設のPRを適切に行ったか。

市広報誌へのスポーツ教室告知の

ほか、SNS等による施設の情報発

信、スポーツ大会や合宿等の誘致

を積極的に行う。

施設利用者及びスポーツ人口の増加を図るため、様々な世代が参加でき
るスポーツ教室やスポーツ大会を実施したか。

個人利用の混雑緩和を考慮しなが

ら、施設全体の利用者増を図るこ

と。

２

　

個

別

評

価

(1)施設稼働率の向上

利用者が快適に施設を利用できるよう、施設や維持管理・運営業務に対す
る利用者からの意見について、迅速な対応をしたか。
事故やトラブルに対しては、原因究明、再発防止策を講じたか。

施設設備、運用面双方で迅速な対

応、トラブルの再発防止を心掛け

ること。



合計 82 79

⒉　総合評価 合計点 79 評価 Ｂ

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

施設設備の保守管理、維持管理、警備等については、関係法令遵守のほか、指定管理者から提出された年度計画書のとおり適切に運用、実施されている。

体育館の開館から３年経過し、利用者が増加したことで様々な意見やクレームが出る中で、各案件に対して適切かつ迅速に対応できており、高い満足度を維持できている。また市への報告もされている。

施設利用者への影響がない範囲で空調の利用時間を短縮しエネルギー使用量を抑えるよう努めること。

今後も施設利用者増、収益増、利用者満足度向上につながる管理運営に期待したい。



令和７年度　指定管理者業務チェック・評価シート　【年度モニタリング】

指定管理者名 戸田観光協会

担当者名

⒈　評価シート（「共通評価」の評価点　５点…とてもよい状況である，４点…良い状況である，３点…普通である，２点…やや悪い状況である，１点…悪い状況である）

　　　　  　　 　（「個別評価」の評価点　10点及び９点…とてもよい状況である，８点及び７点…良い状況である，６点及び５点…普通である，４点及び３点…やや悪い状況である，２点及び１点…悪い状況である）

自己採点 点数の根拠 評点 評価のコメント

①緊急事態への対応及び警備の状況 5

マニュアルに沿った避難訓練を実

施するとともに、沼津市避難訓

練・防災訓練に参加し、緊急時に

備えている。また、安全確保のた

め必要に応じて適切な警備を実施

している。

5

作成したマニュアルに沿った避難

訓練を実施している。また、地域

の防災訓練にも参加している。

5

②指定管理者が業務で知り得た個人情報の適
切な取扱い

5

事前ガイド予約の受付に際して、

利用者の氏名、連絡先、メールア

ドレス等の個人情報を取得してい

る。

取得した個人情報は予約フォーム

を通じて収集し、クラウド上で適

切に管理している。また、個人情

報の取扱いについては関係法令及

び施設の規程等に基づき運用し、

業務従事者に対して必要な周知を

行っている。

5

個人情報はクラウドで管理してい

る。取り扱いについても、規定を

作成し、周知している。また、業

務用端末にはパスワードを設定

し、クラウドへのアクセス権限を

2名に限定している。施設内ネッ

トワークには外部からの不正アク

セス防止のための機能を導入して

いる。

5

①コンプライアンス(法令遵守)体制構築 5

関係法令及び各種規程を遵守し、

スタッフとの情報共有を図りなが

ら適切な施設管理及び運営を行っ

た。また、職員に対するコンプラ

イアンスの徹底に努めた。協定書

に基づく業務を着実に実施すると

ともに、法定点検や各種検査につ

いても計画どおり実施した。

5
関係法令を遵守し、協定書通り実

施されていた。
5

②記録管理及び報告・連絡・相談 5

日々の業務記録や備品台帳等につ

いては適切に作成・管理し、担当

課とはその都度確認を行いながら

業務を実施した。また、報告・連

絡・相談を適切に実施した。さら

に、会計管理及び納付業務につい

ては一元化して管理しており、関

係者が内容を確認できる体制を整

備している。

5

業務や会計の記録及び管理は適切

に行われている。また、担当課と

の報告・連絡・相談も密に行って

いる。

5

③建物保守管理・修繕等 5

開館時・閉館時、清掃及び案内ガ

イド時に点検を実施し、建物・設

備の安全確認を適切に行った。な

お、修繕を要する事案はなかっ

た。

5

点検を毎日実施している。軽微な

修繕については対応している。設

備点検は市が実施している。

5

施設名 重要文化財松城家住宅
担当課名 文化政策課

連絡先 055-935-5010

評価 評価区分 評価項目 内容

年度モニタリング実施日（令和８年６月17日　実施）

指定管理者 担当課 年度モニタリングでの確

認及び合意事項
評点

１

　

共

通

評

価

⑴リスク管理

・緊急事態に備えたマニュアルや配備体制などが整備されているか。ま
た、実際に緊急事態が発生した際に行動できるよう訓練されているか。
・安全を守るために必要な場合には適切に警備しているか。

引き続きマニュアルに沿った訓練

を実施し、有事の際も職員全員で

適切に対応できるように努める。

指定管理者が管理する個人情報の保護について適正に対応等を行った
か。また、業務に従事している者に対し、個人情報の保護に関して必要な
事項を周知徹底しているか。

引き続き個人情報の適切な取り扱

いに努めること。

⑵日常管理

・関係法令を遵守し、適切に管理されたか。また、施設で従事している者を
含めコンプライアンス遵守に努めているか。
・所定の業務が協定書どおりに実施され、法定点検や検査なども確実に実
施されたか。

引き続き関係法令を遵守し、業務

を遂行すること。

日々の業務記録や備品台帳などの記録簿の作成及び担当課と密に「ホ
ウ・レン・ソウ」を実施したか。また、会計簿は誰にでも分かるように管理さ
れているか。

引き続き業務の記録及び管理を適

切に行い、担当課との報告・連

絡・相談も密に行うこと。

建物の保守管理、設備機器などの安全確認が適切になされ、可能な修繕
は自ら積極的に実施したか。

引き続き建物や設備、備品の維持

保全に努めるとともに、軽微な修

繕については、積極的に実施する

こと。



④清掃及び衛生管理 5

トイレを含む清掃箇所を明確に

し、毎日清掃を実施している。ま

た、施設全体についても定期的な

清掃を行い、

常に清潔な状態の維持に努めてい

る。清掃箇所については職員の引

継ぎ事項として確実に共有・確認

している。衛生管理についても特

段の問題はなく、適切に管理し

た。

5
毎日清掃を実施しており、館内は

清潔な状態が保たれている。
5

⑤備品等の購入・管理 5

備品等の購入は基本協定に基づ

き、必要な物品を適正に購入し

た。また、備品台帳により備品等

の管理を適切に行った。

5 備品は適切に管理されている。 5

⑥環境への配慮 5

沼津市環境マネジメントシステム

に基づき、節電やごみの減量など

環境負荷の低減に努めている。

5
節電節水やデジタル化に努め、環

境に配慮している。
5

①利用者アンケートの実施（必須） 5

従来は支払い時にパンフレットと

併せてアンケート用紙を配布して

いたが、回収率向上のため帰り際

に配布するよう改善を行った。そ

の結果、アンケートの回収率が増

加した。実施結果については適宜

分析を行い、サービス向上に活用

している。

3

アンケートの回答数は多くはない

が、回収率を上げる努力をしてい

る。また、アンケートの分析を運

営に反映させるよう務めている。

3

②施設利用者への対応 5

窓口対応および案内ガイドについ

ては良好な評価を得ており、接遇

も適切に実施できた。期間中にク

レームの発生はなかった。

5
スタッフの対応や案内ガイドにつ

いて、好評の声がある。
5

③関係団体・地域との連絡調整 5

昨年度に引き続き、松崎町振興公

社との連携企画を実施するなど関

係団体との良好な関係の維持・強

化に努めた。また、地区内各種団

体とも連携・協力し、適切な連絡

調整のもとイベントを実施した。

5

戸田地区の関係団体及び、周辺市

町の関係団体と適切に連絡調整を

行い、イベント等を実施してい

る。

5

①収支計画に基づく執行状況 5

収支状況は、当初の収支計画にお

おむね沿ったものとなり適正に執

行できた。

5
執行状況に問題ない。自主事業の

収入も増加している。
5

②適正管理・収支改善の努力 5

会計簿については、複数人による

確認を実施するなど

適正な会計事務の執行に努めた。

経費節減のため、消耗品費などの

見直しを行うとともに、効率的な

施設運営に努めた。各種事業の実

施や広報活動を通じて利用者増を

図り、収入増加による収支改善に

努めた

3

会計簿は適正に管理されている。

自主事業に力を入れ、自主事業収

入は若干増加しているが、入館者

の増加にはつながっていない。

3

⑸指定管理者の母体 ①指定管理者の本体（団体）の状況 5

事業計画に基づき適格事業者とし

て継続的・安定的なサービスが出

来る状況と認識している。

5

指定管理者として、継続的・安定

的にサービス提供できる状況であ

る。

5

１

　

共

通

評

価

⑵日常管理

常に清潔な状態を保つために定期的な清掃がなされたか。また、衛生管理
は問題なかったか。

引き続き清潔な状態を維持し、観

覧者が快適に過ごせる環境を整え

ること。

指定管理者本体が、指定管理者として継続的・安定的にサービスを提供で
きる状況であったか。

引き続き継続的・安定的なサービ

ス提供に努めること。

本市の環境マネジメントシステム等に基づき、省エネルギー、省資源、環境
配慮物品の購入など環境への配慮がなされたか。

引き続き環境に配慮した運営に努

めること。

備品等の購入が基本協定に基づき適正になされたか。また、備品等の管
理が備品台帳などで適切になされたか。

引き続き適切な備品の管理に努め

ること。

⑶継続的・安

定的なサービ

ス

利用者に対しアンケートを実施したか。また、実施結果を自ら分析し、サー
ビス向上に努めたか。

全体的な回答数は少ないが、アン

ケート結果を活用し、改善に向け

て動いている。アンケートの項目

を見直し、さらに活用できるよう

努めること。

窓口、案内、クレーム等の対応は適切、迅速だったか。また、接遇（言葉遣
い、態度、服装等）は適切になされたか。

引き続き案内ガイドを積極的に行

い、案内の質を維持できるように

努めること。

良好な関係を保つべき関係団体、地域等との連絡調整は適切になされた
か。

観光協会という強みを活かして、

各関係団体との連絡調整や協力等

ができている。引き続き、関係団

体との円滑に連携し、自主事業等

に繋げること。

⑷収支

収支状況は当初の収支計画に沿ったものか。また、収入の減少又は支出
の増加の場合は合理的な理由によるものであったか。

引き続き収支予算に沿った収支決

算となるよう努めること。自主事

業の収入についても引き続き増加

・会計簿は正確に記録され適切に管理されているか。また、会計事務の管
理体制は適切であったか。
・経費の節減、利用者増による収入増等の収支改善に努めたか。

自主事業の収入は増加している

が、観覧料や使用料が増加するよ

う努めること。



自主事業 自主事業の企画・実施 9

タカアシガニの絵付け体験実施。

観光協会主催イベントではカニの

お面を展示し、タカアシガニの絵

付け体験のお客さんも来訪。/県

内の琴演奏家による演奏会を実

施。琴の音色と松城家住宅の和の

雰囲気が相まった空間を作り出す

ことができ入館者増加にもつな

がった。

7
積極的に松城家を活かした企画を

実施している。
7

集客 観覧及び貸館利用等の効果的な集客 8

重要文化財としての価値や魅力を

広く周知するため、道の駅くるら

戸田でのチラシ配布や、地元高齢

者の集まりでのチラシ配布・案内

を実施し、観覧者及び貸館利用者

の増加に向けた取組を行った。

6

様々な媒体での発信や幅広い自主

事業の開催等の増加に向けた努力

をしているが、入館者の顕著な増

加には繋がっていない。

6

広報 松城家住宅の効果的な周知 8

イベント当日に道の駅でチラシを

配布したほか、近隣の観光協会、

宿泊施設及び旅行業者へチラシを

発送するなど、積極的な周知活動

を実施した。また、沼津市広報紙

や新聞への掲載、地区内回覧及び

折込配布を行ったほか、テレビ局

による取材・撮影もあり、多様な

媒体を活用した効果的な周知に努

めた。

7

各種媒体での発信の他、テレビ等

の取材を積極的に受け、指定管理

者以外からの発信が増えた。

7

合計 95 86

⒉　総合評価 合計点 86 評価 Ａ

⒊ 　施設所管課評価コメント、意見等

建物や設備、備品や業務の記録等の管理については、関係法令や協定書に基づき適切に行われている。また、日々の点検や清掃、入館者への配慮が行き届いている。案内ガイドも好評の声を多くいただいて

おり、質の高いサービスを継続して提供できている。今後の課題として、アンケートから拾い上げた課題の解決や改善を図ること、また、高評価の項目を踏まえて松城家住宅のより良い見せ方を探り、リピー

ターを増やし自主事業やイベント企画以外での活性化を図ることで、今後のさらなる集客に繋げていただきたい。

２

　

個

別

評

価

重要文化財という特色を理解したうえで自主事業を企画・実施しているか

自主事業の多様化により、イベン

ト時の入館者は増加傾向にある。

それ以外の入館者の増加を目指

し、そのための新たな魅力造りを

行うこと。

重要文化財という特色を活かして、観覧及び貸館利用等の効果的な集客
が図られているか

引き続き様々な媒体を活用した発

信を継続するとともに、発信に関

してこれまで以上に市と連携してい

くこと。

松城家住宅の効果的な周知がされているか

各種媒体での発信の他、取材等も

積極的に受け、文化財の魅力を発

信すること。


